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　蹴け破やぶる勢いで玄関のドアを開けた。

「うわわ、やばっ！　行ってきまーっ」

　す、の音と一緒にドアを閉めた瞬しゆん間かん、慎しんは気づいた。しばらく姉が留守なことに。

　自分の習しゆう慣かんに苦笑しつつ、がちゃりと鍵かぎをかけ廊下を走り出す。

　飛ぶように足取り軽く。




　マンションのエントランスが近づく。

　オートロックのガラス扉の向こうに少女が立っているのが見えて、慎は急いで駆け寄りロックを解除し重いドアをぐいと引き開けた。

「おはよ、慎」

　少女は慎を見上げていった。明るい色の長い髪をさらりと揺らして。

「あ、……っと、うん。おはよう、ユイナ。遅れてごめんな。寝すごしてさ」

「だいじょうぶ。急げば、間に合う」

　そういってはにかむように、ユイナは、ほほ笑えんだ。

　今日きようも彼女は極上に綺き麗れいで可愛かわいかった。九月の朝の光の中で、とびきりに。

「そうだ。慎しん、夏休みの課か題だい、終わった？」

「うげ!?　そ、それはそのまだ怪け我がの具合がえとつまり」

「やっぱり終わってないんだ。あれほど電話でいったのに。あたしは、見せないから」

　ユイナが怒ったように軽くにらんだ。そんな仕し草ぐさもまた可愛い。

「あう、わかってます……じゃあ、咲さき屋やか委員長あたりに見せてもら」

　いきなりユイナは背を向けた。ぶっきらぼうな声で彼女はいう。

「……遅刻する。急ぐ」

「あ？　ま、待ってくれよ、ユイナ！」

　早足で歩き出す少女を、慎はあわてて追いかけた。

　彼女はマンションの前に出て、道沿いにつづく植えこみの近くで立ち止まる。そこで慎は追いついて、背を向けて立つ少女を不安な思いでのぞきこんだ。

「あたしが見せる」

「へ？」

「だから、他ほかの人の、見ないで」

　心配そうな小さな声が、ユイナの背中越しに聞こえた。

「えと、いや……うん、それは嬉うれしい。けど、いいの？」

「いい」

　そういって彼女はふり向いた。困った顔の慎を見て口元がほころぶ。

　笑っていたのに急に怒ってでもまたすぐにほほ笑んで、ユイナの表情はくるくる変わる。

　そんな彼女の心の動きがつかめなくて、慎は戸惑うばかりだ。

　けれどこんな他愛もない会話がなぜか嬉しい。気持ちが浮き立つ気がする。

　二人は並んで歩き出した。

　新学期から、慎は登校に自転車を使わなくなった。ユイナと一緒に歩くために。

　彼らの上にまぶしい朝の光が落ちる。陽ひ射ざしは強いが、ときおり吹く風は秋の涼しさだ。

　────七月の、あの全力疾走で駆け抜けた三日間。

　慎とユイナはその三日間を経て、〝門の王〈レクス〉〟と〝境界守護士〈ディフェンソル〉〟としての関係を結んだ。

　あのとき起こったできごともいまの状態も、慎はいまだに信じられないでいる。

　けれど確たしかに彼女はここにいる。自分と一緒に同じ歩みで、同じ場所に向かって────

　突然、ユイナが足を止めた。

　素す早ばやく片手を伸ばし慎を制すると、真剣なまなざしでどこか一点をにらむ。

（え!?　な……になにちょっと待てこれなんかまたやばい雰囲気のパターン？）

　と慎しんが体をこわばらせた瞬しゆん間かん、風を裂いてなにかが飛んだ！

　目にも止まらぬ早さでユイナの手しゆ刀とうがそれを叩たたき落とす。

　地面に跳ね返る音を慎が目で追うと、

「缶コーヒーの、缶？　……ってうわあっ！」

　いきなりユイナに胸を突き飛ばされた。

　倒れる慎の鼻先をかすめ少女が高速の回まわし蹴げりを放つ。

　きわどい角度でスカートがめくれて慎は思わず目をみはった。

　激はげしい衝しよう撃げき音おんが起こる！

　道路に尻しりをついた慎の前に誰だれかが立っている。ユイナの蹴りを腕で受け止めて。

「ふぅん、それなり？　オマエ、無双闘手〈デイムウォーリア〉……だよな」

　それは鋭するどいまなざしの、精せい悍かんな顔立ちの少年だった。

　鮮あざやかなオレンジレッドの、跳ねまくった髪が真っ先に目に入る。

　全開にした桜おう菱とう中ちゆうの夏服シャツの下はイカレた柄のＴシャツ。慎と同じぐらいの背丈だが、全身バネのように鍛きたえられ引ひき締しまっているのがひと目でわかる。

　素す早ばやくユイナは足を引く。即座に次動作に移れるようにかまえ鋭するどい声音で訊きいた。

「……誰」

「あッれ、聞いてないのかよ」

　余裕ある声でそういうと、少年は不敵なまなざしで笑った。

「オレは滝たき坂さかリュウト。境界守護士〈ディフェンソル〉の疾風士〈ゲイルアタッカー〉だ」

　慎は目をみはった。思わずユイナを見上げる。聞いてない、と少女が首をふる。

　あきれた感じで少年、リュウトが、首の後ろをかいた。

「ッたく、連絡不行き届きだよなぁ！　おい、オマエが〝王〈レクス〉〟か？」

「へ？　お、おれ？　ええ、えと、一応」

「もう少しオマエ、敏感になれよ。でないと、」

　戸惑う慎をオレンジレッドの髪の少年は横目で見下ろして、いった。

「すぐ死ぬぞ」

　あっけにとられて慎は口を開けた。そんなにはっきりいわれても、と思う。

　き、とユイナが少年をにらんだ。

「彼はあたしが守ってる。簡かん単たんに指一本だって触れさせない」

「へぇ、カッコイイよな。でも守しゆ護ご士しだけが守るってがんばったって、意味ないぜ」

　あざ笑うその口く調ちように、ユイナがきつく眉まゆを寄せ身を乗り出したそのとき、

「…………リュウト！」

　遠くから綺き麗れいな響ひびきの少女の声がした。

　それを聞いて、リュウトが体をこわばらせる。あわてたように彼は身を引くと、

「ッくそ、アイツ……オイ、オレはもう行ったっていえよ。いいな！」

　突如身をひるがえし跳ちよう躍やく、ひと跳びで背の高い植えこみを越えて隠れた。

　と同時に道路の向こうから誰だれかが走ってくる。

　ひとりの少女だ。彼女はまたたく間に慎しんたちの前にやってきた。

「彼はどこ？　真オレンジの髪の」

　思わず慎もユイナも驚おどろきで目をまばたかせた。

　それは、息を吞のむほどの美少女だった。

　くっきりとした大きな瞳ひとみは、誇り高そうで気位も高そう。姿勢はぴしりと綺き麗れいで育ちの良さがうかがえる。つややかなダークブラウンの髪を紅あかいリボンで二ケ所結んだ華やかな髪型と、すらりとした体に桜おう菱とう中ちゆうの夏服が良く似合うその容姿は、かなり目立つ。

　ユイナとはまた違うタイプの、他を圧倒する類たぐいまれな美しさだった。

　無言でユイナが彼女を見つめる。と、不意に腕を伸ばし背の高い植えこみを指し示した。

　それを見て少女も無言でうなずき、おもむろに首元のチェーンを引っ張った。

　あらわれた銀のチェーンに下がるのは、輝かがやく三つのリング。

　慎は息を吞み、腰を浮かして立ち上がる。そのリングは……まさか!?

「下がって」

　小さな声で少女は命じ、リングのひとつをはずして右の中指につけた。

　こぶしを胸に当て少女は静かに目を閉じる。低いささやきが可か憐れんな唇からもれた。

「基盤構成─香気の翼：風〈ウェントゥス〉・性質──閃光の衝撃：矢〈サギッタ〉……」

　ふわ、と風が渦巻いた。彼女自身から不ふ思し議ぎな性質の風が巻き起こる。

　胸元の赤いリボンと髪を結ぶ紅いリボンがわずかにひるがえる。

　す、と少女は瞳を見開き、突如右手を銃を撃うつように突き出して、

「──　風撃〈トルメントゥム〉　──！」

　撃った！

　ゴウ、という強烈な突風！　慎はそれにあおられ思わず顔をそむけた。

　鋭するどい銃弾にも似た風の一いち撃げきが植えこみを直撃する！

「うわぁあっ!!」

　正せい確かくに風はオレンジレッドの髪の少年を吹き飛ばした。

　植えこみの後ろ、マンションの壁かべにぶち当たる寸前、彼は足を踏ん張りこらえる。

　頭をふって髪についた枝と葉を払うと、彼は植えこみに開いた穴から美少女をにらんだ。

「テ、メェ……千せん花かッ！」

「勝手なことしないでくれないかしら。いつもいってるでしょ」

　千花と呼ばれた美少女は肩をそびやかし、冷たくいった。

「うるせーよ、だったら正式な命令〈オーダー〉しときゃいいだろ」

「おまえごとき従えるのに命令なんていらないわ。それとも、もう一回食くらいたい？」

　ぐ、とリュウトは唇を嚙かむ。

　瞬しゆん間かん、想像を超えた素す早ばやい動きで跳ちよう躍やく、千せん花かの隣となりに降り立った。

　すねたようにそっぽを向く彼に、よろしい、というように千花がうなずく。

　少女は風で乱れた髪を優ゆう雅がに直し、ぼうぜんとする慎しんとユイナへ艶えん然ぜんとほほ笑えんだ。

「お二人とも、初めまして。あたくしは『高こう家け』のひとつ、璃り堂どう家けの当主、璃堂千花。称号・嵐气圏〈ブレスドブレス〉の〝門の王〈レクス〉〟よ」

　……〝高家〟？　耳みみ慣なれない単語に慎が疑問に思ったとき、千花がつづけた。

「あたくしの犬がご迷惑かけたみたいね。失礼したわ」

「い、犬!?」

　犬って誰だれ。と慎が横目でそっと真オレンジの髪の少年を見ると、

「見んな！」

　すごまれた。怖。

「行くわよ、リュウト。それじゃ学校で」

　千花は綺き麗れいな仕し草ぐさで会釈して、背を向けた。

　ふてくされてリュウトは歩きかける。だが急にふり向きユイナに近寄ると、いった。

「ちゃんとはいた方がいいぜ。でないと、丸見え」

「!!!!」

　瞬間、ユイナは頰ほおを真まっ赤かに染めて、ばっとあわてて両手でスカートを押さえた。

　リュウトはにやりとそれに笑うと、さっときびすを返し駆けて行く。

　彼らの姿が道路の彼方かなたに消えた瞬間、ユイナが慎にすごい勢いで詰問してきた。

「見た!?」

「へ？　み、みみ？　いや見てませんっ！　つーかなに、はいてないの？　ぱんつ？」

「そんなわけない！　ばか、だいきらいっ！」

　ユイナは叫ぶと駆け出した。とんでもないスピードで。

　──うわぁ、八つ当たり。

　あわててあとを追おうとして、慎はポケットに入れた携帯のバイブに気づいた。

　取り出してみると、液晶にメール着信のアイコンが出ている。慎はメールを開いた。

「……すっかり忘れていましたが。今日きようあたり新顔の〝王〈レクス〉〟と〝守護士〈ディフェンソル〉〟が行くから、よろしく。天上劇団　九く条じよう……って……あああの人はー！」

　──もう全部、九条のせいにしよう。

　携帯を握りしめ駆け出しながら、慎は強く強く思った。

　こうして突風みたいに、新学期は、スタート。
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　前代未聞の自己紹介だった。

　それは始業式で行われた、転入生紹介においてのことだ。




「はじめましてクズども。オレの名前は滝たき坂さかリュウト」

　講こう堂どう中じゆうに響ひびき渡る声で、オレンジレッドの髪の少年は壇だん上じようからいい放った。

「気合のねーツラばかりだな、ッてわけで今日きようからオマエらオレに支配されげぶぅッ！」

　いきなり横合いから情け容赦ない〝ぐーパンチ〟が飛んだ。

　リュウトは吹っ飛ばされて、舞ぶ台たい袖そでに座る校長と教頭を巻きこみ盛大にダウン。

〝ぐー〟を見み舞まったのは、ダークブラウンの髪を紅あかいリボンで結んだ美少女だ。

　彼女は綺き麗れいな歩みで壇に上がり、声を失う全校生徒を見回すとほほ笑えんだ。

「あたくしは璃り堂どう千せん花か。驚おどろいた？　見てのとおり彼は口と頭と性格が悪いの。とびきりに」

「…………こ……っの……千花ァアッ!!」

　目を回す校長と教頭を思いきりはねのけて、リュウトが恐ろしい形ぎよう相そうで立ち上がる。

　だが千花はそれを涼しいまなざしでちらりと見返すと、いった。

「自己紹介の邪じや魔まだから寝ていて欲しいわ。なんなら永久に」

「うるッせーよ、這はいつくばらして泣かしてやろうかテメェ！」

「頭が悪いどころか記き憶おく力りよくもないの。あたくしがおまえに泣かされたことなんて一度だってあった？　だいたい、ゆるせないほどふざけた行為よ。みなさまに失礼でしょ」

　謝しや罪ざいの言葉が来るかという期待が満ちる中、彼女は尊大にいい放った。

「主人のあたくしより目立つなんて。犬のくせに」

　──うわぁ。

　犬ってなに主人てなに、と声を失う観かん衆しゆうをふり返り千花がほほ笑む。優ゆう雅がに、艶あでやかに。

「というわけでみなさま、安心してね。支配なんてしないわ、自主性は大事だから。でも」

　彼女は言葉を区切り悠然とみなを見下ろすと、堂々と、告げた。

「君くん臨りん者しやが誰だれかは、もう、おわかりよね」




　こうして彼らの存在は、一いつ瞬しゆんで学校中に知れ渡った。二人の編へん入にゆう先は２─Ａ。半ば怯おびえるこのクラスの生徒たち以外は結構、面おも白しろがって彼らの行動に注目していた。

　慎しんはあきれつつもほんのちょっと安あん堵どする。

　やっと自分とユイナが、噂うわさの中心からはずれてくれると考えたから。

　…………もちろんその考えがとことん甘かったのを、すぐにも彼は思い知る。
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　残暑厳きびしく蒸し暑い、九月の昼のＨＲの時間。

　２─Ｂの教室で浅あさ黄ぎ洋ひろしは、ダン！　と教きよう壇だんに足を乗っけると、

「九月十七日、第五十八回桜おう菱とう中ちゆう体育祭に向けてぇーっ！　みんな気合、入れろよーっ！」

　叫んだ。

　教室中でうわーっという歓声が起きた。机に乗って叫ぶアホたちもいた。

　慎は机にあごを乗せ、うおー、とお義理にだるげに片手をふった。

　そんな慎に気づかず、洋は黒板を叩たたきこぶしをふり上げ熱ねつ弁べんをふるっている。

　彼の横で、同じく実行委員の咲さき屋や香か奈な未みが腰に手を当て、あきれ顔で立っている。

　洋のお守もり大変だろうなと、慎がひそかに同情したとき、

「うおー、ですか？　やる気が感じられませんよ」

　隣となりの席から笑いを含んだ声がして、慎は目め線せんを向けた。

　カチューシャをした眼鏡めがねの少女がほほ笑えみ返す。クラス委員長の丹に々に儀ぎ乃の要よう子こだ。

「洋が熱あつすぎるんだって。そういう委員長は？」

「そうですね。十一月の文化祭の方がどちらかといえば。田た上がみ君と一緒に実行委員ですし」

　ちら、と慎は肩越しにふり返る。後ろの席に座る眼鏡の宗そう司じと目が合った。

　苦笑気味に彼は肩をすくめる。洋にあきれているのは同じらしい。

「ま、宗司も体育祭より文化祭の方が性に合ってそうだよな……そうだ。カナメさ、じゃなくて委員長、怪け我がってもう、だいじょぶ？」

「はい。心配してくださるなんて優やさしいですね。羽は立だて君こそ大怪我でしたのに」

「や、そんな。おれはもう全然元気だから……」

　照れる慎を見て、丹々儀乃はにっこりとほほ笑む。

　その気さくな態度は、あの冷れい徹てつな裁定人、カナメと同一人物にはとても思えない。どちらが本当の人格なのかと不ふ思し議ぎな気持ちで見つめる慎へ、不意に丹々儀乃が問いかけてきた。

「転入生のお二人が〝王〟と〝守しゆ護ご士し〟というのは、もうご存知ですか？」

「え、あ……ああ、うん。実はさ、今け朝さ方がたもう会ったところで」

　声をひそめ慎が今朝のできごとを話すと、少女の眼鏡の奥の瞳ひとみがかすかに鋭するどくなる。

「あのお二人がなぜわざわざ桜菱中に転校されてきたか、その理由は聞きましたか」

「そういえば聞いてないなあ。うーん、やっぱなにか理由、あるのかな？」

　そのとき大きな拍手が起きて、二人の会話をさえぎった。洋ひろしの熱ねつ弁べんが終わったらしい。

「っつーわけで各自担当はまた明日あした決めるな！　じゃ、よろしく！」

　そう締しめて、洋が香か奈な未みと一緒に壇だん上じようを降りた。入れ替わりに新担任の若い女性教きよう諭ゆ、長なが月つきが教壇に立つ。小柄な彼女は生徒たちを見回して、少し緊きん張ちよう気味に口を開いた。

「……えっと、なかなかの熱弁でした。先生、感動しました。これぐらいの熱意で、まだ提出していない夏休みの課か題だいも今週中にすませて欲しいですよね。浅あさ黄ぎ君」

　どっと教室中がわいた。洋が頭をかく。

「ええー、それいわないで欲しいッスよ、先生～」

「今週中に提出しないなら、居残り補習です。あ、羽は立だて君もですからね」

　矛ほこ先さきを向けられ、うぐ、と慎しんは机に突っ伏した。また笑いが起こる。

　ちら、と窓際の席を見る。ユイナはまるで慎などいないかのように、真まっ直すぐ前を向いていた。なんとなくがっくりしてさらに力が抜けた。

　連絡事項を伝え終わると、長月はＨＲの終了を告げて壇を降りた。そのとたん、解放のざわめきが広がる。帰り支じ度たくにさわがしくなる教室で、慎がそろそろ帰ろうかと考えていると、

「へいへいへ～い、慎、くぅ～ん」

　不気味な猫なで声で洋が近づいてきた。後ろに少し不ふ機き嫌げんそうな宗そう司じを従えて。

　それを見て慎は即答、

「やだ」

「まだなんもいってねえじゃん！」

「おまえがそういう声出すときは、なんか魂胆があるんだっての。おれは知ってる」

「ま、わかってるなら話が早いですよ。あのですね」

　洋は背中から一枚の用紙を出してひらひらさせた。

「……応援団員、名めい簿ぼ……？」

「そ。俺おれの話聞いてた？　体育祭では各学年縦たて割わりで赤・青・緑・黄の四団に分かれる。俺たち２─ＢはＡと組んで、一学年と三学年のＡ・Ｂと一緒に六クラス合同の赤組団ってさ」

「まあ、それは去年もそうだったから知ってるけど」

「で、勝敗は各かく競きよう技ぎでのポイント加算で決まるわけだけどさ。その中に、もちろん応援合戦も入るわけですよ。わかる？　そこでですね慎くん。君に名誉ある、」

　そこで悟って慎は思わずバン！　と机を叩たたいて立ち上がった。

「なんでおれがそれを!?　冗じよう談だん、ってかなんだよ、明日あした決めるんじゃないのかよ！」

「ちっちっ。日本の良き慣かん習しゆうを知らねーの？　根回しですよ、ＴＨＥ ＮＥＭＡＷＡＳＨＩ。ちゃんと英語でも通じるんだからな、いやコレマジで！」

「夏休みの課題もやらないヤツが、高等技術を使うなあ……やだよ。去年見たけど応援団員ってチアの女子と一緒に前に立って踊るんだろ。恥ずかしいって！」

「踊るってか、演えん舞ぶといって欲しいな～。それにさあ、ふふふん」

　急に洋ひろしは声をひそめ、慎しんの耳にささやいた。

「天あま音ねさんもさ、チアガールで参加するんだぜ」

「え!?」

　慎は窓際のユイナの席を見た。彼女は香か奈な未みとなにか話している。

「ほ、ほんとに？　ほんとに彼女がやるっていったのか？」

　慎は意外に感じる。なんとなく彼女は目立つことが好きじゃない気がしたからだ。

「どうよ、慎。天音さんのチア姿、そばで見たくない？　応援団員になったら放ほう課か後ごの練習でも本番でもずーっと一緒だぜ～。ヤる気になった？」

　洋にたたみかけられ、う、と慎は言葉につまった。

　ユイナのチアガール姿。ユイナのミニスカ。かなり、魅み力りよく的てきな、響ひびき。

「う、う、う…………くそ、ああもう、わかった！　やるよ」

「おっしゃあ───っ!!」

　急に洋がこぶしをつき上げ大声を出した。驚おどろく慎の前で彼は窓際をふり返る。

「っつうわけで咲さき屋やさん。慎、やるってさ」

「やったね、浅あさ黄ぎくんエライ！　ね、聞いたでしょ。羽は立だてくんもするって応援団員」

　香奈未はそういってユイナを見下ろす。ユイナは慎を一いつ瞬しゆん見て、それから────

　かすかに、こくん、とうなずいた。

　へ!?　と思わず慎は洋を見上げる。へへへ、と洋がしてやったという顔で見返して、横で宗そう司じが「馬ば鹿かめ」というように首をふった。

「あ、あ、あのなああああああっ！　洋おまえちょっとなあ！」

　ハメられた、とつかみかかる慎を笑いながら洋は避けて、宗司に向き直った。

「てことで、慎もやるわけだからさあ、宗司」

「いやだ。面めん倒どうくさい」

　きっぱりクールな声音で宗司がいった。それに洋は食い下がる。

「頼むよ～。宗司背が高いから目立つし。そうだ！　おまえ文化祭の実行委員だろ。応援団員やってくれたら、文化祭で俺おれをこき使ってくれていいから。なんでもするし！」

「ホントだな」

　宗司が眼鏡めがねの奥の瞳ひとみを鋭するどく光らせた。びく、と洋が引く。

「いいだろう。その言葉忘れるなよ。ちなみに文化祭の出し物は……〝メイドカフェ〟だ」

　宗司は、ぽん、と洋の肩を叩たたき、その場を離はなれていった。

　蒼そう白はくになる洋の背後から、やり取りを聞いていた丹に々に儀ぎ乃のがにこやかにいった。

「がんばってくださいね、浅黄君。わたしも文化祭の委員ですから、期待してます」

　さようなら、と眼鏡の委員長は丁てい寧ねいにおじぎをして教室を出て行く。

　それを見送ると、洋ひろしはすごい勢いで慎しんをふり返りすがりつくようにいった。

「お、俺おれなにさせられんの!?　ねえ、ねえ慎！」

「…………知るか。がんばれよな。想像はしたくないけど期待はしてる」

「あああ、やっぱり打算のない真の友情は俺たちの間だけだ。いま改めて確かく信しんした」

「あのなあ、そんなおまえにだけ都合のいい真の友情があってたまるか」

　というつぶやきも全然聞かず、洋は手元の用紙にしっかり慎の名前を書くと歩き出す。

「じゃな、感かん謝しやだ慎くん！　俺たちの友情は宇宙が滅んでも不滅だぁ～」

「いや、おれはこの瞬しゆん間かんに終わって欲しいよ……」

　という言葉に重ねて洋が去り際に、

「あ、慎！　あとおまえ最終リレーにも出てもらうから」

「だからなんでもかんでも勝手に決めるなぁっ！」

　と叫ぶ声も虚むなしくすでに洋の姿は教室にない。

　うわあ、おれまた流されてる……と慎は頭を抱えた。

　洋が出て行くと、教室内は静かになった。まだ人は残っているが、喧けん騒そうもざわめきもない。その中から香か奈な未みとの話が終わったユイナが立ち上がり、鞄かばんを持って歩いてきた。

「帰る？」

　慎の机の横に立ち、言葉少なに彼女はいった。

　それを見上げてうなずきかけて、慎はふと浮かんだ疑問を口にした。

「えっと、あのさ。いいの、チアなんて引き受けて。なんか苦手っぽそうだけど」

「……ほんとは恥ずかしい。体育祭とか、そういうのあんまり参加したことないし。でも」

　ふ、とユイナは慎を真まっ直すぐ見る。はにかむ声音で彼女は、いった。

「慎と一緒にできるから、がんばる」

　どきん、とした。

　彼女の素直な言葉に頰ほおが熱あつくなる。慎は高鳴る鼓動を懸けん命めいに抑え、ユイナを見上げた。

「う、うん。そうだな、がんばろっか。おれもがんばる。楽しみ、だよな」

　口にして、その言葉が自然と自分の胸に染みた。素直にがんばろうと思えてくる。

　不意に、ユイナが恥ずかしそうにうつむいた。

「……慎。あの、今け朝さ……ごめんね」

「今朝？　なんか謝あやまることあったっけ」

「その、ちゃんと短パンはいてたの、忘れてた。からかわれてびっくりして……」

「あ？　ああ、なーんだ。ぱ」

　んつの上にはいてたのか、といいかけて慎はあわてて口を押さえた。

　さすがにこんな人の多い場所で、そんな単語を口にするほどうかつではない。

「はは……うん。気にしてないからいいよ。そうだ、九く条じようさんからメール来てたんだけど」

「こっちの携帯にも来てた。全然それらしい話もなかったのに、どうして突然、」

　いきなり叩たたきつける音が響ひびいた。はっと二人はそちらを見る。

　勢いよく開いた教室の戸口から、鮮あざやかなオレンジレッドの髪が歩いてくる。

　それは滝たき坂さかリュウト。派は手でで強烈な印象の少年だ。

　生徒たちが一斉に注視する中、彼は慎しんの真正面に立つと乱らん暴ぼうな声でいった。

「おい、羽は立だてだっけか。ちょっと来な、聞きたいことがある」

「こ、来い？　聞きたい？　って、なにをどこへ？」

　困惑して慎がおかしな返答をすると、リュウトが少し声をひそめた。

「色々とだよ。オマエさ、『高こう家け』の人間じゃないのに〝王〟なんだろ」

　……『高家』。また、あの耳みみ慣なれない言葉だ。慎が不ふ審しんげに眉まゆを寄せたとき、

「羽立君、いる？」

　突如、綺き麗れいな声が響き渡った。再び教室中の注目が入り口に集まる。

　その視し線せんの中、長い髪を結ぶ二つの紅あかいリボンが優ゆう雅がに歩いてきた。

　華やかな容姿の少女────璃り堂どう千せん花かだ。

　彼女は一直線にやってくると、慎の前に立つリュウトの横で立ち止まりいい放った。

「どうしておまえがここにいるのよ。勝手に動くなってあれほどいったはずでしょ。犬のくせに、主人のいうことが聞けないの」

　ぴしりと打つ声に、緊きん張ちようが走った。だがリュウトは鼻で笑い返す。

「そう。飼い主のしつけが悪いんでね」

　────空気に電流が走った、ような気がした。

　緊張レベルがはね上がる。周囲の生徒たちは一斉に凍りついた。

　慎も身を固くしつつ、意外な気持ちで千花とリュウトを観かん察さつする。

　明らかに彼らは、天上劇団〈ディヴァン・ギニョル〉の〝王〟と〝守しゆ護ご士し〟とは違う。

　リュウトは千花に絶対服従、という感じではないし、千花は極端に居い丈たけ高だかだし。

　慎はかたわらのユイナに身を寄せて、ささやき声で訊きいた。

「あのさ、他ほかにも〝王〟と〝守護士〟っているんだろ？　まさかこんな感じじゃ」

「ないと思うけど、でもわからない。あたしは事情があって、去年〝守護士の血脈〟に加わったばかりだから……詳しい知ち識しき、足りないし」

〝事情〟。その言葉に、慎はふっと茉まつ莉りに聞いた話を思い出した。

　六歳のときに両親を失い、ずっとひとりで各地の施設を転々としてきたという彼女。当時の話を慎は直接ユイナから聞いてはいない。よほど話したくないのだろうか……。

　そんな慎の物思いを、リュウトのぶっきらぼうな声音がさえぎった。

「ほっとけよな。オレはコイツに用があるんだッつの」

「なによ。あたくしだって彼に聞きたいことあるんだから」

「んだよそれ!?　オレが先に来たんじゃねえか」

「あとにして。どうせおまえは喧けん嘩か売うるぐらいがせいぜいでしょ」

「んだとぉ!?」

　二人は顔つき合わせてにらみ合った。空気がびりびり震ふるえる。

　怖い。とても怖い。周りの生徒たちは抱き合って震え上がっている。

　慎しんがびびりまくって成り行きを眺めていると、不意にリュウトがこちらを指した。

「だったら本人に訊きいてみようぜ。おい、羽は立だて！」

「そうね。羽立君、選んで。どっちと来る？」

「は!?　あ、あのいやその、ちょ、ちょっと待って!?」

　思わず慎は一歩後ろに下がる。だが追い詰めるように千せん花かとリュウトがずいと乗り出し、

「オレだろ。オレが先に来いっていったんだからな」

「関係ないわ。あたくしに決まってるでしょ」

「うるっせーッての。オマエ下がれよいますぐ」

「おまえこそうるさいわ。下がりなさいよいますぐ」

「だからオマエが」「おまえの方でしょ」

「慎に触るな！」

　びし、と殴りつけるような声音が響ひびいた。

　ユイナが慎の前に割りこみ、千花とリュウトをにらむ。凛り々りしいまなざしで。

「慎は君たちのモノじゃない。勝手に決めるな」

「……へえ、ずいぶん勇敢で無む謀ぼうないい草じゃねえの。挑戦でもしようってか？」

　リュウトの口元に、狩りを楽しむ猛犬のごとき笑えみがよぎった。

　それを見る慎の背中を冷たい汗が伝う。教室は暑かったが慎は心底寒かった。

「いいだろ。羽立を賭かけて勝負だ。受けるよな、当然」

　はっと千花がリュウトに視し線せんを向ける。だがユイナは気づかずリュウトにいい放った。

「受ける。慎を好き勝手にはさせないから」

「場所は体たい育いく館かんでいいな。行くぜ」

「待ちなさいよ！」

　千花が引き止めるようにリュウトの腕をつかんだ。

「どうしてそうおまえは勝手なの？　誰だれが戦っていいって決めたのよ！」

「うるせぇっての。オレを縛しばりたいなら命令〈オーダー〉してみろよ」

　リュウトがつかまれた腕をはらった。千花はひるまず彼を見上げ、強い口く調ちようで返す。

「……そう。好きにすればいいわ。だったらあたくしも見にいくわよ」

「ハ、それこそ好きにしろ、だ。オマエの勝手だからな」

　そういい捨てるとリュウトはきびすを返した。千花も眉まゆをきつく寄せ、歩き始める。

「慎しん、行くから」

　闘とう志しに燃もえる声でそういって、ユイナが慎の手首をつかんであとを追う。

「いやあの、おれは別に行きたくな……っておれの意思は？　おれは無視ですかっ？」

　引きずられる慎の背中をがぜん興きよう味みをそそられたとばかりのひそひそ声が追いかけた。

「なになに、羽は立だて巡って転校生二人と天あま音ねさんがバトル!?」

「すげえよなぁ。天音さんといい、ここんとこアイツ、モテまくりだな」

　──それは違うっ。断じて、違う！

　慎の必死の否定（ただし心の中での）を誰だれも一切聞いてくれない。

　なにより目立つ三人組と巻きこまれた哀あわれな少年は、連れ立って廊下を進んだ。

　時刻は昼。ＨＲが終わったばかりでまだまだ全校生徒は教室にたむろしている。

　すると当然、起こりうる事態は──────




　　　　　　　３




　だだっ広い体たい育いく館かんの中央で、ユイナはとんとん、と上うわ履ばきのつま先で床を叩たたいた。

　少し離はなれた対面で、リュウトが不敵な笑えみで軽く腰に片手を当てて立っている。夏服のシャツを脱ぎ、奇抜なデザインのＴシャツ姿だ。

　そんな彼を見つめるユイナの全身には、緊きん張ちようと気合と闘志がみなぎっている。

　体育館には、大勢の生徒が押しかけひしめきざわめいていた。

　そんな中、慎は入り口近くで身を小さくしていた。目立ちたくない絶対目立ちたくないおれは無む垢くで無力で無関係でいたいけな一般人です！　とばかりに。

　無理だった。

　すぐ真横に千せん花かが立っていたから。

　彼女はすました顔で髪をかき上げ、ユイナとリュウトの対たい峙じを見つめている。

　当然周囲の注目は彼女（＆慎）に一いつ直ちよく線せんだ。身を縮ちぢめる慎を千花が冷ややかに見る。

「なによ、もっと胸張ったら？　あなたを賭かけての勝負なのよ」

「すいませんあのおれの意思は無視ですかってか勝手に賭けられても困」

「いさぎよくない男はすぐ死ぬわよ」

　こともなげに千花はいい放った。がく、と慎はうなだれる。

「羽立くん？　またなにやってるの!?」

「え？　あ、咲さき屋や!?」

　声にふり返ると、香か奈な未みの顔が人混みの間から見えた。見知らぬ女子二人を連れている。

「他ほかの応援団メンバーを紹介しようと思って。でも、浅あさ黄ぎくんは課か題だいのことで先生につかまっちゃうし、田た上がみくんはもう帰っちゃうし、要よう子こちゃんも学級委員の用事でいないし」

「え、なに、もしかして委員長もチアなの？」

「うんそう。帰り際につかまえて、お願ねがいしたら引き受けてくれたの……ところでさ」

　急に香か奈な未みは、からかうような、なぜか少しすねたような口く調ちようでいった。

「最近羽は立だてくん、ほんと人気だよね。これもあれでしょ、羽立くんを巡ってのバトルなんでしょ？　すごいね、なーんだか遠い人になっちゃったなぁ」

「いや！　いやいやその、待ってくれってば！　これはあの巻きこまれただけでその」

　力いっぱい否定する慎しんに、香奈未がくすりと笑っていった。

「あ、せっかくだしここで紹介するね。Ａ組のチアの子たちでわたしの友だち。えっと」

「はぁい、美み並なみ美み佐さだよーん」と、ショートヘアの少女が元気よく片手を挙げた。

「高たか峰みね沙さ耶や。Ａ組の実行委員です」黒髪ストレートの、優ゆう等とう生せいっぽい少女が会釈する。

　慎があわてて頭を下げると、美佐がくすくす笑っていった。

「羽立クンのことはよく知ってまーす。誰だれかから話聞かされまくりだもん。ね、香奈未」

「な、なによ、美佐。その意味ありげな目つきは!?」

　頰ほおを染めていい返す香奈未の横で、沙耶がちらとユイナの方を見るとつぶやいた。

「香奈未の考え、わからないな。彼女誘わなかったらいい機き会かいだったでしょうに」

「そっだよねー。羽立君と一緒に放ほう課か後ごまで、」

　と言葉を挟んだ美佐の口が、もが、と香奈未にふさがれた。

「そ、そうそう！　あのね、彼女もＡ組のチアなんだって！」

　必死で話を変えるように香奈未が手で指し示す先には────涼しい顔で立つ、千せん花か。

　慎は思わず目を剝むいた。香奈未をふり返り、ささやきで訊きき返す。

「え!?　じゃあ、あのもしかして、滝たき坂さか……ってヤツも、そう？」

「うん。応援合戦、絶対目立つよね。高ポイント期待できるよ」

「二人とも立候補したんだー。滝坂クンは〝面おも白しろそうだから〟みたいな感じだけど、璃り堂どうサンは生徒会選挙に立候補するからって。もう学校の方に立候補の手つづきしたって」

　美佐が香奈未の横から補足する。要するに目立って顔を売っておきたいということか。

　慎はちらりと隣となりに立つ千花を横目で盗み見た。

「……自主性が大事っていいつつ、それって学校支配をもくろんでるってことだよな」

「なにをこそこそ話してるの？　始まるわよ」

　そういい捨てると千花はリュウトに向かって、綺き麗れいなよく通る声でいった。

「リュウト。万が一負けたら容赦しないわよ」

「誰にいってるよ。このオレが勝負に負けるなんて、ありえねーっての」

　うそぶくリュウトの言葉に、む、とユイナがわずかに怒った顔になる。

　彼女は胸のリボンをしゅる、と解ほどくと、それを持って慎の前にずんずんと歩み寄り、

「慎、これ」とリボンをつかんだ手をつき出した。

「へ？　……あー、これ、持ってればいい、のか？」

「うん。お願ねがい。あのね、見てて。あたし」

　ユイナは真まっ直すぐ慎しんを見上げた。一いち途ずな、綺き麗れいな瞳ひとみだった。

「絶対負けない。君のために戦う」

　そう告げると、ユイナはすっときびすを返し中央に戻った。

　ひゅー！　かっこいいいいー！　と周囲から歓声が上がる。

　──なんっか、逆だよなー女の子になー君のために戦うつっていわれてもなー、

　慎は情けない気持ちとちょっとだけ誇らしい気持ちとで、複雑な心境になる。
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　ユイナはリュウトの前に立ち、シャツの第一ボタンをはずして軽く息を吐く。

　白いのどもとの肌が見えて、凛り々りしくも美しく、ドキリとするほど色っぽく見えた。

　リュウトはと見ると、非常に嬉うれしそうだ。鋭するどい瞳が輝かがやいている。

「勇ましいじゃねーの。あんまり足挙げると、また中が見えるぜ」

「ちゃんとはいてるから」

　大胆にユイナがスカートの裾すそをつかんでまくった。

　うぉおお、と観かん衆しゆう（の内の男子全員）が身を乗り出した。うわ、と慎は焦る。

　確たしかにその下は白の短パン。が、すんなりした綺麗な白いふとももまであらわになる。

　失望のため息とエキサイトするおたけびが混じる歓声が一斉に上がった。

　ユイナは手を離はなす。ふわりと戻るスカートに目もくれず、彼女はリュウトを見据える。

「ふゥん？　今け朝さははいてるって忘れてたくせにな。キレーな足は丸見えだっつの」

「挑発には乗らない。あと君、うるさい。黙だまれ」

　キュ、とユイナは靴底を鳴らすと足を前後に開き、軽く腰を落としわきを締しめかまえた。

「ぐだぐだはもういい。行くから」

　にぃ、とリュウトは笑った。彼は右手を伸ばす。招くように、あざ笑うように。

「いいぜ、来な。容赦とか手加減とか──きっぱり、ナシでな！」

　ユイナの瞳ひとみが光った。リュウトの言葉が終わるか終わらないかの、刹せつ那な、

　響ひびき渡る、床を激はげしく蹴けりつける音。
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　吹き抜けの高い天てん井じようにある天窓から、真っ白な部屋に柔らかな光が落ちる。

　窓まど際ぎわに置かれた観葉植物の緑が部屋の白に映えて、まぶしいほどに鮮あざやかだ。

　穏おだやかな光の加減、白と緑の対比、ときおり響くＰＣのキーを叩たたく音以外、無音。

　それらすべてがあいまって、非現実的な空間を作り出している。

　ここは天上劇団〈ディヴァン・ギニョル〉のオフィス────




　部屋の中央に置かれた白い大きなソファの端から、組んだ長い足がはみ出ている。

　足の主は、どうやら寝入っているのではないらしい。

　ときたま組み替えたりぶらぶら足先を動かしたりしている。

　そのそばに可か憐れんな白いワンピース姿の少女が近寄り、美しい声で告げた。

「九く条じようさま。羽は立だてさまにご連絡なさるのではありませんでしたの」

「ンー……そう、でした。ありがと、苑そのちゃん」

　よっこら、と男が長い足をソファのひじかけから下ろし、その反動で身を起こした。

　天上劇団〈ディヴァン・ギニョル〉の団長、九条だ。

　かなり整ととのった顔立ちなのに、少しぼさぼさの癖くせっ毛髪と、ダークスーツに赤いシャツ、緑のネクタイというイカレた格好で、相も変わらずうさんくさい。

　両手をスーツのポケットに入れ深くソファに沈みこみ、彼は頭上を見上げる。

　いつにもまして量りようのない色をした瞳だった。

　その彼に、ブルーブラックのジーンズをはいた謹きん厳げんな顔つきの少年が歩み寄る。歩みに合わせて腰のウォレットチェーンが鳴った。

　彼の後方に、銀髪のパンツスーツの少女が立っている。

「……団長。クリスの方の受け入れ準備は済んでます。今日きようから〝彼女〟はそっちに」

「ン、ありがと、ケイ。仮住まいのホテルを引き払う手つづきも終わった？」

「はい。でもいいんですか、〝彼〟は。自分のマンションに来てもらわなくても」

「いや。同い年同士、仲良くなってもらった方がお互いにもいいかと思うからさ」

　その九く条じようの答えに、かたわらに立つ苑その茉まつ莉りが案ずるように訊きいた。

「九条さま。このまま、羽は立だてさまを巻きこむおつもりですの？」

「ン？　どういう意味かな？」

「……不安なのですわ。事情をよく知り覚悟もある『高こう家け』の人間ではありませんのに、戻れないほど深く関かかわらせるなんて。それに……あの方、あまりに」

「なにも、知らなさすぎる。とか？」

　茉莉と目を合わさず九条がいった。茉莉は一いつ瞬しゆんいいよどみ、言葉をつづける。

「ええ、そうですわ。真まっ直すぐというのか……優やさしすぎるというか」

「純じゆん粋すい無む垢くだってのと耐えられる強さを持つか否かってのとには、関連性はないよ。それにもうしょーがない。選ばれちゃったンだから……ユイナに。彼女が決定づけたのさ、」

　端正な口元が皮肉な笑えみで歪ゆがんだ。

「彼が、〝世界〟の象徴だって」

　沈ちん黙もくが落ちた。その場のみなは真剣なまなざしで口をつぐんでいる。

　それへと励ますような声音で九条がいった。

「だいじょーぶ、ですよ。彼は戦いを生き延びた。ユイナと一緒に力を合わせ、己の裁量でね。それこそ間違えようのない証拠じゃないかな」

「……まさか試されたんですの？　あのとき」

　答えはない。薄うすい笑えみが九条の口の端に浮かんでいる。

　茉莉は口を開きかけたが、思いとどまったか口をつぐんでその場を離はなれた。

　彼女と入れ替わりに、金髪の少年、ウィルが歩み寄る。彼は茉莉の後ろ姿を心配そうに見送ると、不意にソファの背もたれに身を乗り出して、生意気な口く調ちようで九条にいった。

「フン、団長は楽らつ観かん的てきすぎるね。もし間違って羽立が死んでたら？　それこそ、その時点で僕らの〝現世〟──〝領域〈リージョン〉〟は消えてたかもなんだぞ」

「あのね、楽観主義者でいる方が大変なンだぜ。悲観的予言がはずれたときより楽観的予言がはずれたときの方が非ひ難なん囂ごう々ごうだから。楽に利口ぶりたきゃペシミストをおすすめするね」

「話をはぐらかすなよ。だから団長の言葉は本気に取れない。たまには本心をいえよ。そんなに他人に信用されたくないのか」

「ほンと、ウィルはいい子だねー。信用してるからあえて、ってな風には思わない？」

「思わないね」

　きっぱりと金髪の少年は首をふる。そこに茉莉が携帯を手に戻ってきた。

「九条さま、どうぞ」

「ン、ありがと。じゃあ、ちょっと連絡してみますか。もう仲良くなってるといいけどな」

　茉まつ莉りはうなずくと、アドレスブックからある番号を呼び出しコールボタンを押した。

　彼女はレースの手袋をはめた手を伸ばし、しとやかな仕し草ぐさで九く条じようの耳に携帯を当てる。

　その耳じ朶だに、遠い場所を呼び出すコール音が響ひびき始めた。
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　いきなり携帯がふるえた。

　びく、と慎しんは思わず尻しりポケットを押さえる。その手に伝わるバイブの振しん動どう。

　ふるえる携帯を取り出し広げる。液晶に『九条』と着信表示が出ていた。

　それを見て、慎はあわてて応答ボタンを押しつつ人ごみをかきわけ喧けん騒そうの外に出る。

「はい、慎ですけど」

　体たい育いく館かん外の入り口付近で、声をひそめて慎はささやいた。

『よ、少年。元気～？　どう、そろそろ自己紹介が終わった頃ころかなー、と思ってさ』

　緊きん張ちよう感かんのかけらもない、ゆるーいだるーい声が聞こえた。

　やっぱりこの人か、と慎は思う。そしてそっとふり返り、体育館の中を盗み見て、

「……そうですね。ただいま激はげしく自己紹介中、です」

　かすかに脱力のため息を、ついた。







　最初に走ったのはユイナ。

　肉にく薄はくすると同時に放つけん制の右フック、と見せかけて体が沈む。

　床に手をつき低い位置から壮絶なスピードでキック！

　だがリュウトの右足がそれをブロック。間髪容れず少女は跳ちよう躍やく、相手の胸に思いきり前まえ蹴げりを食らわす──が、またもやリュウトのクロスした両腕がそれを防いだ。

　ユイナはステップで下がった。その眉まゆが寄せられる。不ふ審しんで。

　攻こう撃げきしないのか。ただ彼は無造作に、そこに立つだけだ。

　来ないなら………………誘う。

　ユイナは一気に踏みこみ突き上げるような激はげしいボディブロウを叩たたきこむ。

　ブロックされる、だが即座に腕を引き片足を軸に素す早ばやく半回転、相手の顔面に強烈なバックブロウ、それを避けられた瞬しゆん間かん再度回転、強烈な右ストレートを見み舞まった！

　リュウトの腕が伸びてそれをブロックして流し、

「……!!!?」

　ユイナがその腕を抱えこむ。

　巻きこみ回転する勢いでリュウトの体のバランスを崩し床に投げる!!

　リュウトが床に倒れた。その腹を踏みつけるように上方から激はげしく蹴けりを、

「ッ!!　あっ！」

　突如リュウトが床に強く両手をついて倒立、突き上げる凄すさまじいキックを放つ！

　たまらずユイナが弾はじき飛ばされる────が、

　ダン！　と強く床を踏んでユイナは踏みとどまり体勢を整ととのえる。

　身軽に立ち上がった前方のリュウトに視し線せんを合わせ、つぶやいた。

「……足技……カポエィラ？」

　ふ、とリュウトは余裕の笑えみを見せた。

「そのとおり。〝ダンス〟としてのな」

「カポエィラが、舞ぶ踊ようと武ぶ闘とうの両方の特徴があることは知ってる。けど」

「オレのはショーだ。ちょうどいいだろ？　観かん客きやくは満員、ステージは広大、ペアの相手も目の前だ──ただし、倒すべき敵としての……な！」

　語尾が消える寸前、凄まじいスピードでリュウトが踏みこみ跳ちよう躍やく、

　速度の乗ったハイキック！

　巻き起こる風、頭部を腕でブロックするユイナを蹴りが直ちよく撃げきした。

「あぁっ!!」今度は間違いなく跳ね飛ばされる。

　床に叩たたきつけられる瞬しゆん間かん、両手をつきユイナは体勢を取り戻して立った。そこにリュウトが瞬時に肉にく薄はく────ふっと彼の体が落ちて、

　両手で体を支え倒立、両足を広げ風車のごとく激しく回した！

　ユイナはのけぞり避ける。だがそれを追うようにさらにふり上げ突き上げる強烈なキック、ブロックしようがないほどそれは強い！

「く！」

　受け止め切れず体が下がるのを懸けん命めいにこらえ、ユイナは攻撃を避けて跳んだ。

　ステップで距きよ離りを取り、かまえを取り戻す。

　彼の足技は予測不能なほど速い。威力も破は壊かい力りよくもあり、リズムのあるステップも巧みだ。

　じわりとユイナの額ひたいに汗がにじむ。風が流れない体たい育いく館かんの中は暑かった。

　リュウトがそんな彼女を見返し、真剣な顔でつぶやいた。

「オマエも守しゆ護ご士しだからそれなりにやる。けどオレのタイプは教えたよな。これ以上やっても、オマエは格かく闘とうじゃオレには勝てない。わかるだろ」

　ユイナは答えない。唇を引き結ぶ。その結んだ口元に一滴、流れる汗が伝って落ちる。

　それを屈せぬ覚悟と取ったか。リュウトはふ、と前に一歩、

「だったらもう一度教えてやる。オレは、」

　一気に進むステップ、その速度は風より速い！

「……疾風士〈ゲイルアタッカー〉だ」

　瞬しゆん時じにユイナの眼前にオレンジレッドの髪の少年が移動した。

　は、と少女が身がまえる前に風が来る。

　跳ちよう躍やくとともに感覚を超えた超スピードの激げき烈れつな高い回まわし蹴げりが────

　瞬間、リュウトの天地が逆転した。

「なに!?」

　蹴りを流され投げられた、と気づく前に彼はとっさに跳ね起き跳び退すさる。

　だがその眼前に急迫する少女の強い瞳ひとみ。

「だったら教える。あたしは無双闘手〈デイムウォーリア〉。誰だれも、」

　声と同時に来るのは凄すさまじい、

「あたしには、並ばないッ！」

　渾こん身しんの後ろ回し蹴り────!!

　リュウトが吹っ飛ばされた。

　ブロックした姿勢で床に叩たたきつけられる。響ひびき渡る衝しよう撃げき音おんが天てん井じようまで届いた。

「……お…………ッもしれえ……じゃ、ねーかよ」

　ゆらり、と彼は頭をふって立ち上がった。眼前のユイナを強い光をたたえる瞳でにらむ。

「おッもしれえな、オマエ……ＯＫ、それならとことん、ぶっ倒れるまでヤッてやるぜ！」

「いいよ。絶対、負けないから」

　言葉が終わるその瞬間。二人は同時に疾駆を開始した。







　体たい育いく館かんの外ではまだ声を抑えた慎しんと九く条じようのひそひそ電話がつづいていた。

『……彼女はね、璃り堂どうってある名家の当主なンだ。でもこのあたり、色々事情があってね』

「事情……って、なんですか？」

『前当主の璃堂高たか尚ひさ氏が、七月頭ぐらいから生死不明なンだ。仕事で向かった桜おう菱とう市し付近の海岸の崖がけ下したで、大破した彼の車が見つかったけど、遺体はいまだ見つかってない。で、その事故後、彼女は独断で当主襲しゆう名めいを宣言した。あの若さでだぜ。気の強さと自信は明らかだよね』

　七月頭というと、ちょうど慎が〝異い域いきの輩はい流りゆう〟と遭遇した頃ころだ。

『しかもその守しゆ護ご士しも似た性格なンだよな。二人とも、ちょーっと気が強くてプライド高くて弁も立つンで圧倒されちゃうかもだけど、基本は悪い子じゃないよ』

「全然〝ちょっと〟どころじゃないんですが……あ、そうだ。『高こう家け』ってなんですか？」

『あの二人から聞いたらどう。今日きよう電話したのはさ、当分彼ら、少年とユイナの……』

　ひときわ大きな歓声が上がった。九条の声がさえぎられ、聞こえにくくなる。

　慎は背後をふり返った。ここからではよく見えないが、「ひぇー！」とか「うわああ！」とかいう悲鳴のような歓声から察するに、よほどとんでもない超人バトルらしい。

　──絶対、ユイナとは喧けん嘩かしないでおこう。慎しんは固く固く心に誓った。

　そのとき耳に当てた携帯から、のんびりした声が響ひびいてきた。

『……っていうことだからヨロシク。じゃまあ、怪け我がしない程度で止めてやって』

「は!?　って簡かん単たんにいいますね。あの暴ぼう走そうしまくっちゃってる二人をどう止めろって」

『それは少年の裁量にお任せしまーす。がンばれよ。じゃ、仲良くな～』

　ブツ、と一方的に通話が切れた。うぐぁ、と慎は携帯を握って空を仰ぐ。

　──ホントに誰だれも、おれの話聞いてくれないんだなあ！

「ていうか、なんの用件だったんだよ……いやそれよりも、」

　どうするか、とすっかり人垣で埋まってしまった入り口を慎は見やった。

　千せん花かの協力は期待できそうにない。自分ひとりで対処しなければならないのは確かく実じつだ。

　腕組みして慎は考えこむ。彼らのバトルの最中、走っていって割りこむのは、

「……や、おれまだ死にたくないしなあ……」

　二人にぶっ飛ばされて綺き麗れいに倒れる自分の姿が容易に想像できた。

　仕方がない、と慎は肩を落とし、胸元からチェーンを引っ張り出す。

　その先に下がる、美しいフォルムの二つのリング。

　それをひとつはずして右の人差し指にはめ、彼は静かに人垣近くに移動する。

　す、息を吸う。目を閉じ集中する。

　小さなかすかな、呼吸と同レベルの音量で、慎はひとつの言葉をささやく。

「……──　輝閃〈フルゴル〉　──」

　同時に前方、体たい育いく館かんの中に向けて勢いよく右手を突き出す。その刹せつ那な、







　ユイナとリュウトが走った。

　体育館の中央で彼らは跳ちよう躍やく、凄せい絶ぜつな蹴けりを放つ────瞬しゆん間かん、

　頭上に鮮せん烈れつな光の爆ばく発はつが出現!!

「うわッ!!」「やっ…………!!」

　弾はじき飛ばされるように二人が床に落下した。生徒たちが一気に騒そう然ぜんとなる。

「なに、なに、いまの」「爆弾!?　爆発か！」「逃げろぉ……っ!!」

　悲鳴と怒号があたりに満ちた。

　怯おびえの叫びとともに雪崩なだれを打って、見物していた生徒たちが一斉に外に飛び出す。

「げ、うわ、うわあああっ！」

　跳ね飛ばされて慎は地面に倒れた。その上を生徒たちが踏みつけ通りすぎていく。

　………………あとには無残に地面に這はいつくばった慎が、残った。

「やっぱりあなただったのね。もう少し上う手まくやってよ」

　尊大な声に、慎しんはうつぶせ姿勢から見上げる。体たい育いく館かんの入り口で、腰に両手を当ていかにもエラそうに見下ろしていたのは、紅あかいリボンの千せん花かだ。

　──この角度だと、ちょっとスカートの中が、ちょっと、やばっ、

「なにじっと見てるのよ。そこでみっともなく這はいつくばってないでよね。邪じや魔ま」

「……うっわぁ、ステキなお言葉……ハイ」

　それよりも、と慎は立ち上がってあわてて中に駆けこむ。

　リュウトがくらくらしたように頭をふって床の上に身を起こすのが見えた。

　その近く、ユイナが目を押さえぺったりと座っているのも。

「ユイナ！　ご、ごめん。だいじょぶか？」

「……あ……し、ん？」

　まぶしげに少女はまばたきをして、目をこすりつつ見上げた。

　その弱った姿に慎は胸が痛む。細い腕をとって、彼女が立ち上がるのを助けた。

「わ、悪い……下へ手たに怪け我がしないうちに止めた方がいいかって思って……その、あの」

　しどろもどろな慎に、ユイナはかぶりをふると恥じるようにうつむいた。

「ううん、あたしが我を忘れてたから。君の守しゆ護ご士しなのに……ごめんなさ」

「羽は立だてくん！」

　いいかけたユイナの言葉に少女の声が重なった。慎とユイナは戸口をふり返る。

　息せききって香か奈な未みが駆けてきた。その後ろを美み佐さと沙さ耶やが追いかけてくる。

　香奈未は慎の前まで来ると、憤いきどおった声でつっかかった。

「いったいどこ行ってたのっ!?　あんな爆ばく発はつがあったのに！」

　しまったと慎は焦る。うわずる声で彼は必死にごまかした。

「い、いやそのどこっていわれても、えと、ちょっと電話があってさ、外に」

「逃げるとき姿が見えないから、どうしたのかってすごく、すごく……」

　語尾が消える。その瞳ひとみがわずかに赤い。香奈未は目をそらし、そっけない口く調ちようでいった。

「べ、別に無事ならいいよ。無事なら。あのね、羽立くんいないと困るんだからね。困るって体育祭で応援団員がいなくなるからってことだからね！」

「あ、はぁ、はい……いやそりゃ、うん。そうだよなあ。あはは、ごめん」

「なにその答え。のんきにもほどがあるよ。羽立くんて昔からそうだよね」

　香奈未がにらんだ。なんだか怒られてばかりだなあ、おれ。と慎は困って頭をかく。

　そこへ美佐と沙耶が、からかうようにいった。

「香奈未ったら、素直じゃなーいなぁ。半泣きだったくせにぃ」

「そうよね。私たちが無理やり連れ出さなかったら、羽立君を捜すって残ったでしょ」

「な、なにいってるの、変な誤解されるから止やめてよね。もういい、わたし帰る！」

　真まっ赤かな顔で彼女は背を向け超早足で歩き出した。

「面おも白しろいなー、香か奈な未みは。それじゃ羽は立だて君、また練習でね！」と美み佐さが元気にいう。

「それじゃ私も失礼します。これからよろしく」と沙さ耶やが会釈する。

　二人の少女は香奈未を追って体たい育いく館かんを出て行く。慎しんはぼうぜんと彼女たちを見送った。

「なんだったんだいまの……あ、そだ。ユイナ、さっきなんかいいかけてなかったか？」

「……別に。もう、帰る」

　ぶっきらぼうにそういうと、彼女は無言で歩き出した。慎を一いち瞥べつもしないで。

「えっと、な、なに？　おーい、ユイナ」

「ッつぅ……オイ、羽立！」

　いきなり横合いからリュウトがつかみかかった。

「オッマエな、止めるにしてももうちょっと考えろよ。あとさき考えねーヤツだな！」

「うわ、なんか勝手なこといってんなあ。もとはといえばそっちが発端だろ」

「そんなところでじゃれてないでよね。二人とも」

　千せん花かの冷静な声が割りこんだ。彼女は立ち去るユイナの背中を見つめ、

「他ほかに誰だれか来る前にここ、出るわよ。警けい察さつとか呼ばれたら面めん倒どうでしょ」

　そういって歩き出した。リュウトはそれを見送ると、ふん、と肩をすくめる。

「つくづくエラそうなヤツ。まぁ、さっさとここ離はなれる方がいいのは確たしかだな……オイ、そうだ羽立。今日きようからオレ、オマエん家ちに泊まることになってるから」

「あっそう……って、はぁ!?　待てよ。聞いてない、そんなこと全然聞いてないっ！」

「当分よろしく。どうせいまから帰るんだろ。一緒に行くからな」

　足元の夏服シャツを拾い、リュウトは歩き始める。慎の抗こう議ぎなど気にした風もない。

　慎はがっくり肩を落とした。ふと、歓声にかき消された九く条じようとの電話を思い返す。

　たぶんあのとき、リュウトが家に泊まることを彼は伝えたつもりだったのだろう。

　──やっとわかった。

　自分が流されやすいんじゃない。周りに勝手な奴やつらが多すぎるんだ。







　教室につづく渡り廊下を、ユイナは無言で歩いていた。うつむき、目め線せんを落として。

　ずいぶん長い道のりに感じる。なぜだろう。なぜこんなに遠いのだろう────

　そのとき、隣となりに誰かが近づく気け配はいがした。ユイナは顔を上げる。

「よろしく、天あま音ねさん。今日からあたくし、あなたのお家うちに同居することになったから」

　ユイナは足を止める。髪を結ぶ二つの紅あかいリボンが見えて、真横に千花が並んだ。

　渡り廊下のただ中で、二人の美しい少女は見つめ合った。ユイナが問いを口にする。

「彼は。なぜ、そばにいないの。守しゆ護ご士しなのに」

「リュウトのこと？」

　千せん花かの瞳ひとみが、す……っと細められた。冷たい光がそのまなざしによぎる。

「あたくしにはいらないわ。守しゆ護ご士しの守りが不可欠な、無能の〝王〟じゃないから」

　ユイナの、不ふ思し議ぎな色に輝かがやく瞳に険しさが宿る。それを千花は悠然と見返した。

「ひとつ親切な忠告をしてあげる。あなたが抱く想おもいは、さっさと捨てた方がいいわよ」

「……どういう意味、それ。はっきりいって」

「そう。あなた『高こう家け』預かりじゃなかったわね。なら知らなくて当然かしら」

　にらむようなユイナの視し線せんを真っ向から見返して、はっきりと千花は、告げた。

「〝王〈レクス〉〟と〝守護士〈ディフェンソル〉〟は、絶対、結ばれてはいけないから」




　重い意味をはらむ言葉が、風に乗って遠く運ばれていく。
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　喧けん騒そうで明けた始まりの一日に、沈む夕ゆう陽ひが終わりを告げる。

　秋の日暮れは早い。すべての色が失われる黄昏たそがれ時どきは一いつ瞬しゆんだ。

　ひとつの人ひと影かげが、桜おう菱とう中ちゆうの正門から歩み出る。眼鏡めがねの少女、丹に々に儀ぎ乃の要よう子こだ。

　彼女は精せい確かくな歩幅で歩道を歩き出す────その歩みが、つと止まった。

「……ヴィヴィ」

　前方に、真しん紅くの髪の美しい少女が塀にもたれて立っていた。

　彼女の名はヴィヴィ。神撃貴手〈ダッチェス・ガンナー〉の境界守護士〈ディフェンソル〉だ。今日きようはラフなジーンズにミュールという、いかにもプライベートな格好をしている。

　丹々儀乃は足を早め、ヴィヴィに歩み寄った。

「どうしました。もしかして、迎えに来てくれたのですか？」

「違うわよ。ちょっと近くまで来ただけ」

　そっけなくヴィヴィが答える。丹々儀乃は二、三度まばたきをすると、答えた。

「ありがとうございます。それではもう暗くなりますから、早く帰りましょう」

「人の話聞いてる？　迎えになンて来てないってば。たまたま通り道だったの！」

　必死に否定する声に、丹々儀乃はにこやかに笑う。ヴィヴィはふくれっ面つらになった。

「……ところで、璃り堂どうの当主と守護士の様よう子すはどう」

「返答。案の定、大おお騒さわぎでした」

　歩きつつ丹々儀乃は眼鏡をはずす。一瞬で、少女は冷れい徹てつな裁定人のカナメへと変わった。

「確かく認にん。境界標〈テルミヌス〉から情報は。璃堂の当主が理由なく動くはずがありません」

「ないわ。あっちも真意を量りかねているみたい。彼女は独断専行で知られてるし」

「了承。職しよく務むの範はん囲いを超えますが、できる限り彼女の行動を把握するよう務めましょう。学校は閉へい鎖さ空間です。内部の者でなければ監かん視しは困こん難なんですから」

　ヴィヴィはうなずく。歩く二人はいつしかビル立ち並ぶ明るい大通りに出ていた。

　夕暮れ時で通りには車の流れが多い。無数のヘッドライトに黄昏たそがれの薄うす闇やみが追い払われる。

　やがて大通りの一角に、緑の森とその中にそびえる洋風建築の屋根が見えた。

　桜おう菱とう市しは古くからの歴史を誇る街だ。南側で海に面するため、大きな港湾を持つ国際的観かん光こう地ちとしても名高く、史跡や由緒ある建物も多い。

　二人の前方に見えるのはそんな建物のひとつ、百二十年ほど前の大聖堂だ。

　正式名称は桜菱聖ソニエール大聖堂。通称『ソニエール堂』という。

　尖せん頭とうアーチの高い窓に壮そう麗れいなステンドグラスをはめこんだ、このゴシック様式の建造物は、老朽による修復のため現在は敷しき地ちとその内部は立ち入りが禁止されている。

　二人は聖堂につづく堅けん牢ろうなアーチ型の門の前を通りすぎた。

　立ち入り禁止の看板とロープがその門にはりめぐらされている。

　────ふと。

　ミュールを履はいたヴィヴィの足の動きが止まる。同時にカナメの足も。

　門の奥を彼女たちは見つめる。その横顔に、厳きびしい緊きん張ちようがよぎった。

　視し線せんの先の門の内側、聖堂につづく道の真ん中に、二つの人ひと影かげが見えた。

　着流しを着た男と、ひとりの少女だ。

　その少女には、あきらかに不ふ審しんな点が三つ、見受けられた。

　ひとつは、彼女が身につける半はん袖そでセーラー服。桜菱市では見覚えのないデザイン。

　二つ目は、両のこぶしを包む黒革のグローブとブーツ。少女には武骨すぎる代しろ物ものだ。

　三つ目は、短めの断髪。薄闇ではっきりとはわからないがその色は────

　ヴィヴィの細い眉まゆが寄せられた。表情に厳しさが増す。

　男と少女の背後によぎる、新たな二つの小さな影。背格好から子どもだろうか。

　生おい茂る木々の落とす影と黄昏の薄闇に、子どもたちの姿は陰に沈んではっきりしない。

　なのに、陰の中から…………光る四つの瞳ひとみが、ヴィヴィを、見据える。

　突如四人は身をひるがえした。歩き去る彼らを追うように、ヴィヴィが足を踏み出す。

「制止。ヴィヴィ、お待ちください。単独行動は適切ではありません」

　カナメが声をかける。しかし真しん紅くの少女は肩越しにふり返ると、いった。

「あからさまに不審人物よ。確かく認にんするだけだから先に帰ってて。それにアナタは〝裁定人〟。自分の職務にのみ、忠実を誓ってちょうだい」

「要よう請せい。ヴィヴィ、理解できません。その言葉の意味を解説してください」

　だがヴィヴィはかまわず背を向けた。残酷なまでに冷たい声を残して。

「アタシは〝境界守護士〈ディフェンソル〉〟。異い域いきより来きたる敵と戦う者。守るのはただ……〝現世〟、それだけよ。決してアナタを守りは、しない」

　語尾が消えると同時、ヴィヴィは走り出す。

　カナメが声をかける間もなく、ロープを飛び越え彼女は門の向こうへ消えて行った。







　ヴィヴィはレンガ敷じきの小道を走った。

　道は木こ立だちの間を貫き、聖堂の広々とした芝しば生ふの前庭へ通じている。

　昼間なら緑がさぞ鮮あざやかだっただろう。だが黄昏たそがれのいまはすべてがグレー一色だ。

　前方を行く四つの人ひと影かげは、前庭を囲む鉄てつ柵さくの装飾的な格子扉を開けて進んでいく。

　あからさまにこれは誘いだとヴィヴィはわかっていた。だが彼女はためらわず、つづいて門もん扉ぴを押し開ける。芝生の上に、真しん紅くの少女は足を踏み入れた────

　瞬しゆん間かん、不ふ思し議ぎな感覚に気づいた。

　周囲の薄うす闇やみの濃こさが変わらない。いつまでも黄昏のままだ。

　とっさにヴィヴィは全身に警けい戒かいと緊きん張ちようをみなぎらせた。

　前方にそびえる聖堂の真下に立つ四人の姿を、血ち色いろの瞳ひとみが捕らえる。

　暗がりの中から、穏おだやかだが力強い声が、した。

「……咬かませ犬には美しすぎるか。だが、我らは使者を遣わさねばならぬのである」

　着流しの男が姿を現した。白髪混じりの短髪と泰たい然ぜんとした態度は四十代後半に見える。

　男の背後から、セーラー服の少女が歩み出た。

　不思議な少女だった。額ひたいからひと筋下がる長い前髪が、面おもてを斜めに横切っている。まなざしは強いのに、どこか茫ぼう漠ばくとしてとらえようがない。

　少女の一歩背後に、二人の子どもが立っている。

　不自然なまでに、彼らの周囲だけ昏くらい。まるで闇をまとっているかのように。

　ヴィヴィが不審に眉まゆをひそめたとき、セーラー服の少女が、一歩前に踏み出した。

「……私はリン。主あるじの命を遂行するモノ。主に使われる、道具」

　短く告げて、少女、リンはわきをしめこぶしをかまえ、ヴィヴィを見据えた。

　ヴィヴィの血色の瞳が炎の色を宿す。彼女はリングをはめた右手を握りしめた。

　そこに、男がゆっくりと口を開く。深みある声が聖堂の庭に響ひびき渡る。

「命令〈オーダー〉、告示〈アナウンシエーション〉。使者の身に、我らが顎あぎとの印しるしを刻め」

「了解……参る」

「──ウェレラン！」

　ヴィヴィが叫んだ。その両手にホワイトメタルの大型銃が出現する。

　リンが走る。瞬まばたきの間にヴィヴィの眼前に迫る。

　力強い少女の踏みこみ、と同時に！

「なに!?」

　リンの姿が消えた、と認にん識しきする間もない。突如下から突き上げる激はげしい倒立のキック！

「ッ！」真しん紅くの少女はかろうじてかわして避けた。

　リンが跳ちよう躍やくして地面に立った。どうやら倒立状態で蹴けりを放ったらしい。ひるがえるスカートがふわりと降りる。

　彼女はヴィヴィを見据えて足を踏み出し────突如、一気に距きよ離りを縮ちぢめた。

　ヴィヴィに少女が急迫、まるでワープでもしたかのような素す早ばやい動きだ。

　と、突然重いハイキックがくり出された！

　ヴィヴィはからくも避ける。そこへ素早く強いボディブロウがくる。

　ホワイトメタルの銃でそれをブロック。だが立てつづけにリンのこぶしがくり出される。

　踏みこみ放つリンの左フック、さらに体を回転して痛烈なバックブロウ、さらなるフックで追い打ち。相手に下がる隙すきも与えぬ強烈なラッシュラッシュ、ラッシュ！

　ヴィヴィはすべてのパンチを両手の銃で払い受け止め流しブロックする。不意にリンの体が下がった。思わずつられてヴィヴィが踏みこんだ瞬しゆん間かん、

「あぁっ!!」

　跳躍と同時の目にも止まらぬ後ろ回まわし蹴げりが入る！

　ヴィヴィはブロックする腕ごと後方に飛ばされ芝しば生ふにひざをついた。
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　そこへとリンが走る。とっさに真しん紅くの少女は立ち上がりけん制でその足元を撃うった。

　だがリンはひるまない。瞬しゆん時じにヴィヴィに接近、放たれる強烈な右ストレート！

　銃持つ左手が受け止める。即座に反対側の銃がリンの額ひたいに突きつけられ、

「……ッ!?　な？」

　その銃がいきなり手から弾はじけ跳んだ。ヴィヴィの注意が一瞬それる。

　そこへ突き上げる凄すさまじいひざ蹴げりが入る！

　ヴィヴィは両手でブロック、体をひねり残った左手の銃でリンの腹を狙ねらう。

　だが再度、耳に痛い炸さく裂れつ音おんが響ひびいて残った銃が飛ばされる。

　ヴィヴィが避ける間もない、その間かん隙げきに速度と重さの乗った激げき烈れつな上段蹴り！

「ッ、ああああぁっ!!」

　こめかみを狙う蹴りがヴィヴィをブロックする姿勢で彼方かなたに吹き飛ばした。

　激はげしく彼女は地面に叩たたきつけられる。必死に立ち上がろうとするが、がくりと足が崩れた。ヴィヴィは身を折り苦しげに咳せきこみあえぐ。その周囲に迫る、三つの、人ひと影かげ。

「……迷いからくる手加減は、命取り」

　リンがいった。ヴィヴィは苦しげに顔を歪ゆがませつつも、身を起こして彼女をにらむ。

　常人の身のこなしではない。その攻こう撃げきはとうてい少女のものとは思えない。

　いったい、何者なのか…………？

　ヴィヴィは周囲を見回した。リンの背後、小柄な二つの人影を確かく認にんする。

　先ほど、自分の銃を弾き飛ばしたのはリンではない。であれば────

　ふと、ヴィヴィの背をぞっとする感覚が走った。

　沈ちん黙もくで見つめる二つの小さな人影。

　その人影から漂う尋常でない、狂気の気け配はい。それを……感じたのだ。

　とっさにヴィヴィは武器を失った右手を伸ばして命じた。

「来なさい、ウェレラン！」

　声が飛んだ瞬間、地に落ちたホワイトメタルの銃が消えて緋ひ色いろの少女の右手に先せん鋭えい的てきなフォルムのサブマシンガンになって現われた。

　二つの黒こく灰はい色しよくの人影が走り出した。彼女はその彼らに銃口を向けトリガーを引く。

　重なる発射音が闇やみの大気に響いた。人影は横転して回かい避ひ、即座に起き上がる。芝しば生ふを吹き飛ばして上がる無数の土煙を避けて跳ちよう躍やく、さらにヴィヴィに迫る！

　ヴィヴィは自分に迫る二人に照準を定める。

　黒灰色の二人は並んで走りつつ、片方は右手、片方は左手を真横に伸ばして、いった。

『……おいで、ぼくの許もとへ』『おいで、ぼくの戦具……』

　ヴィヴィが引き金を引く。生まれる激しい衝しよう撃げき音おん──────!!

　彼らの姿が突如消えた。血ち色いろの瞳ひとみが大きく見開かれる。その耳に聞こえる二人の、声。

『……一望監獄〈パノプティコン〉……』

　しなり空気を裂く激げき烈れつな音がくる！

「うぁあああぁああっ!!」

　一気にヴィヴィは遠方へ跳ね飛ばされた。恐ろしい衝しよう撃げきの響ひびきとともに。

　地に打ち倒されて半ば気を失うヴィヴィを、二つの黒こく灰はい色しよくの人ひと影かげが見下ろす。

　それは少年と、少女だ。

　顔を覆おおうばかりの長めの灰色の髪と、腰まである長い灰色の髪。身につけるのは子ども用のグレーの燕えん尾び服ふくで、半ズボンから細い足が伸びて並ぶ。

　ヴィヴィは懸けん命めいに立ち上がった。右手に握った銃は放していない。

　彼女は美しい面おもてにひるまぬ決意をみなぎらせ、二人をにらみつけた。

「……そう……やっぱり、アナタたちなのね。なら死ぬ気でやらせてもらうわよ！」

　果か敢かんに吐かれたヴィヴィの言葉に、遠くの暗がりから男の言葉が、響く。

　穏おだやかな、凪ないだ水面のごとき声で…………彼は、告げた。

「我らが到来を告げる印には、足りぬ。行け、アキト。アカリ。そして……リン」

　残忍な、命令〈オーダー〉を。

　リンが、ヴィヴィへと一歩踏み出す。

　黒灰色の二人も無言で、忍びやかに動く。

　次の瞬間彼らは走った。

　薄うす闇やみの下、なびくリンの髪は────鮮あざやかなオレンジレッド。
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　新学期二日目は、朝から見事な秋晴れだった。

　イヤミなぐらいにすがすがしくもさわやかに、空は青く陽ひ射ざしは明るい。

　ということはつまり、真夏と変わらぬ暑い暑い一日に、なった。




「…………あっ…………つー…………」

　慎しんはぐったり机の上で溶けていた。頰ほおに当たる机の冷たさが気持ちいい。

　放ほう課か後ごになり室内温度はさらに上昇、クーラーの効きも弱くて体力気力がさらに失うせる。

　疲れの原因は暑さだけではない。あの傍ぼう若じやく無ぶ人じん少年・リュウトもその一端だ。

　昨夜ゆうべから慎はふり回されっぱなし。メシを食わせろ風ふ呂ろはどこだ眠い寝かせろと彼はわがまま放題、あげく慎のベッドを奪って即行沈没。朝もさっさとひとりで飛び出して行った。

　つくづく〝勝手〟という文字が、二本足で走ってるようなヤツ。

　仕事で長期出向中の姉に一応、友人をしばらく泊めると電話をかけたが、

〝慎ちゃんが責任持って面めん倒どう見るならいいわよ～ん〟

　とまるで拾ってきた犬みたいにいわれて終了だった。

　あの傍若無人なリュウトより、いっそ捨て犬拾ってきた方が一億倍マシだと慎は思う。

　ふと彼は顔を上げ、窓際の席を見た。そこにユイナの姿はない。

　昨日きのうのリュウトとの対決のあと、彼女の様よう子すがおかしかったのを思い出す──

〝璃り堂どうさんと帰るから〟

　それだけいって、ユイナは千せん花かと二人で帰ってしまった。

　翌日の今け朝さ、昨日と同じく家まで来たが、おはようのひと言以外ほぼ無言。どうしたのかと慎が訊きいても〝なんにもない〟と答えはどこまでもそっけない。

　そんな彼女のそっけなさの理由が、慎には全然わからない。思い当たる節もなかった。

　──ぱたり、と慎は机にあごを落とす。暑さと眠さで考えがまとまらない。

　頭が落ちた拍子に隣となりの丹に々に儀ぎ乃のの机も見えた。

　席は空っぽだ。先ほどユイナや香か奈な未みと一緒に教室を出て行ったような気もする。

　彼女も様子がおかしかった。珍しく遅刻して昼すぎに登校、それ以後終始無言だった。

　不安な気持ちに慎は胸が重くなる。と、そのとき、

「おーい、慎。どしたよ、そのヤル気のなさはさぁ」

　ぱこん、となにかで頭をはたかれた。見上げると洋ひろしが丸めた名めい簿ぼを片手に立っている。

「気合入れろよ～。十七日の体育祭まであと二週間ちょっとだぜ。これからＡ組で他ほかの応援団員メンツと顔合わせっていっただろ。天あま音ねさんたちはもう先に行ってるからさあ」

「……あ、そっか。打ち合わせだったっけ」

「んだよ。ずいぶんぼーっとしてんじゃん。天音さんと喧けん嘩かでもしたかぁ？」

　ぐっさり、と痛い部分をつかれて慎しんは机につっぷした。

「や、そういうわけじゃ……ないと、思う、んだけど、なあ」

「思うってなによ。宗そう司じも先に行ってっからあとオマエだけ。おーきーろ、っての」

　も一度ぱこんと頭をはたかれて、慎は仕方なく鞄かばんとシューズバッグを持って立ち上がる。

　だが洋のあとを追って廊下に出た瞬しゆん間かんだった。

　すぐ隣となりの教室から、少女の怒りの声が聞こえる。その声に聞き覚えがあった。

　──確たしか昨日きのう、咲さき屋やに紹介された高たか峰みね沙さ耶やって……子？

「なんだぁ？　喧嘩か？」

　洋が後ろの扉からのぞきこむ。慎もその背後から首を出した。

　ユイナの姿が戸口の近くに見えた。彼女は慎に気がついて、困惑のまなざしを向ける。

　彼女の横にたたずむ丹に々に儀ぎ乃の、うろたえる他の男子の背後で宗司が腕組みをしている姿、リュウトが不ふ機き嫌げんな顔で行ぎよう儀ぎ悪わるく教きよう壇だんに腰かけているのも目に入った。

　そして教室の真ん中で、沙耶ともうひとり、少女がにらみ合っている光景も。

　いや、にらんでいるのは沙耶だけで、相手は涼やかにたたずんでいる。その相手は、

「聞こえなかったの？　じゃあ、もう一度はっきりいうわよ。Ａ組の体育祭実行委員は────今日きようのいまからあたくし、だから」

　紅あかいリボンで髪を結んだ少女が、艶えん然ぜんとほほ笑えんで高らかに宣言した。

「え……璃り堂どう、さん？」

　思わず慎は彼女の名前を口に出した。その声に千せん花かがふり返る。

「あら、羽は立だて君。ごきげんよう」

「ご、ごきげんよう……って、あの、どうしたの？」

　慎がＡ組の教室に入ると、キッ、と鋭するどく沙耶がふり向いた。沙耶の横に立つ不安げな香か奈な未みと、怒ったようなまなざしの美み佐さもこちらをふり返る。

　千花は慎を見ると涼しい声音でいった。

「別に。Ａ組の実行委員交代をお話しただけ。でもこの人に納得してもらえなくて」

「昨日今日転校してきたあなたにできるわけないでしょう!?」

　沙耶がきつくなじった。だが千花は優ゆう雅がにほほ笑み返す。

「でも立候補でなく先生の指名だったのよね。それなら意欲にあふれた能力ある人間が名乗りを上げてもいいはずよ。それにあなたのやり方、とても非効率的だもの。体育祭まであと二週間程度なのに分担も決まってない。日程計画どころか作業内容の把握もしてないなんて」

「で、でも、去年の委員の仕事については先生から資料をいただいてますから」

「それをそのまま踏とう襲しゆうするのはあまりに思考停止状態よね。手法をより洗練させていくって考えはないのかしら。その分、クオリティは高くなるものよ」

「や、あのさ、そこまで堅苦しくしなくても……俺おれたちＢ組もなんも考えてないし」

　思わず、といった風に口をはさむ洋ひろしを千せん花かがふり返った。

「そうね、浅あさ黄ぎくんは実行力と意欲と熱ねつ意いがありそう。無計画で非効率的かもだけど」

「えへへ、そ、そうかなあ～そんなに俺ってすごい？」

「いやそれほめられてないから、洋！」

　にやける洋に慎しんは横からつっこんだ。

　そんな二人を無視して千花はさっさと沙さ耶やに向き直り、冷たい声音で告げた。

「それにもう、先生にはお話したわ。許していただいたわよ、交代のこと」

「え……!?」

　沙耶は驚おどろきで目をみはる。唇をわずかにふるわせ、彼女は悔しげに千花にいい返した。

「そ、そんなに目立ちたいんですね。生徒会長選挙のために！」

「あら、そういうつもりはまったくないわよ。だったらはっきりいってあげる」

　す……と千花の綺き麗れいな瞳ひとみが細くなる。冷酷に。冷ややかに。

「あなたが無能だから、交代するって」

　沙耶が絶句した。周りの生徒たちも同様に。唇を嚙かみ、沙耶が肩をふるわせうつむく。

　だが千花はにっこり優ゆう雅がにほほ笑えむと、哀あわれな少女にとどめをくれた。

「泣かないでよ。まるであたくしがいじめたみたいじゃない？」

　──いじめてるいじめてるいじめてる！

　と慎は（おそらく周りの人間全員も）心の中でつっこんだ。

　不意に沙耶はきびすを返し、教室の外へ走り出して行く。

「え？　ま、待ってよ、沙耶！」

　香か奈な未みがあわててあとを追う。美み佐さが怯おびえたように、それでも懸けん命めいに、

「あ、あたしは沙耶の味方だからっ。あんたなんかの好きにさせないもんっ！」

　そういい放つと、なぜか「天あま音ねさん、ちょっと来て！」といきなり戸口付近に立っていたユイナと、ついでに丹に々に儀ぎ乃のの腕をつかんで引っ張った。

　驚く二人が反応を返す間もなく、美佐は強引に彼女たちをつれて教室を出て行く。

　あとには男子生徒と千花が残る。ぼうぜんとする慎が言葉に迷う中、少年の声が響ひびいた。

「オレは協力なんかしねえからな。あんな風に追いつめて泣かせてなにが楽しいよ」

「どう非ひ難なんされても結構よ。あたくしはひとりで、自分の思うようにやらせてもらうから」

　リュウトはその言葉に精せい悍かんな顔を険しくして、ダン！　と激はげしく教きよう壇だんから飛び降りた。

「ハ、勝手にしろ。どうせオマエは誰だれのいうことも絶対聞かねえだろうしな！」

　乱らん暴ぼうにザックをつかみ、彼は教室を出て行く。だが千せん花かはそれを一いち瞥べつもしない。

　声もなく見送る慎しんに、洋ひろしや宗そう司じ、Ａ組の男子生徒二人が困惑顔で近寄ってきた。

「ど、どうする？　俺おれたち……」

「困ったよな。これじゃ今日きようの打ち合わせ、できないよ」

「……まあ、仕方ない。連絡先をこのメンツだけでも聞いて、今日は解散だろうな」

　冷静な宗司の提案に、男子全員はうなずいた。だがそのひそひそ話の後ろから突然、

「羽は立だて君。話があるから残ってくれる？」

　びく！　とみなは一斉にふり返る。

「他ほかのみなさんはもうお帰りになって結構よ。明日あしたからよろしくね」

　にっこりほほ笑えみ千花が告げた。ただし断固とした口く調ちようで。

　みなは気け圧おされぎこちなくうなずくと、一斉に帰り支じ度たくを始めた。

「じゃな！　また明日だ、慎くぅん～」

「がんばれよ羽立。本当に最近人気だな、おまえは」

「じゃ、じゃあ、あとはお任せします。よろしく羽立君」

「え!?　ちょ、ちょっと待って！　おれひとり置いて？　おーい、みんなぁ」

　そそくさと教室を出て行くみなの背に、情けない声で慎は手を伸ばした。

「あのね、羽立君。これは〝王〈レクス〉〟同士としてのお願ねがいなんだけど」

　ぎく、と慎はふり返る。千花がかすかに瞳ひとみを光らせ、自分を見ていた。

「は……はい……なん、でしょう」

「いいこと。あたくしの邪じや魔まはしないでね。少し、あたくし派は手でに動き回るから。この街──もしくはこの学校──にひそんでいるはずの」

　千花の涼やかな目元が、すっと鋭するどく細くなった。

「〝デイブレイク〟の傀かい儡らい、その影〈フィギュア〉を、引き寄せるために」

　その思いがけない言葉に、慎は思わず目を見開いた。

「……!?　どういうことだよ、それ。〝デイブレイク〟がまた来てるのか!?」

「聞いてないの？　じゃあ〝境界標〈テルミヌス〉〟からの連絡は、天上劇団〈ディヴァン・ギニョル〉でまだ止まってるのね」

「聞いてない。全然話見えないんだけど」

「昨日きのうの夕暮れ、〝境界標〈テルミヌス〉〟の関係者が〝異い域いきの輩はい流りゆう〟と遭遇したの。場所は、桜おう菱とう中ちゆう近くの聖堂、『ソニエール堂』。そこの敷しき地ち内ないよ」

　え、という言葉の形に慎は口を開いて凍りついた。

　七月のできごとが、一いつ瞬しゆん脳裏をかすめた。治ったはずの腹の痛みがよみがえる。

　ごくりと彼はのどを鳴らし、かすれる声で訊きいた。

「……じゃあ、あの強引なやり方はわざとなのか。けど、泣かすほどしなくても」

　いいかけた慎しんの声が止まった。千せん花かの視し線せんが氷よりも冷たくなったのに気づいたのだ。

「確たしかに横おう暴ぼうさを強きよう調ちようしたけれど、いった言葉は真実。あたくし無能な人間が大嫌いなの」

　きっぱり千花はいった。うわ、と慎は絶句する。こいつは本物の傲ごう慢まんさだ。

「前々から、あたくしこの街に目をつけていたの。でもこれではっきりしたわね。『高こう家け』の一員としても王としても、奴やつらの出現は見すごせないわ」

「『高家』……って昨日きのうからコウケコウケ連発してるけど、それっていったい、なに？」

「本当にあなたって王のくせになにひとつ知らないのね！　いいわ、だったらあたくし自ら説明してあげる。ちゃんとしっかり聞きなさいよ！」

　千花が厳きびしいまなざしでにらんだ。う、と慎は身をすくめる。

「『高家』は代々、〝門の王〈レクス〉〟を輩はい出しゆつしてきた家系を指すの。海外での総称は『アリストクラート』。由緒ある古い家柄で、権力と財力を兼ね備えてるわ。ネットワーク組そ織しき〝境界標〈テルミヌス〉〟への資金援助や運営にも携わってるの」

「はぁ……いわゆる古くていい家柄ってか、名門なわけね」

「ええ。日本の『高家』は八つ。一いち御み門かど、二にの関せき、観み樹つき、四よつ辻つじ、五いの磐いわ、璃り堂どう、那な園その、八や塚つか。合わせて『八高家』。途絶してしまった家系もあるから、正せい確かくには八つじゃないけれど。そしてこの『高家』に守しゆ護ご士しの子どもは預けられ、養育されるのよ」

「……ってことはその、もしかして守護士を養育して、王を……選ばせてる、のか？」

「そうよ。『高家』は守護士を管理下に置いて、教育した優ゆう秀しゆうな人物、つまり『高家』の子どもをあてがうの。資質のない人物をむやみに王として選ばせないためにね」

　千花の含みのある言葉に、それは自分のことかと慎はひがみたくなった。

「たとえば才さい木き慶けい介すけさんは観樹、苑その茉まつ莉りさんは那園の傍系の出。あたくしは父・高たか尚ひさの跡を継いで、現在の璃堂の当主……どう、『高家』についてわかった？」

「はぁ、まあ、なんとか」

　うなずきつつ、慎はある事実を理解する。

　彼らの世界において、ユイナと自分はかなり特殊なケースに入るということを。

　そのとき、ふっと千花が目線をそらした。あざける言葉がその唇から落ちる。

「『高家』の人間も守護士たちも、〝現世〟を守るための〝道具〟よ。そうあるべくして生まれ、育てられるの。でも、なんて馬ば鹿かげてくだらない存在意義かしら。こんな無能な人間ばかりが満ちあふれている〝領域〟、誰だれかに守られていることも知らず、自分の周りしか見ずに暮らす人たちを守る〝道具〟になるなんて……」

　不意に千花は慎をにらみつけ、吐き捨てるように一気にいいきった。

「でもそれがあたくしの存在する意味なら、見苦しく逃げたりなんてしない。完かん璧ぺきな〝道具〟として、絶対の覚悟を持って、完かん膚ぷなきまでにやり遂げてみせるわよ」

　彼女の気迫に圧倒されて、慎しんは言葉もない。そこへ千せん花かはさらに厳きびしい声音でいった。

「天あま音ねさんもなにを考えてこんな覚悟のない一般人を王に選んだのかしら。あなたに力を貸していただく必要はないわよ。リュウトもいらない。あたくしはひとりでできるもの」

「……って、お、おれはともかく滝たき坂さかは君の〝守しゆ護ご士し〟だろ。守護士は、」

「〝王〟を守るのが責務っていいたいの？　それこそくだらないわね。守護士がいなきゃ戦えないなんて〝王〟の資格はないわ。あたくしは〝王〟たるに充分な資質を備えて生まれ、教育されてきたの。生まれながらの〝門の王〈レクス〉〟がいるなら、それはあたくしよ」

　彼女は襟えり元もとからチェーンを取り出す。その先に下がるリングを見せつけるように。

「あたくしには〝門の王〈レクス〉〟としての力がある。これがあれば、誰だれもいらないわ」

　声もない慎の前で千花はリングをしまうと、尖とがった声音でいった。

「どうしてあなたが天音さんを受け入れたのか訊きこうと思ったけど、でも訊くまでもないわね。あんな美少女に絶対の服従を誓われて、さぞ気分がいいでしょ」

　これ以上ない嫌いや味みな言葉だった。だが慎はいい返せない。

　そんな一面が皆かい無むだとは……正直自分でも否定できなかったからだ。

　黙だまりこむ慎に、千花のまなざしがさらに厳しく冷たくなった。

「いっておくけど、彼女とは明めい確かくな一いつ線せんを画しなさいよ。深入りも強い思い入れも持たないでね。『高こう家け』と縁えんのないあなたは、その理由を知らないでしょうけど」

　それだけいい捨て、彼女は鞄かばんを持ち上げ歩き出した。

　慎は、はっと我に返った。戸口に歩いて行く少女の背に、慎はあわてて問い返す。

「おい、ちょっと待てって！　それってどういう意味だよ。明確な一線って」

「天上劇団〈ディヴァン・ギニョル〉の九く条じようさんあたりに聞いて。いいこと、自分の存在している〝現世〟を守りたいのなら──〝守護士〟に深い思い入れは抱かないことね」

　少女は背を向けた。艶つややかな髪と紅あかいリボンをひるがえし、戸口の向こうに消えていく。

　あとには慎と、不可解な言葉の余よ韻いんだけが、残った。
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　わずかに汗ばむユイナの肌に、校舎の影かげが落ちる。校舎裏の日陰は涼しかった。

　人ひと気けのないその場所に、少女の押し殺したかすかな嗚お咽えつが響ひびく。

「ね、沙さ耶や。いまからでも先生にいいに行こう。あんな人のいうなりなんて嫌だよ」

「……別にいい。彼女のいうとおりだし。私、好きで委員になったわけじゃないもの」

　美み佐さの強い口く調ちように沙耶は首をふる。香か奈な未みが困り果てた顔で二人を見つめていた。

　その横でユイナは後方をふり返る。目の前の二人より、離はなれてしまった慎が心配だった。

　と、そのとき不意に美佐がいった。

「やっぱ許せないよ。あの人が委員やるならみんなで体育祭放棄しちゃおう、ね！」

「え!?　ちょ、ちょっと待ってよ。それはやりすぎじゃないかな、美み佐さ」

　香か奈な未みが焦る口く調ちようでいった。しかし美佐はさらに怒った声音でいい返した。

「なによ、沙さ耶やがあんな風にいわれてムカつかないの？　あたしすっごく腹立ったよ！」

「けど、放棄なんてしなくたって、もう少し別のやり方あると思うよ」

「私もあの人と一緒にやりたくないわ」

　沙耶が涙に濡ぬれた顔を上げていった。その静かな口調には強い怒りがこめられている。

「だよね、だよねー！　じゃあさ、ここにいる全員でさ体育祭止めちゃお」

「……それって無意味だと思う」

　ぽつりとユイナがつぶやいた。その場のみなが一斉に注視する。美佐が尖とがる声でいった。

「そんな、天あま音ねさんはあんな横おう暴ぼうな人が委員でいいの？　同じチームでもいいの？」

「別に誰だれでもいい」

　ぶっきらぼうなユイナの答えに、美佐の表情が険しくなる。まなざしに敵意が宿る。

「ふぅん……そうだよね。天音さんは、カレシと一緒にやれればいいんだもんねー」

「カレシ？　彼って……誰？」

「羽は立だて君のことだよ。隠さなくてもいいのに。つき合ってるんでしょ？」

「つき合ってなんかない。勝手に決めつけるな」

　あからさまに怒った声でユイナが答えた。しかし美佐は負けじと強い口調で返す。

「噓うそ、だったらなんでカレシでもないのにいつも一緒にいるの。変だよ、なんで!?」

「あなたにいう必要ない」

「美佐！　ちょっと落ち着いてよ、どうして天音さんに」

　険悪な空気の中、あわてて香奈未が割って入った。だが美佐はかまわずいいつのる。

「そんなこといっていいの？　だったらみんなにいうよ。羽立君と天音さんはカレシでもカノジョでもなんでもないって。いいのかなー、羽立君、誰かに取られちゃうかもね！」

　ユイナが唇を一いつ瞬しゆん嚙かむ。強く、きつく。だが即座、彼女は美佐に向かってきっぱりといい放った。

「……好きにすれば」

　美佐が押おし黙だまった。唇がふるえている。いい返そうとしてできない様よう子すだ。

「そう、ずいぶん自信があるんですね」

　そこへ沙耶が加勢した。彼女は断固とした口調でユイナに対たい峙じする。

「誰にも取られない自信があるんでしょう？　だから平気な態度を取れるんです。あなたもあの人と同じね。自分に自信のある人特有の傲ごう慢まんさだわ！」

「失礼します」

　す、とそのとき誰だれかが間に入った。にこやかな、冷静な声が少女たちに水を差す。

「落ち着いてください、お二人とも。わかっていますね、それはすでに八つ当たりです」

　丹に々に儀ぎ乃のだ。みなは、はっと我に返ったように口をつぐんだ。

「お気持ちが収まらないのはわかります。今回は、高たか峰みねさんのお気持ちを考えずに交代を受け入れた先生にも責任があると思いますけれど。まずは先生に話されてはいかがですか」

「え、でも……まるでいいつけるみたいだし……それに私、委員やりたいわけじゃ……」

「ご自分の感情を無視してはいけません」

　丹々儀乃は、なだめるように穏おだやかに話しつづけた。

「あなたの憤いきどおりの原因は、自分の意志を無視され不当な言葉で傷つけられたことです。委員をやるやらないは別として、先生に経緯いきさつを話してみては。必要なら私もつきそいますから」

　諭さとす優やさしい声に、沙さ耶やがうつむいた。まるで恥じ入ったように。

　突然彼女は背を向け走り出した。美み佐さがあわてて声をかける。

「え、沙耶、待ってよ！　あ、あの……あたし彼女のところに行くね。それじゃ」

　遠ざかる沙耶を追って、美佐は駆けていった。

　二人の少女が校舎の向こうに消えたのを見届けると、香か奈な未みは肩をほっと下ろす。

「ごめんね、天あま音ねさん。あの子たち小学校からのつき合いですごく仲良しなの。だから、ちょっといいすぎちゃったのかな。本気であんなこと、思ってるわけじゃないと思う」

「いい。気にしてない」

　ユイナが首をふると、香奈未はほっとした顔を見せ、次に丹々儀乃に向き直った。

「要よう子こちゃんありがとう。先生のところに行くなら、つきそいはわたしが行くよ」

「いいえ。私は先生と話し慣なれています。フォローもしやすいと思いますから」

「そっか。先生と面と向かうと話しづらいしね。ホント、要子ちゃんて頼もしいな」

　安心したように香奈未は笑う。しかしふと目をそらし、ためらうように口を開いた。

「あの、天音さん……さっきの……羽は立だてくんとのことって……その、」

　言葉が途と切ぎれる。香奈未は唇を嚙かんで黙だまった。が、不意に顔を上げて明るい声で、

「ううん、なんでもない。じゃ、また明日あしたね。要子ちゃん、天音さん！」

　そういって、きびすを返すと走って行った。

　ユイナは無言で香奈未の背中を見送る。だがすぐに瞳ひとみを伏せて、唇を開いた。

「……カナメ、ありがとう」

「ここでは『丹々儀乃要子』です」

　眼鏡めがねの少女はにこやかにほほ笑えんだ。

「それより璃り堂どうさんの思惑が気になります。少し行動が強引すぎますね」

「うん。なにか、考えがあるとは思うけれど」

「〝境界標〈テルミヌス〉〟の助勢があるとはいえ、むやみな行動でないといいですね」

　ユイナはうなずく。が、それきり口をつぐんだ。

「……じゃ、行くから」

　短く告げて彼女は急ぎ足で歩き出す。その背に、

「助言。ご自分の感情を、無視してはいけません」

　歩きかけた足が止まる。ユイナはその場でふり向いた。

　ふり向く先に立つのは丹に々に儀ぎ乃の────いや、そこにいたのは、眼鏡めがねをはずした少女だ。

「忠告。感情は強いものです。どんな論ろん理りも理性も激はげしい感情の前にはときとして効力を失います。あなたは類たぐいまれな力を誇る境界守護士〈ディフェンソル〉であると同時に、不安定な心を抱えるひとりの少女にすぎません。どうかそれを、お忘れなきよう」

「……カナメ、あなたは」

　ユイナは、黒い瞳ひとみで自分を見つめる少女に向き直って問いかけた。

「感情の強さを説くなら、その強さを知ってるはず。そういうあなたに感情は、ないの」

　大きく一度まばたく、長い前髪の下の黒い瞳。そこにはなんの感情の色もない。

「説明。わたくしは〝裁定人〟です。冷れい徹てつに、無情をもって裁定を下すための──職しよく務む。そのためにわたくしはこの口く調ちよう、この人格を選択しています。ご理解いただけましたか」

　返事はない。ユイナはただ、黒い瞳を見つめ返しただけだった。

　す、とカナメは、眼鏡をかける。瞬しゆん時じに現われたのは、『丹々儀乃要よう子こ』だ。

「では、さようなら。また明日あした」

　にこ、と丹々儀乃はほほ笑えんだ。ユイナは黙だまって眼鏡の少女を見つめる。

　唐突に彼女は身をひるがえし、早足で歩き出した。見送る視し線せんを断ち切るように。

　少女は歩く。ただ一心に真まっ直すぐにひたすらに、ただ歩く。

　その耳に言葉がこだまする。同時に重い雲のごとき不安が胸にのしかかる。

〝……王と守しゆ護ご士しは、決して、結ばれてはいけないのよ……〟

〝……誰だれかに取られちゃうかもね……〟

〝……自信のある人特有の傲ごう慢まんさだわ……〟

　ユイナは歩きながら目をつぶる。無む意い識しきに胸を押さえ、ぎゅっと強くつかんだ。

　──自信なんかなにもない。不安しかこの胸には、ないのに──

「わっ、ユイナ!?」

　いきなり誰かとぶつかりそうになった。はっとユイナは顔を上げる。

　そこは校舎の陰の曲がり角、自分の目の前にいたのは、

「…………慎しん…………」

　見み慣なれた彼の顔がそこにある。慎はユイナの鞄かばんを差し出すと、心配そうにのぞきこんだ。

「捜したよ。おれ部活行くけど、一緒に……って……え、なに？　なな、なにユイナ？」

　──どうして人は、安心すると泣きたくなるんだろう。

　自分はいま、きっとすごく泣きそうな顔になっているんだと、ユイナは、思う。
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　住宅街を貫いてなだらかに降りる坂道を、慎しんとユイナは並んでたどる。

　赤く燃もえる秋の日暮れの空の下、伸びるのは二人の影かげだけだ。この坂を下れば、慎の住むマンションが見える。もうすぐだ。もうすぐ、今日きようが終わりを告げる。




　ユイナはずっと無言だった。軽くうつむき、鞄かばんを両手で持って歩きつづけている。

　彼女の口数が多くないのを慎はわかっている。だが、気がかりなことがあった。

　あの自分を見上げたときの表情。唇を嚙かみ、懸けん命めいになにかをこらえる顔が、だ。

　他ほかにも気になることは山ほどあった。

『高こう家け』、現世を守るための道具、守しゆ護ご士しであるリュウトを拒否する千せん花か、深入りしてはならないという王と守護士の関係。そして、そして…………。

〝日常〟の間近にひそむ、〝デイブレイク〟の傀かい儡らい──〝影〈フィギュア〉〟。

　この事実を彼女は知っているのか、慎は聞きたかった。

　だが沈ちん黙もくを破る勇気がないまま、いつしか二人は慎のマンションの前まで来てしまった。

　突然、そこでユイナが立ち止まる。慎もつられて歩みを止めた。

「え……才さい木き、さん？」

　マンションのエントランス前に、ひとりの少年が立っている。

　才木慶けい介すけだ。鋭するどいまなざしを慎とユイナに向け、彼は歩んでくる。

　と同時に慎のポケットの携帯が振しん動どうしメロディを奏でた。

「……出て。たぶん、団長だ」

　慶介は慎の間近までくると短くそういった。あわてて慎は携帯を握り耳に当てる。

『よ、少年かな？　毎回突然で失礼～』

　相も変わらず脱力の声に、慎は肩を落とした。

「……ほんっとに毎度毎度、前触れないですね……あの、なんの用ですか」

『まあまあ、突発事に対応する訓練ってことでさ。それに今日の用事は緊きん急きゆう事態』

　思わず慎は携帯を強く握りしめた。千花の話が脳裏によぎる。

「ってもしかしてあの、『ソニエール堂』のこと……ですか」

　その単語に、びくっとユイナがふり向いた。

　いきなり彼女は慎の携帯に飛びつき、戸惑う彼を差し置いて叫ぶようにいった。

「だめ、団長！　慎を巻きこまないって昨日きのう約束した！　なのになんで」

『約束はしてないよ。考えましょうっていっただけ。それにもう知ってるみたいだしね。ってなわけで少年、突然で悪いけど、いまから来てくれないかな。ケイが案内するからさ』

「え、でもどこからどうやって」

　携帯から手を離はなしてうつむくユイナを不安な気持ちで見やりながら、慎しんは答えた。

『君の家から〝扉〈ヤーヌア〉〟をつなげてある。滝たき坂さかクンは来てるから、じゃ、早くな』

　通話が切れた。困惑気味に携帯を見つめる慎に、慶けい介すけがいった。

「君の家の玄関ドアから行く。鍵かぎを開けてくれないか」

　慎は慶介を見つめ、それから背後のユイナをふり返る。彼女は口をつぐみ、無言だった。

　選択肢はない。九く条じように訊ききたいこともある。

　慎はうなずくと鍵を取り出し、オートロックのエントランスの扉を開けた。

　慎が入ると慶介がつづく。そのあとに、ユイナが無言で足を踏み出した。







　玄関の扉の向こうは、柔らかな照明の小さな部屋だった。

　一面真っ白の壁かべに窓はなく、向かい合う二つのドアがあるだけ。

　中央には角が滑らかなカーブのオフホワイトの長机、それを囲んでいくつかの椅い子す。

　一見、会かい議ぎ室しつのようだ。そのちょうど議長席に当たる位置の椅子に、

「ご足労どうもー。適当に座って。苑そのちゃんいないンでお茶ないけどさ、すぐ済むから」

　ダークスーツのポケットに両手をつっこみ、ずり落ちそうな姿勢で九条が座っていた。久しぶりに見る彼はやっぱりうさんくさい。その背後でクリスが静かに立っていた。

　リュウトは九条から離はなれた場所に、不ふ機き嫌げんに眉み間けんを寄せた顔で座っている。

　戸惑いつつも慎は手近な椅子を引いて腰を下ろす。ユイナはその隣となり。

　慶介はクリスと並んで九条の一歩背後に立つ。同時にその場は静かになった。

　九条は整ととのった面おもてに笑えみを浮かべ、みなを見回した。が、ふとユイナに目め線せんを止める。

「なンなの、元気なさそうだな。少年と喧けん嘩かでもしたか？」

「……別に。なんでもない」

　ユイナはぶっきらぼうに答えた。それに肩をすくめると、九条は慎に視線を移す。

「ンン、王たる者、自分の守しゆ護ご士しのメンタルケアも大事ですよ。なーンて俺おれがいえることじゃないけどな……で、本題だけど、璃り堂どうのご当主あたりから詳しく聞いてる？」

「いえ、まだ少しだけです。そういえば彼女は」

「こねえよ。アイツは」

　リュウトが乱らん暴ぼうにいった。それきり怒った顔で黙だまりこむ彼に、九条が苦笑して答える。

「ああ、彼女はこっちと共きよう闘とうするつもりは毛頭ないみたいだからね。滝坂クンはまだ今回の件で詳細を知らないみたいなンで、少年たちと一緒に経けい緯いを聞いてもらおうと思ってさ」

　慎は大きくまばたきをした。千せん花かが自分にいった言葉がよみがえる。

〝……リュウトもいらない。あたくしはひとりでできるもの……〟

　ふと、慎しんはあることに思い当たった。隣となりのうつむくユイナを気にしつつ口を開く。

「ってことは……おれだけがこのこと聞かされてなかったんですか？　なんで？」

「ま、ちょっとそれは置いとこう。今日きようは少年に、あるお願ねがいとご提案をしたいと思ってね」

　改まった声音で九く条じようはいった。慎は思わず背筋を正す。

「七月の君の体たい験けんどおり、俺おれたちのやってることは非常にハードです。異い域いき側はこちらの〝領域／現世〟の消滅を狙ねらって、王と守しゆ護ご士しを倒すべく戦いを挑んでくる。恣し意い的てきに『設定』された〝門の王〈レクス〉〟という境界の象徴がある限り、ヤツらは容易に侵攻できないからね。ゆえに王も守護士も、怪け我がは絶えないし死とも当然背中合わせだ」

「え、でも……王と守護士がいるから、こっち側には簡かん単たんに来れないんですよね？」

「そう。だからこそ、適合するこちら側の人間を傀かい儡らいにするわけです。ある強烈な〝願望／感情〟を持っている人間、をね。それが正でも負でもかまわない。彼らが抱く〝願望／感情〟が生み出す明めい確かくなイメージ……つまり〝虚妄〟を異域のモノども──デイブレイク──は実体化して、それに便乗して自分たちもこちら側に実体化するってわけさ」

　その深刻な内容に、慎は息を吞のんで耳を傾けた。九条の言葉はさらにつづく。

「さてなぜ〝異域〟側は俺たちの〝領域／現世〟の消滅を狙うのか。彼らいわく、俺たちの〝領域〟は〝完全言語〈ワード・オブ・ザ・ワールド〉〟を駆使して強制的に発生させられた〝虚域〟である。その強制発生の事実ゆえに、この〝虚域〟は著しい歪わい曲きよくを抱えている……からなンだそうだ。他ほかの多くの〝領域〟をも歪ゆがませ、消滅させてしまうぐらいの、ね」

　思わず慎は大きく目をみはった。問い返そうとして、のどから言葉が上う手まく出てこない。

「……え？　あ、あの、それっておれたちの存在が間違い……ってことなん、ですか」

「いや、これは過去ヤツらと接触した王たちが収集した断片的な情報で、かなり不ふ確たしかでね。それに〝異域〟側のいい分に信用がおけるかどうか保証はない。ただ確実なのは」

「確実、なのは？」




「〝門の王〟と〝境界守護士〟がその侵攻に負ければ、この〝領域〟は……消滅する」




　慎は凍りついた。体はこわばり、指ひとつ動かせない。

　九条の淡々とした言葉が、彼の沈ちん黙もくの上に響ひびいた。

「一般人の助力は期待できない。〝異域〟の存在を多くの人間たちに認にん識しきさせればさせるほど、〝デイブレイク〟に適合する者が増える。だから俺おれたちはひそやかにそして確実に、次代の王と守護士に神語の指輪〈デイ・ロタ〉をゆずり渡すかあるいは死ぬまで、負けの許されない果てのない戦いをつづけなくちゃならない……そのハードさを、理解できたかな。少年」

　慎は言葉が出なかった。途方もなさすぎて実感がわいてこなかった。

　ただ、ただ自分たちに……王たちに守護士たちに負わされた〝責務〟が、それが……

　──自分たちが負ければ、この世は、終わる──

　……途方もないほど重いものだと、わかっただけだった。

　戸惑う慎しんは、ふと横目でユイナの様よう子すをうかがった。

　彼女はうつむいている。ぎゅ、とひざに置いた手を握りしめて。

　明るい色の長い髪が肩から滑り落ち、美しい横顔にかぶさった。

　──ユイナ？

「オレは帰らせてもらうぜ」

　乱らん暴ぼうな声が慎の思考に割りこんだ。慎は、はっと視し線せんを向ける。

　ガタン、と激はげしく蹴け飛とばすように椅い子すを押しやり、リュウトが立ち上がった。

「王を守る意味のない守しゆ護ご士しがここにいたって仕方ねえだろ。出口はどっちだよ」

「そっち。君の後ろだよ」

　九く条じようがあごをしゃくってドアを指し示す。リュウトは即座に身をひるがえし、慎がなにかいう暇も与えず出て行った。ドアが閉まる音が消えると、刹せつ那な静寂が満ちる。

「……えー、ってわけで慎くんにご提案したいことがあってですね」

「いやそのそんな、なんにもなかったみたいになにげなくいわれてもですね！」

　腰を浮かせてドアと九条を見比べる慎に、まあまあ、とうさんくさい笑えみが向けられた。

「座って座って。彼の抱える問題は、いまはどうしようもない。君との交流でなにか見み出いだしてくれればいいンだけどね────で、だ」

　仕方なく座り直した慎に、九条は話をつづける。

「提案というのは、俺おれたちのハードな活動、つまり戦いに王として参加してくれるなら……報酬を支払おうってこと。差し当たっては学費かな。悪いけど、君の経歴は調しらべさせてもらった。いま少年はお姉さんに養われてる。毎日朝帰りで大変そうだよね」

「そこまで調べてるんですか!?」

　頭に血が昇った。自分だけならまだしも、姉の行動まで勝手に調べるなんて──と。

　しかし、なだめるように九条は優やさしいまなざしで慎を見返した。

「うン、悪い。いい気分じゃないよな。でもこれは善意の取り引きでありお願ねがいだ。君の働きへの対価として充分かはわからないが、協力してくれるなら援助は惜しまない。どう？」

　慎は昇った血が下がるのを感じる。彼の言葉にはいつになく誠意が感じられた。少なくとも〝善意〟とは本心からいっているのに間違いない。

　下がる血につれて目線も落ちる。あまりに一度に聞かされて困惑の思いしかない。

「……少し、考えさせて欲しいんですけど。いいですか」

「いいよ。取りあえずこっちはこっちで君を数に入れずに動くから」

　九条は安心させるように笑うと、慶けい介すけを見上げて時刻を訊きいた。十九時、と慶介が返す。

「ちょっと遅くなっちゃったか。じゃあ時間取らせて失礼。そろそろこれで」

「あ……ま、待ってください！」

　腰を浮かしかける九く条じようを慎しんは呼び止めた。

　彼に訊きかなければならないことがある。それを思い出したのだ。それは────

「璃り堂どうさんからいわれたんです。王は、守しゆ護ご士しと……その、明めい確かくな一いつ線せんを画せって。それっていったい、どういう意味……ですか」

　その問いを慎が発した瞬しゆん間かん、ユイナの肩がびく、とふるえた。

　柔らかな灯あかりの下、少女の表情が固くなる。それに九条はちらりと視線を向けた。

「ン──そうだな。少し微妙な話になるけど、ま、ご要望とあれば説明しましょう」

　九条は椅い子すに座り直すと慎を見つめ、口を開いた。

「王と守護士は、門と門番、守られる者と守る者という、ひと組でありながら分ぶん離りした関係を常に保つことで仮託された〝意味〟を保てる。つまり託された意味を守るためには、〝永遠の結合〟ようするに〝婚姻〟という形態に至ってはいけないってことさ」

　思いがけない答えだった。あまりに突とつ飛ぴすぎて、慎は反応が返せない。

「……って、それって……あの、どういうことですか」

「君ら王は、すでに存在しているだけでひとつの意味あるシンボルなンだ。ゆえに王の行動には必ずある〝概念〟が伴ってくる。象徴としての〝婚姻〟には、一時的な結合──意味はわかるね──と違って、『永遠の結合／生命の神聖化』という〝意味〟がある。また逆に婚姻は、〝死〟をも意味する。つまり子孫に命を受け継ぐ儀ぎ式しきってわけ。でも王の〝死〟は……」

「王の、〝死〟は？」

　ためらいがちにくり返した慎に、九条はふと真顔になると、答えた。

「──〝境界の破は壊かい〟を、意味する」

　慎は絶句した。重い沈ちん黙もくがその場にのしかかる。困惑のふるえる声が慎の口からもれた。

「で、でも、〝婚姻〟という形態に王と守護士は至ってはいけない、のに……」

　以前に茉まつ莉りから聞いた話を、慎は思い出したのだ。確たしか、ユイナの父と母は────

　そのとき、隣となりのユイナが息を吞のむほど強く緊きん張ちようしているのに気づいた。

　言葉が出なくなる。うかつな問いを悔やむ気持ちに、自然と視線が床に落ちた。

「……まあ、確かにそういう前例はある。八年前、正確には十四年前ぐらいから数年の間、〝異い域いき〟の侵攻は凄すさまじかった。多くの王や守護士が命を落とし、神語の指輪〈デイ・ロタ〉は失われた。俺おれたちの記き憶おくや記き録ろくから抹まつ消しようされ、なかったことにされた『存在』もあるはずだ。現在生き残っている守護士の血脈は多くない。彼らが預かるリングもね。でも」

　静かな九条の声が、慎とユイナの沈黙に響ひびいた。

「ユイナの両親は、自分たちが選ンだ道をわかっていて、その覚悟をもって誰だれよりも果か敢かんに戦いに挑ンでいたよ。結局ユイナにリングを託して、命を落としてしまったけどね……」

　染み入る深い声音に、はっと慎は顔を上げる。それに、九条は苦笑を向けた。

「ま、当面は気にしなくていいよ。子どもの君らに〝婚姻〟は関係ないし普通に暮らすなら王の行動に意味は伴わない。ただ将来、守しゆ護ご士しはリングを受け継ぐ子孫を、『高こう家け』なら次代の王を生み出す必要がある。よーするにナニを好きなだけヤッてもいいけど節度は保とうね」

　なにか、非常に、意味深なことをいわれた、気がして慎しんはさらに返す言葉がない。

「簡かん単たんだけど、こんなところでどうかな。ところで俺おれたちに協力するしないにかかわらず、身辺は気をつけといて。桜おう菱とう中ちゆう近辺は現在、第一危険区域だから」

「それは、〝異い域いきの輩はい流りゆう〟がいるからってこと、ですね」

「そう。今日きよう苑そのちゃんがウィルと一緒に『ソニエール堂』に行って、〝空間制定〈ヴォイドルーリング〉〟で聖堂の前庭に入る門もん扉ぴと建物の各扉を〝閉へい鎖さ〟してる。けど向こうの力の種類がわからないうちは確かく実じつじゃない。接触した人間の報告だと、着流しの中年の男とセーラー服の少女の姿らしいから、それっぽいのを見かけたら即こっちに連絡してな」

　それじゃあ、と九く条じようは腰を浮かすと、ずっとうつむいていたユイナに声をかけた。

「ユイナ、そろそろお開きにするけど、どうする。真まっ直すぐ帰るか」

「……慎と少し、話したい」

「わかった。こっちの扉はオフィスに通じてる。帰るならこっちの方が家に近いよ」

　そういって九条は、ず、と椅い子すを足で押して立ち上がった。

　あわてて慎は立ち上がると会釈をした。ユイナも立ったが、無言のままだ。

　慶けい介すけが開ける扉の向こうに、猫背気味の背の高い姿が消えていく。

　それから、ずっと黙だまってその場を見ていた銀髪の少女が、ユイナに歩み寄った。

「ユイナ。わたしは先に帰るよ。……家で待ってるから」

　そっと優やさしくクリスはユイナの髪を撫なで、慶介と相前後して部屋を出て行った。

　音がなくなった。柔らかな照明の下、慎とユイナは黙だまりこんで向かい合う。

「……慎は、どうするの」

　不意にユイナが問いを投げた。いきなりの質問に慎は面めん喰くらい、言葉が出ない。

「どうするの……って、なにを？」

「団長の申し出を受けて、〝門の王〈レクス〉〟として、あたしたちに協力するかってこと。すぐに決められないと思う。でも、もし考えがあるなら、教えて欲しい」

　ユイナが慎を見上げた。切望するように願ねがうように、彼女は慎を見つめている。

　あまりの真しん摯しさに、目が合わせられない。慎は視し線せんをそらし床に落とした。

「……わか、らない」

　ぽつりと慎は口にした。それは本心だった。まだなにも、なにひとつ考えられなかった。

　そう、と答え、ユイナも目線を落とした。

「……慎の好きにすればいい」

　ユイナの言葉に、慎は視線をユイナに合わせた。

「って……なんだよ、それってどういう意味？」

「君があたしに〝神語の指輪〈デイ・ロタ〉〟を返して、離はなれるって……いっても」

　慎しんは目を見開いた。ユイナは目をそらしている。わずかに、怯おびえるように。

「知ち識しきのない一般人を選んだあたしが悪い。だから君が戦いから降りても、かまわない」

「いや、ちょっと待ってくれよ！」

　慎は思わず一歩踏み出し、強くいった。

「もしかして〝異い域いきの輩はい流りゆう〟のことを黙だまってたのもそれのせいなのか？　勝手に決めないでくれよ。おれはまだなにも決めてない。全然、自分でもまだなんにもわかってないんだよ」

「あたしだってわからない」

　突然顔を上げ、ユイナが言葉を返した。

「どんな風に君と接していいか、わからない。〝王〟と〝守しゆ護ご士し〟がどんな関係なのか、どんな関係になればいいのか……あたし、わからない」

　言葉の終わりにユイナは視し線せんをそらした。目を合わすのを避けるように。

　それを見る慎の唇から、ふ、とため息がもれた。思ってもみない言葉まで、一緒に。

「……ユイナは、本当にちゃんといわないんだよな」

　慎もうつむいた。目の前の彼女と顔を合わせられなかった。

「いつもろくに説明しなくてさ。ユイナの気持ちの方がおれにはわからないよ、全然……」

　そういいつつ、慎は本当はわかっていた。

　彼女が、真まっ直すぐで感情を飾らない代わりに不器用で口くち下べ手たなのも。

　不透明で不ふ穏おんな状況、負わされた責務への不安が、慎にこんな言葉を吐かせているのも。

　わかっていて、わかっているのに────彼女を責める気持ちが、止められないことも。

「今日きようは、帰るよ」

　以前のようにひどい言葉を投げて、彼女を傷つけたくはなかった。

　慎は鞄かばんを持つとユイナに背を向け、出口のドアに歩み寄りノブに手をかけた。

　不意に、つ、と体が引っ張られる。シャツの裾すそをつままれたのだと気づいたとき、

「……ごめんね……」

　背中に、ふっとかすかな重みがかかった。瞬しゆん間かん、慎の胸の鼓動が大きくなる。

　声が聞こえた。泣きそうな涙をこらえるような、そんな切ないささやきが。

「ごめん。ごめんなさい。困らせて、上う手まくいえなくて、ごめん、なさい……君を選んだのも、どう謝あやまっていいか……わからない。君を選ぶって意味が、こんなに、こんなに大変なことだったなんて……全然、全然……知らなかった。思っても、みなかった」

　きゅ、とシャツの裾を握る力が強くなる。

　慎は動けない。彼女の言葉に、こめられた想おもいに、うかつな反応を返せなかった。

　しばし二人はその場にたたずんだ。

　慎しんはドアを見つめて、ユイナは慎のシャツの裾すそを握り額ひたいをそっと彼の背につけて。

　やがてユイナが離はなれた。シャツ越しの体温も、シャツを引っ張る軽い感触も、消えた。

「ごめん、なさい。あたしも、帰る……」

　ユイナが頭を下げる気け配はいがして、走り去る音、ドアが開いて閉まる音が、つづいた。

　ぼうぜんと慎は立ち尽くす。そして、ゆっくりと、ふり返る。

　その場にはなんの気配も音も残っていない。ただ空っぽの白い空間があるだけだ。

　長い時間、彼はその場で立っていた。胸元に下がるリングをシャツの上から握って。

　その感触は小さくて頼りなかった。

　自分たちをつなぐのはこの小さなリング、こんな不ふ確たしかな絆きずなしか、二人の間には、ない。

　九く条じようの話が慎の脳裏をよぎる。耳じ朶だに残る、泣きそうな切ないユイナの声も────

〝……どんな風に君と接していいか、わからない……〟

　不意に、ぐしゃぐしゃと慎は片手で髪をかき乱した。混乱しかかる思いに天てん井じようを仰ぐ。

「……全然、わかんね……おれ、もっと頭良かったら、良かったのになあ……」

　ため息と一緒に肩を落とし、慎はもたれるようにドアを押し開けて足を踏み出した。




　　　　　　　４




　踏み出した先は、マンションの廊下だった。

　慎は一いつ瞬しゆん目をまばたかせ、はっとふり向いてドアノブを引っ張る。

　ドアを開けると、見み慣なれた自分の家の玄関と真まっ直すぐ延びる薄うす暗ぐらい廊下が見えた。

　少しほっとする。永遠に自分の家に帰れなかったらと、思ったのだ。

　そしてはたと気づく。先に帰ったリュウトはどうしたのか。靴は玄関口にないが……。

　とそのとき、居間の方からインターホンの音が聞こえた。

「え!?　あ、わ、っと！」

　あわてて慎は靴を蹴け飛とばすように脱ぎ捨て居間に向かった。

　エントランスのオートロックは、インターホン付属のボタンで開かい錠じようできる。もしリュウトが外に行ったなら、必ずエントランス側のインターホンで慎を呼び出すはずだ。

　鳴り響ひびく音に慎は居間に駆けこみ飛びつくように受話器を取った。

『……オレ。開けろ』

　ものすごい不ふ機き嫌げんで乱らん暴ぼうで端的な言葉が慎の耳に飛びこんできた。

「やっぱおまえか。おい、どこ行ってたんだよ。鍵かぎもないくせに」

『うるせえっての。いいから早く開けろよ』

　──このまま閉め出してやるぜ！

　と慎は一瞬思ったが、明日あしたが怖いので素直に開錠ボタンを押した。ちょっと情けない。

　しばらくして玄関のドアが開いた。そこに立っていたのは、リュックを肩に引っかけ腕にビニール袋をぶら下げた超絶不ふ機き嫌げん顔がおの、オレンジレッドの髪の少年だ。

「ったくおまえなあ……ていうか、今日きようも泊まるってこと？」

「安心しろよ、天上劇団が適当なマンション見つけたら即そっち行くっつの」

　慎しんのあきれ声を無視してリュウトはさっさと上がりこむと、居間のテーブルの上にビニール袋を放り出しソファに仰あお向むけに寝転がった。その気ままさに慎は少しむっとなる。

「おまえさあ、くつろぎすぎだろ。一応おれん家ちなんだからな」

「だから土産みやげ買ってきたじゃねーかよ」

　いわれて慎は、テーブルに置かれたビニール袋をのぞきこむ。

　ファストフードの紙袋が見える。開けると冷めたポテトとハンバーガーの包みがあった。カップ麵めんだのスナック菓子だの、どう見ても体に優やさしくない食べ物も一緒に。

「おまえこういうの好きなのか。ハンバーガーとかスナックとか、ジャンク系」

「好きっつか、あんまり食ったことねーから珍しい」

「珍しいって……なんだよそれ。どこのおぼっちゃんだよ」

「千せん花かがうるせーんだよ。アイツが生活全部仕切っててさ。よくメシも作ってたから」

　リュウトはソファに寝っ転がったまま、そう答えた。慎はわずかに目をみはる。

「へ？　彼女お嬢じよう様さまだろ？　自分でメシ作るって」

「お嬢様だからだよ。口がおごってて、まずいメシは食えないし安い外食も絶対しない。ひとりでなんでもできるようちゃんと教育されてっから、メシ作るぐらい簡かん単たん。アイツが作るとさ、毎食味良し見た目も良し、きっちり栄養バランス取れた完かん璧ぺきなのが出てくんだよな」

「なんだよ。いいじゃんか。だったらなんでこんなジャンク」

「だからだっての。たまには気の抜いたメシ、食いたくなんねーか？」

　慎は腕組みをして考える。

「まあ、確たしかにたまにはカップ麵とか食いたくなる……かもな」

「だろ？　そーだろ？　けどアイツ、オレにもそういう適当なメシ許さなかったんだぜ。あたくしの作ったご飯が食べられないの？　だったらもうあげないわよ！　つって」

　はぁ、と慎はうなずいた。千花とリュウト、つくづく不ふ思し議ぎな関係だと感じる。

「ところでさ、〝異い域いきの輩はい流りゆう〟のこと……おまえ璃り堂どうさんから本当に聞いてなかったのか」

「アイツはなんにもいわねーよ。そういうヤツだ。前にも同じこと、あったし」

　ムッとした口く調ちようで彼は答え、いきなり跳ね上げるように上半身を起こす。

　前にも同じこと、という部分に慎は引っかかった。

　だが聞き返す前に、リュウトはソファの背もたれによりかかり壁かべを見つめてつぶやいた。

「口うるさくて、でもなにもかも全部自分ひとりで決めてやっちまって。こっちには全然、命令もしないし頼んでもこなかった。オレは、アイツの守しゆ護ご士しなのにな……」

　彼の頭が斜めになる。だらり、と脱力したような、そんな。

「きっと最初から……アイツには、オレなんか必要……なかったんだろー、な」

　乱らん暴ぼうな口く調ちようだった。なのに主人の迎えを待つ犬のような寂しさが、彼の背に見えた。

　少し可哀かわいそうになって、慎しんはソファに近寄り声をかける。

「おい。おまえさ、飯まだだよな。一緒に食べようぜ」

「……そっだな」リュウトは気のない返事をして、ソファから降りた。

　慎はファストフードの食事をダイニングのテーブルの上に並べる。

　冷めて固くなったポテト、水分を吸いふやけたバンズのハンバーガー、氷が溶けて水っぽくなったコーラ……が、今日きようの夕ご飯だ。なかなかしょぼい。

　二人は腰かけ無言で食べ始める。リュウトがポテトをひとつ口にして、ぼそりといった。

「……やっぱあんま美う味まくねえな」

「だったらこんなに買ってくるなよ、おまえさあ！」

　同情した自分がアホだった、と慎はため息が出る。

　明日あしたは絶対カレーを作ろう、と強く強く、思った。







　いきなりドアを開け、制服姿のユイナがクリスの部屋に駆けこんだ。

「え、ユ、ユイナ!?　なに、いつ帰って……」

　着替え中のクリスが、モデルのような肢体の下着姿で驚おどろいてふり向きかけた。その背中に無言でユイナは抱きつき顔を埋め、細腰に回した腕に力をこめる。

「どうした。なにかあったの」

　銀髪の少女は優やさしく訊きいた。いとけない子どものように、いっそうユイナはしがみつく。

「……あの、ね」

　小さなつぶやきがした。クリスが肩越しにユイナを見下ろす。

「〝王〟と〝守しゆ護ご士し〟って、どんな関係、なの」

「ユイナ？」

「いつか将来、絶対離はなれなくちゃいけないのに……それでもそばに、いられるの」

　ユイナは見上げた。必死の、懸けん命めいのまなざしで、彼女はクリスを見上げている。

　青い瞳ひとみが不ふ思し議ぎな色合いの瞳を見下ろす。静かに、じっと。

　おもむろに、クリスは優しく自分の腰に回された少女の両腕をほどくと、向き直った。

「……ユイナ。悪いけれど、わたしはその問いに力になれない」

「クリス……」

　ふ、と青い瞳が陰る。かすかな悲哀が、そのまなざしによぎる。

「そう、わたしたち守護士はどんなに心から仕えても……絶対に一番近しい関係にはなれない。なっちゃいけない。そのことに、わたしはユイナにいわれて改めて気づいたよ。だから、その問いの答えは自分で見つけて。突き放すようだけど、でもわたしも」

　わからないんだ、と、クリスが目をそらしてつぶやいた。

　ユイナはうつむいた。ごめんねと小さく、つぶやく。クリスがそれにほほ笑えんだ。

「なぜあやまるの。〝ごめん〟は、いいすぎない方がいい。心が縮ちぢこまるから」

　こく、とユイナは素直にうなずいた。その髪をそっとクリスが撫なでる。

　ユイナは沈んだ表情を無理やりふり払うように明るい声でいった。

「今日きよう、ナスとひき肉のカレーよね、楽しみ。作るの、手伝う」

「あ、あのね……実は璃り堂どうさんが、その」

　いいにくそうにクリスの青い目がそらされた。

「〝他人の作る物は食べたくないから、ここにいる間は自分が作る〟って宣言してね。それで、今日は違う献こん立だてに……あ、でも、すごい豪華な和食だったよ。料亭みたいな」

「え……そ、……そう、なんだ」

　ユイナは見事にうなだれた。色々あった今日一日の、それが最後の止とどめだったらしい。

「うわ、悪い、ユイナ！　また今度作ってあげるから。ね！」

「ううん、クリス。いい。だ、だいじょう、ぶ。だいじょう、ぶ」

　と必死にいいつつユイナはまた、可哀かわいそうなまでにしょんぼりうつむいた。

　──ドアの陰で紅あかいリボンが揺れる。

　ユイナとクリスの声が止やんだのと同時、リボンの少女はその場から、離はなれていった。




　　　　　　　５




　オフィスに灯あかりはすでにない。人の動く気け配はいもない。

　時刻は二十時前。高い天窓からのぞくのは夜空。遠い天の光、星々の瞬またたきが見える。

　静かな夜────────

　唐突に扉が開いた。床を歩む、固い靴音がフロアに響ひびく。

　フロアのただ中でその人物は立ち止まると、抑揚のない声でいった。

「……呼声。九く条じよう、どちらですか」

　カナメだ。漆しつ黒こくの裁定人であるその少女は静かにたたずみ、返事を待った。

　闇やみの中動きの気配がした。誰だれかが部屋の中央のソファから身を起こす。

「なンの用……かな。電話でコト足りただろうに。わざわざ来なくても」

　だるげな声は、九条のものだ。カナメは一歩中央に近寄ると、淡々と告げた。

「報告。ヴィヴィは〝境界標〈テルミヌス〉〟管かん轄かつの病院に搬送されています。いまだ意い識しき不明の状態。〝異い域いきの輩はい流りゆう〟と接触した際の負傷が原因です」

　刹せつ那な、沈ちん黙もくの間がその場に落ちた。だが少女の声が沈黙を破りつづく。

「報告。ご存知のとおり、神語の指輪〈デイ・ロタ〉をはめている限り、守しゆ護ご士しの身体能力と身体の治ち癒ゆ能力は大幅に向上します。ですがそれも追いつかぬほどのひどい負傷でした」

「……ヴィヴィもバカじゃない。覚悟の上での負傷だろ──で、それがなにか」

　冷たい返事だった。その声の余よ韻いんが闇やみに消えたとき、少女の冷れい徹てつな言葉がつづいた。

「通告。わたくしは、ある意向を伝えにまいりました」

「なに、それは」

「説明。裁定人は〝王〟を裁定するための職しよく務む。それを離はなれ、私情によって行動することはかないません。わたくしの行動理由はただ職務によってのみ。ですが────」

　長い前髪の下の黒い瞳ひとみが、九く条じようを見据える。かすかに、強い光をたたえて。

「宣言。わたくしは、わたくしの友人を傷つける者の前に立ちはだかります。それがたとえ、〝デイブレイク〟であろうと、あなたであろうと、それは」

　黒衣の少女の声に、感情はなかった。ただ、

「断言。それは等しくわたくしの、敵です」

　告げられたその言葉だけに、強い意志が、あった。

　しかし、もったいぶるように長い間を開けてから、九条がいった。

「……そのとおり。キミにはとことん、職務に徹てつして欲しいね。ヴィヴィがキミを〝門の王〈レクス〉〟に選ばなかったのも、それが理由なわけだから」
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　カナメは口をつぐんだ。しばし黒い瞳ひとみで、彼女は九く条じようを量るように見つめる。

「肯定。九条、それは誰だれよりもわたくし自身が認知しています」

「キミが本当はなにをいいたいのかわかってるつもり。でもね。ヴィヴィは……キミのそばにいた方がいい。キミもそれを望ンでいるはずだ」

　九条は静かに、淡々と告げた。沈ちん黙もくがその声を受け止める。

「……拝辞。わたくしの意志はお伝えいたしました。では、辞去させていただきます」

　す、とカナメは精せい緻ちな動きで背を向け、歩き出す。見送る言葉はない。

　ドアが閉まる音を背景に九条がソファに沈みこむ。気け配はいは消え沈黙が部屋に満ちた。







　弱い灯あかりに照らされた長い長い廊下を、カナメは歩く。

　無表情で無感情に見える少女の脳裏は、ただひとりに占められていた。

　────ベランダから、凄すさまじい叩たたきつけるような落下音が聞こえたのは真夜中近く。

　窓を開け放って見えたのは、その場に倒れる血まみれの真しん紅くの少女。

　連絡を受けた境界標〈テルミヌス〉から医い療りよう班はんが駆けつけ、ドアの外で入り乱れなだれこむ大勢の気配がした。その足音に紛れ、意い識しきのないはずの少女の唇がひとつの名を呼ぶ。

〝…………九条…………〟

　彼女は確たしかにその名を呼んだ。

　いつも心にあって、なのに強い意志で押さえつけ、決して口には出さない相手の名前を。

　まるで、魂の奥底からの悲鳴にも聞こえる、弱くはかない声で────

　歩きながら、カナメは黒の手袋に包まれた両手を握りしめる。

〝……決してアナタを────守りは、しない〟

　その言葉の真意を、カナメは痛いほど理解している。守らないといいながら、裁定人の職しよく務むを口実にして、彼女はカナメを逃がし守るためにただひとり進んでいったのだ。

　強く強く、カナメはこぶしを握る。懸けん命めいに彼女は自分にいい聞かせる。

　心を殺せ。感情を殺せ。冷静に冷れい徹てつに無情に無慈悲に、機き械かいのごとくに己を殺せ。

　彼女は常に、それを望んでいた。他ほかの誰より自身が知る、自身の弱さゆえに。

　なのに抑えきれない強い感情だけが、いまの彼女を揺さぶり突き動かしていた。
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　賑にぎ々にぎしい街の灯あかりが夜空を照らす。

　駅前の繁はん華か街がいから商店街へと延びる道を、二人の少女が寄りそうように歩いていた。

　美み佐さと沙さ耶やだ。塾帰りなのかそれぞれ片手にバッグを提げている。

　ショートカットの美佐が、歩きながら口を開いた。

「いいのー？　沙耶は。本当にあの人と一緒にできる？」

「……だって、しょうがないでしょ。出たくないけど……放棄なんてしたら先生に」

　答える沙耶の語尾が消える。いきなり美佐がその腕を抱きしめ顔をのぞきこんだ。

「どーしてそこでイイ子ぶるの。ヤだったらヤっていえばいいんだよ」

「私、そんなに強くなれない。どうして美佐はそこまでいえるの？」

「だってあたしあの人大嫌い！　美人なの鼻にかけてエラそうで」

　顔を突き合わせ話す二人はやがて商店街に差しかかる。〝桜の街・桜おう菱とう市しへようこそ〟と書かれた、ペンキのはげたアーチが見えた。これが商店街の入り口だ。

　いまの時刻は二十時。どこの店もすでにシャッターが下りている。

　桜菱市商店街は歴史も古く規模も中程度だが、駅前のショッピングモールやデパートに圧おされてひと頃ころの勢いはなく、閉店してしまった店も多い。

　閉ざされたシャッターのうちのいくつかは、きっと永遠に開かないのだろう。

　気づくと美佐と沙耶は、体を寄せ合い肩をくっつけ、無言で歩いていた。

　なぜかはわからない。街灯は明るく人々の姿も多く見かけるのに、なぜか声が出ない。

　肌寒い。背筋を伝わる、ぞわりとした感触が寒い。

　なぜだろう。なぜこんな感覚がするのだろう。二人がいっそう体を寄せ合ったそのとき、

〝……高たか峰みね、沙耶、〟〝美み並なみ、美佐、……〟

　びく！　と二人は足をすくませ立ち止まった。

　雑踏の中、立ち止まる彼女たちにぶつかり顔をしかめて人々が去っていく。

　誰だれも立ち止まらない。あとからあとから見知らぬ人々が二人の周囲をすれ違い通りすぎて行く。いま聞こえた声をささやいた誰かの姿は、どこにもない。

　二人はつないだ手を握りしめた。決して離はなすまいときつく握り合って歩き出す。

　だがその背中を追いかけるように、

〝……大嫌いなんだ〟〝大嫌いなんでしょ……〟

〝……殺しちゃえばいいよ〟〝殺しちゃえばいいのよ……〟

〝……殺せ。だってもうすぐ〟〝殺せ。お祭りだもの……〟

　美み佐さと沙さ耶やは必死に歩く。耳をふさぐように必死に歩く。だが、

〝……お祭りには〟〝生いけ贄にえがいるよぉ……！〟

「いやああぁっ！」

　二人は叫んで手をつないで同時に走り出した。

　走る道の先に、〝またのお越しを　桜おう菱とう市し商店街〟と書かれた、色あせたアーチが立っているのが見えた。商店街の出口の目印だ。

　二人は急ぐ。声を失うほどの恐怖に背を押されるがごとく必死に走りつづける。

　なのに二人の速度に合わせ、なにかが走る!!

　走る少女たちの足が、出口のアーチの間に一歩、踏み出す、

　その一いつ瞬しゆん、着流しの男の姿が目の前に見え────







　唐突にすべての灯あかりが消えた。

　人通りがかき消えた。足音が消えた。人の気け配はいがなくなった。

　闇やみの中二人は立ち尽くした。

　────…………背後から、這はい寄るおぞましきものどもの気配が、した。
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「そっち持ってそっち！　そーそー、破るなよ！」

「ガムテねーぞ、誰だれだよ持ってったの」「被服室でハサミがないって」

「やだ、パレット踏まないでよ！」「進行表どこ？　え、浅あさ黄ぎ君知らないの？」

　放ほう課か後ごの学校は喧けん騒そうで満ちていた。

　教室や廊下や部室のあちこちに、作りかけの立看板や応援用小道具が並んでいる。その間を縫ぬうように、生徒たちが慌ただしく走り行き交い声をかけて行きすぎる。

　すでに陽ひは西の空を赤く染めて落ちかけていた。

　校庭に作られた二つの入退場用の巨大な木造アーチが、沈む陽に照らされている。




　九月の初日以来、桜菱市ではなにひとつ変わったことは起こらなかった。

〝異い域いきの輩はい流りゆう〟の目もく撃げき情報は、境界標〈テルミヌス〉へも天上劇団〈ディヴァン・ギニョル〉へも、ひとつも報告されなかった。

　行方ゆくえ不ふ明めい者しやもない、不可解な事件もない。ただなにごともない日々のくり返し。

　桜おう菱とう中ちゆうでもそれは同じだった。異変の片へん鱗りんすらなかった。

　あの劇げき的てきな千せん花かの交代宣言のあと、案じていたより物事はスムーズに進んだ。

　彼女は自分で公言したとおり、優ゆう秀しゆうで、完かん璧ぺきだった。

　お祭り野郎で暴ぼう走そう野郎の洋ひろしを上う手まく使って生徒を引っ張り、綿密で気配りのできる香か奈な未みなどに細かい事務作業を割りふりわきを固める。

　目上の三年生に配はい慮りよしつつ準備作業に指示を出し、一年生の作業の指し導どうもこなして、いまや赤組のリーダーは実質彼女といっても過言ではない。

　その水際立った采さい配はいぶりは、あっという間に評判になった。赤組につられるように、他ほかの組の熱ねつ気きも上がる。今こ年としの桜菱中は、いつもよりずっと活気に満ちあふれた。

　やがて学内は、体育祭に向け、慌ただしくなっていく。

　体育祭まであと三日。誰だれもがみんな、浮き足立っていく────







「天あま音ねさんて結構、胸大きいよね～」

　閉め切られた狭い女子更衣室で誰かが大きな声を上げた。

　応援合戦の練習が終わり、ただいま更衣室では着替え中。その場には千花を始め、香奈未に丹に々に儀ぎ乃の、美み佐さや沙さ耶や、一年や三年の赤組メンバーが勢ぞろいしている。

　みんな下着姿でかなり壮そう観かんで──危険な、光景。

「……そ、そんなこと、ない」

　一気に集まる部屋中の視し線せんに、ユイナは真まっ赤かになってうつむいた。

「え、なになに見せて見せて」

「うわほんとだ、柔らかそう。わ！　触っちゃった、気持ちいい～」

「自分だけずるい～。いいな、他が細いからますます巨乳だよね」

「え、ええ!?　あ、あの……ゃ、……いやっ、」

　一斉に群がる少女たちに、ユイナは羞しゆう恥ちで真っ赤になって抵抗もできない。

　そんな蟻ありにたかられる砂さ糖とうのような光景の後ろから、澄すんだ声が響ひびいた。

「みなさん？　楽しいのはわかりますけど、」

　ユイナを囲んでもみくちゃにしていた少女たちが、ぎく、とふり返る。

「もう夕方よ。明日あしたのためにも、早く帰られた方がいいんじゃないかしら」

「あ、ご、ごめんなさーい、璃り堂どうさん……」

「すいません～、さっさと着替えますぅ～」

　少女たちはあわてて散らばった。あきれ顔で千花は下着姿の腰に手を当てる。

　が、唐突に彼女はちら、とユイナの胸に視し線せんを合わせた。

「……どうしてそんなに大きいの？」

「……え……？」

「小さいときからの食生活？　バストを持ち上げるには背筋が必要だから筋量の差もあるのかしら。ううん、遺伝ってこともあるわよね……」

　形のいいおとがいに指を当てつぶやく千せん花かの胸にユイナがふと、目をやる。

　わりと────ぺったん、

「なによっ！」

「……な、なんでもない」

　千花ににらまれ、ユイナは急いで首をふった。

　ふん、と千花はそっぽを向いて離はなれて行く。ほ、とユイナは息をつき制服のシャツに腕を通した。散々みんなに注目されて、恥ずかしさで心しん臓ぞうの鼓動がまだ速い。

「待ち遠しいですよね……体育祭」

　声にユイナはふり向いた。視界に長い黒髪が入る。制服姿の沙さ耶やがすぐそこにいた。

　ボタンをはめつつユイナは沙耶を見つめる。なんとなく意外な気持ちで。

　あれほど千花に反発していたのに、沙耶はこうして応援団員をつづけている。トラブルがないに越したことはないが、ユイナはいぶかしく思う気持ちが消せない。

　ユイナの前で、沙耶はカーテンの隙すき間まから、じっとグラウンドを見下ろしている。着替え終わったユイナも、つられてカーテンの裾すそを持ち上げてのぞきこんだ。

　黄昏たそがれの薄うす闇やみに包まれるグラウンドにいる、設営係の生徒たちの姿が見えた。

　ラインを引き地面の整せい備びを行い、入退場アーチやテント、応援席の設営にと忙しく動いていたが、終了時間になったか号令をかける教師のもとへ集合して行く。

　その中のショートカットの少女に見覚えがあった。

　おそらく美み佐さだろう。彼女は応援団員を辞めて設営係の方に回ったと聞いている。

　と、そのとき窓の外をのぞいていた沙耶がふり返った。

「でも、終わったらまたいつもと同じ日々……きっと私たち、ごまかしているんです。〝いま〟の不安を、〝未来〟への不安を……お祭りっていう一いつ時ときの狂きよう騒そうで。そう思いません？」

　思わずユイナは息を吞のんだ。その言葉が、あまりにいまの自分の状態にぴったりだったから。

　あれからユイナは、意い識しきして慎しんと距きよ離りを置いていた。

　いまは体育祭の準備と練習で、慎とは一緒にいられる。だが体育祭が終わったあと、彼はどんな選択をするのだろう？　それがユイナにはとても怖い。

　自分は目をそらしているのだ。この先にあるはずの、自分の未来から────

「面おも白しろいお話ね。なかなか」

　二人の少女はそろって声に顔を向けた。

　制服姿の千せん花かがそこにいる。沙さ耶やが彼女を見つめ、静かにいい返した。

「そうですね。自信のある方には、わからない気持ちだわ」

「ええ。自信は自分で作るものよ。誰だれも与えてくれないから」

「……そう。根拠のない自信でないと、いいですね」

　沙耶の冷静な、静かな態度は変わらない。

　だが千花のほほ笑えみこそ変らなかった。彼女は腰に手を当て見下げる目め線せんで、いった。

「あら。あたくしに根拠がないと、本当に思う？」

　沙耶の唇が引き結ばれた。一いつ瞬しゆん、激はげしく炎のような視線で千花をにらむ。

　が、唐突に彼女は背を向け、早足で部屋を出て行った。

　困惑気味のざわめきがその場に広がる。そこに凛りんとした千花の声が響ひびいた。

「体育祭まであと三日。明日あしたの最後の練習、みなさんよろしくね。咲さき屋やさん、先に委員会の報告に行ってかまわないわよ。すぐ行くから。それじゃ解散なさって」

　その言葉に、少女たちはあわててバッグや鞄かばんを持ち更衣室を出て行く。

　香か奈な未みは逡しゆん巡じゆんを見せたが、結局会釈して出ていった。丹に々に儀ぎ乃のがお辞じ儀ぎをしてつづく。

　更衣室は静まり返る。さっきまでの喧けん騒そうが幻のように。

「天あま音ねさんもよろしくね。応援合戦であなたは重要な役割なんだから」

　残されたユイナに千花がいった。そんな彼女に、ユイナがぽつりとつぶやいた。

「……どうしてそんなに自信あるのか、わからない」

「そうね。あなたみたいなタイプじゃわかりっこないわ」

「どういうこと」

「自分の不安に耽たん溺できしてるってことよ。ひとりじゃどうしようもなくて、誰かに話してすがってその不安を押しつけて。それで安心して解決しないでごまかしてるんだわ」

　ズキ、とユイナは胸が痛んだ。忘れよう、無視しようとしていた痛みがさらに増す。

　我知らず強い言葉がユイナの口をついて出た。

「悩まないことが、ひとりでなんでもできることが、そんなにえらいの」

「えらいわよ。ひとりじゃなにもできない人よりずっとね」

　はっきり千花はいい放った。ユイナよりもはるかに強い声音で。

　だがユイナは目をそらさない。逆に千花に真正面からきっぱりといい返した。

「強すぎる人は嫌い。自分の強さに酔って他人の弱さを無視する。自分の考えだけに固執して、自分以外の人を、その言葉を軽く見る」

「そう。あたくしは弱い人が大嫌いよ。弱さを正当化して甘えて当然って考えてるから」

　二人の少女は一歩も引かない勢いでにらみ合った。部屋の空気がぴん、と張りつめる。

　──そのとき、

「……璃り堂どうさん……で待ってるって……伝言がこれ……」

　かすかな少女の声が聞こえた。二人は同時にふり返る。

　ひらりと一枚のメモが床に落ちると扉が閉まった。

　千せん花かは小首をかしげ扉に歩み寄ると、床に落ちたメモを拾い上げ目をとおす。

　不意にその表情が目に見えてこわばった。傍はた目めにも明らかな強い緊きん張ちようだ。

　いきなり千花はメモを握り鞄かばんをつかむと扉を開け放った。思わずユイナは声をかける。

「待って璃り堂どうさん！　どこ行くの？」

「あなたには関係ないわ」

　短く吐き捨て歩き出す千花の前にユイナはとっさに回りこんだ。なにか、気になる。

「誰だれが待ってるの。知ってる人？」

「そうよ。だから放っておいて。ついてこないで」

　言葉少なに千花はいうと、ユイナの肩を手荒に押しのけ廊下へ出て行った。

　ユイナはその背を見送る。迷いに一いつ瞬しゆん、考えこむ。

　彼女も携帯電話を持っている。わざわざメモをよこすより外に呼び出せばすむ話だ。しかもこのあとの委員会への報告を、責任感の強い彼女が放って行ってしまうなんて────

　胸の内がざわめく。ざわめきが不安をあおる。

　ユイナは鞄を持つと、更衣室の外に出た。廊下の曲がり角に千花が消えたのが見える。

　走った。不安がその走りを加速させていった。
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　閉めきった男子更衣室はむやみやたらと暑かった。

　中では男子が着替えの最中。さきほどまで男子だけで演えん舞ぶの居残り練習だったのだ。

　指し導どうはリュウト。直じき々じきに千花に指名されたのが嬉うれしかったのかなんなのか、彼のはりきりぶりは傍はた目めからでもわかりやすくて、慎しんには苦笑が抑えられなかった。

　もっとも自分が巻きこまれるまでは、だが。

「……っぐあ……ぁ……づがれだ……部活よりキツ……」

　腹の底から慎はそんな声を出した。そこへ洋ひろしが近寄り脳天気な声をかける。

「よっ、お・つ・か・れっ！　あと三日で本番だぜ。元気出して行こうな元気！」

「……洋……なんでおまえ、そんな無む駄だに元気なんだよ……」

「いやさ～、さっき衣装係にチアの衣装見せてもらったんだけどさ～、これがすっげえ、超・ミ・ニ・ス・カ♪　でさあ～」

　と浮かれて答える洋に呆あきれて疲れてぐったり慎は力なくいった。

「そーかよ……そんなに嬉しいならおまえが着ろっつーのな……」

「ええ？　いいよ、どうせ文化祭で俺おれらメイドコスプレだしさぁ」

「……は？　ちょっと待て誰だれが〝俺おれら〟だよ！」

「俺とおまえ。がんばろうな！　俺たち永遠の友情で結ばれてるし～」

「知るかその辺のサボテンとでも結んでろ」

「なんだよどうしてそんなにノリが悪いんだよ」

「なんだよだったらおまえ自分の家族とかにメイド姿見せられるのかよ。死後に可愛かわいい孫にアルバム発掘されておじーちゃんのメイドコス写真とか見られてもいいのかよっ！」

「うるせえ俺は見せられる！　断じて見せられる！　葬式の写真にもできる！」

「おまえら心底馬ば鹿かだな」

　突如横から冷たい声で宗そう司じがいった。彼はクールな視し線せんを洋ひろしに向けて、冷酷に告げる。

「誰がそんな気色悪い格好させるっていった。裏方の予定だったが……気が変わった。そんなに着たいなら着てもらう。棺おけにメイド服で入るぐらいの気合で着ろ」

「や!?　いやあの！　ちょっと待ってウソ！　ウソだろ宗司くん！」

　背を向ける宗司を、洋が泣きそうな声で追いかける。

　慎しんはほっと胸をなで下ろした。メイドコスプレの危険はどうやら無事に去ったらしい。

　そこへＴシャツ姿のリュウトが歩み寄ってきた。

「オイ、羽は立だて。明日あしたの総練習、みっちりしごくぜ。オマエひとり遅れてるからな」

「……だからさー、他ほかのヤツにしてくれよ……」

　新たな危険がやってきた。弱った顔で、慎はリュウトをふり返る。

　応援合戦で、各組は〝応援〟という名のショー的演だし物ものをすることになっている。内容は、ダンスやミュージカル仕立ての演えん舞ぶだ。赤組はダンスだが、リュウトと慎を含めた数名がみなの前に出て、武道の組み手にも似たダンスを披ひ露ろうすることになっている。

「いまさら変えて間に合うか。それに他にできそうなヤツはいねーっての」

「……おまえ、ほんっとはりきってるよな。そんなに璃り堂どうさんに指名されたのが嬉うれし、」

　すごい目でにらまれた。

　慎はとっさに口をつぐむ。首をすくめてなにもいってません、という顔をする。

「天あま音ねはちゃんとやってるぜ。〝王〟なら負けるなよな」

「すいませんおれ、その辺のプライドないんで……」

　その数名の中には、ユイナが入っていた。たったひとりの女子だ。彼女の運動神経なら無理はない。ないが、慎はどうもやりづらい。

　あれからずっとユイナとは、微妙な距きよ離りを保ったままだ。

　慎は、ユイナの気持ち、そして自分の気持ちへ踏みこむのを避けていた。

　九く条じようへの返事も保留にしている。〝王〟としての重大な責務にも不安しかない。

〝王と守しゆ護ご士しがどんな関係なのか……あたし、わからない……〟

　ユイナの小さなつぶやきが、いまだ慎の耳の奥に残っている。

　体育祭が終わったら、どうするべきなのか。ユイナと自分は、どうなるのか────

「ね、璃り堂どうさんと天あま音ねさん、来てない……よね？」

　そのとき戸口の外から香か奈な未みの声がした。慎しんとリュウトはそろってふり返る。

　洋ひろしが扉を開けると、香奈未が遠えん慮りよがちに顔をのぞかせた。

「どしたの咲さき屋やさん。二人とも来てないよ。なんで？」

「そっか、ここには来てないんだ……どこ行ったんだろ」

　急にリュウトがきびすを返した。洋を押しのけ香奈未の前に立ち、重い声で問いかける。

「千せん花かがどうしたんだ」

「え、うん、委員会に報告に来ないの。璃堂さんが委員会の仕事無視なんて……おかしいなって。鞄かばんもないし、天音さんが一緒だったから知ってるかと思って捜してるんだけど」

　リュウトが眉まゆを寄せる。あきらかに不ふ審しんに思っている顔だ。

　慎も戸口に歩み寄る。そのとき香奈未の後ろに眼鏡めがねの丹に々に儀ぎ乃のが走ってきた。

　彼女は慎とリュウトを見ると、かすかに青ざめた顔でいった。

「羽は立だて君。滝たき坂さか君。もしかして……あの二人は、」

　その言葉の刹せつ那な、同時に慎とリュウトは顔を見合わせる。

　次の瞬しゆん間かん───────────

　まるで弾丸のようにリュウトが廊下に飛び出した。

　慎も急いで外に出る。そこへ丹々儀乃が言葉をかけた。

「お気をつけて。決して単独行動はなさらないように」

「わかった。ありがとう」

　あっけにとられる香奈未と洋を置いて、慎は廊下を全力で駆け出す。

　疾走する慎のポケットの携帯が、そのときかすかにふるえた。




　　　　　　　３




　黄昏たそがれの薄うす闇やみへユイナは走り出た。

　昇降口から校門へ向かう生徒たちの流れの中に、紅あかいリボンが見える。

　ユイナは距きよ離りを取り慎重にあとをつけた。

　どこかへ向かう千花とあとをつけるユイナは、校門を出て住宅街を貫く夕暮れの道を進み、やがて流れる車のヘッドライトに照らされる大通りに出た。

　は、とユイナは気づく。もしかしたら、この方角は────

　彼女はそっとポケットから携帯を取り出し、素す早ばやく文面を打ちこみ送信ボタンを押した。

　歩くユイナの前方に、繁しげる深い木こ立だちと堅けん牢ろうな石造りの門が見えてくる。

　予測したとおり、千花は立ち入り禁止のロープを越えて門の中に入っていく。

　ユイナは走りつつ、握りしめた携帯に視し線せんを落とす。まだなんの反応もない。

　闇やみが濃こくなる。短い黄昏たそがれ時どきが終わりを告げる。

　危険な〝領域〟はすぐ、そこだ。

　迷う時間はない。ユイナは携帯をしまうとアーチ門をくぐり小道を駆けた。

　夜闇がさらに濃さを増す。灯あかりのないこの場所はますます見通しが悪くなった。

　前方を歩く千せん花かは聖堂の前庭を囲む鉄てつ柵さくの格子扉を開け、芝しば生ふに足を踏み入れる。

　ユイナは手近な木こ立だちの陰に隠れると、彼女の様よう子すをうかがった。

「どこにいるのよ！」

　千花の強く響ひびく声が聞こえた。その響きにユイナはかすかに緊きん張ちようを感じ取る。

　少女の声に呼応したように、聖堂の、荘そう厳ごんな彫刻をほどこした両開きの扉がきしんで内側に、開いた。中の闇深い暗がりから、ひとりの男の姿が現われる。

　彼は歩む。エントランスから前庭へつづく段を降り、芝生の上に立った。

　ユイナは息を殺し身を乗り出す。その誰だれかの外見が見える。

「……二ヶ月ぶりであるか、千花」

　男。穏おだやかな深みのある声は、着流しの四十代ほどの男のものだ。

　両腕を組むその姿勢からは、にじみ出る風格が感じられた。

　ユイナは思わず身を固くする。
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　九月初めにヴィヴィが接触したという〝異い域いきの輩はい流りゆう〟。その姿は、確たしか────

　そのとき千せん花かが両のこぶしを握りしめ、困惑もあらわに男にいった。

「お父様……まさか、まさか本当に……お父様だった、なんて……」

　ユイナは息を吞のみ、いっそう耳をそばだてる。薄うす闇やみの中、千花の声がつづいた。

「あたくしを〝王〟として、〝現世〟を守る道具として育てたのはお父様よ。なのに、そのお父様が……なぜ〝異域〟側に与くみしているの!?」

「わかっているであろう。理由はただひとつ……。来るのだ、リン」

　男は後方に向かって声をかけた。はっと千花がそちらを見る。

　聖堂の扉の隙すき間まからひとつの影かげが、す……と現われ、男の隣となりに歩んでくる。

　それは、不ふ思し議ぎな印象の、断髪の少女だ。

　たたえる光は強いのに、どこか遠くを見ている瞳ひとみをしている。

　前髪がひと筋額ひたいから下りて、強いまなざしの間をよぎる。彼女は青いリボンのセーラー服を身につけ、両手に黒い革のグローブをはめていた。

　千花がたじろいだように一歩、下がる。

「……噓うそ……情報は聞いていた、けど……まさか、そん、な……」

　そんな千花を見据え、少女が口を開いた。

「私はリン。その名以外記き憶おくはない。あるのはただ、我が王の命を遂行する使命、だけ」

「あ、あ……あなたこそありえない！　なぜ、なぜ存在するの!?」

　千花が叫ぶ。傲ごう慢まんそのものの彼女がらしくないほど狼ろう狽ばいしていた。

　ユイナは目をこらし、セーラー服の少女を観かん察さつする。

　──誰だれかに似ている？　あの強いまなざし。凛り々りしく整ととのった横顔が、誰かに──

「〝空間制定〈ヴォイドルーリング〉〟……か。徒労である。たとえ私の身をこの場に縛しばりつけたとしても、私はすでに彼女とともにある……」

　千花の父、高たか尚ひさが、前庭を囲む鉄てつ柵さくの格子扉を見つめていうと、右手を差し出した。

　その親指に、かすかに光る銀ぎん色いろの輪わ────ひとつのリング。

「私は、取り戻した……いや、〝王〟たる新たな力を、ここに得たのである」

　響ひびき渡る男の声が、木こ立だちと高い聖堂に跳ね返り、こだまをともない虚こ空くうへ昇っていった。

　だが突如、千花の激はげしい言葉がこだまの余よ韻いんをかき消した。

「そんな……どうして？　どうしてなのお父様！　あたくしを道具に仕立てておいて、そこまでして〝現世〟を守る責務に応こたえておいて……なのに全部捨てて〝異域〟に与するほど」

　千花は一歩踏み出した。男に向かい、血を吐く叫びを投げつけた。

「自分の〝守しゆ護ご士し〟の方が、大事だったの!?」

　悲痛な声だった。男の声を追うようにその言葉は虚空へ昇り消えていく。

　だが男は哀あわれむまなざしで少女を見ると、静かに告げた。

「答える必要はない。守しゆ護ご士しを拒否する〝王〟に……私は、用はないのである」

　千せん花かは絶句した。乗り出しかけた体が凍りついて止まる。

　少女はこぶしを握りしめる。ふるえるほど、強く。彼女は挑むように顔を上げ男を見据えた。唇を嚙かみ決意を誇り高い面おもてにみなぎらせ、大きく歩き出す。

「だめ、璃り堂どうさん！」

　思わずユイナが木陰から飛び出し、門もん扉ぴをくぐって前庭に駆けこんだ。

　はっと千花が驚おどろいてふり返る。ユイナの姿を見て、彼女は憤いきどおりの声音でいった。

「な……どうしてあなたがここにいるの。ついてこないでっていったはずよ！」

「行ったらだめ。絶対に危険だ！」

「ほうっておいて。あなたに関係ないわ！」

　そのとき千花の叫びに、聖堂の荘そう厳ごんな大扉の前に立つ男の言葉が、重なった。

「リン……そして〝輩はい流りゆう〟どもよ……」

　告げられる声と同時────不意に、一切の音が消えた。

　なにも聞こえない。ユイナと千花、その二人の気け配はいと息づかいだけしか感じられない。

　不自然なまでに周囲の沈ちん黙もくは深い、ただひたすらに、深い……その瞬しゆん間かん、




『……少しだけ』『遊ぶのもいいね……』




　地を這はう低い声が唐突に現われた。ぞくり、と少女二人のうなじが逆立つ。

　なにかがいる。確かく実じつにいる。暗がりにうごめく……異い骸がいのモノどもが。

　薄うす闇やみがざわめく。ざわめく闇が集まり、無数のうごめく昏くらいヒトの形をなす。

　セーラー服の少女が顔を上げ、鋭するどく強い瞳ひとみを開く。

　は、とユイナと千花は動きを止めた。その耳に聞こえる────ひとつの残忍な、言葉。

「命令〈オーダー〉………………、遊戯〈ガウド〉」

　響ひびく命令。その刹せつ那な、

　リンの姿が消滅、いや消えたと錯さつ覚かくするほどの速度で彼女は疾駆した。

「!!」

　ユイナの眼前に黒革グローブのこぶしがくり出された！

　とっさにスウェー・バックで交わす。そこへ腹に来る突き上げるパンチ、クロスした腕でユイナはブロック。リンが下がり──と真横から重い風！

　激はげしい回まわし蹴げりをユイナはかまえた腕で防いだ。壮絶な震しん動どうが骨まで響く！

　二人が対たい峙じする隙すきに、千花の周囲を漆しつ黒こくの影〈フィギュア〉が取り巻く。

「くっ！」

　千花が右手を銃の形に突き出す。かすかに中指にはまるリングが光った。

「──　風撃〈トルメントゥム〉　──!!」

　叫んで少女は撃うつように強く右手を跳ね上げる。

　ゴゥ！　と音を立て斬きり裂く突風が放たれた。

　異い骸がいどもを突き抜ける弾丸のごとき風、群れる闇やみのヒト形に空くう隙げきが穿うがたれる。

　だが空いた隙すき間まを埋めるがごとく無数の昏くらい影〈フィギュア〉が急きゆう襲しゆうする！

　瞬しゆん間かん、少女の可か憐れんな唇から撃たれる鋭するどい一語。

「──　矢流〈サギッタ〉　──！」

　渦巻く小さな強い突風が少女の右手から放たれ影かげを吹き飛ばした!!

　霧む散さんする異骸ども、しかし再び千せん花かの周囲に昏い影〈フィギュア〉が迫る。

　ユイナがそれに気づく。だが眼前のリンの攻こう撃げきに隙がない。

　動じぬ強い瞳ひとみでリンがくり出す立てつづけのこぶし、それをユイナは腕でブロックすると、巧みな足さばきで流してかわして避けて跳とび退のき走り出す。

　ユイナは駆けた。千花のもとへ。駆けつつ右手を伸ばし彼女は呼んだ。

「光輝〈デュランダル〉!!」

　響ひびく言葉に生じる光、薙なぐ白銀の軌跡に影が斬きり裂かれた！

　開く視界の先へ駆けて、千花の横にユイナは白銀のダブルブレードをかまえて立った。

「あたくしにかまわないで！　ほっておいて逃げなさいよ！」

「この状況でそれってばかだと思う！」

　怒ど鳴なる千花にユイナは負けじといい返す。しかし千花は無視してきびすを返した。

　ユイナが止める間もない、彼女は聖堂前に立つ男目指して一心に走る。

　その背に迫る一陣の風────跳ちよう躍やく、強烈な蹴けり!!

「ああぁああっ！」

　悲鳴の尾を引き千花が蹴り飛ばされた。

　鉄てつ柵さくまで一気に飛ばされ激げき突とつ、凄すさまじい衝しよう撃げき音おんとともに彼女は地に落ちた。

「……我が主あるじに近づく者は、私が、許さない」

　声もなく崩れ落ちる千花に、蹴りを見み舞まったセーラー服の少女は無情に告げる。

「璃り堂どうさん！」

　ユイナの前で、紅あかいリボンの少女が鉄柵を手がかりに立ち上がる。

　咳せきこみ足をふるわせ、歯を食いしばりつつも、千花はリンと男を見据えた。

「どう、して……どうして、どう、して、こんな……お父、様……」

　あえぐ声が痛々しい。よほどのダメージを受けたか、立つのもやっとだ。

　ユイナは駆け寄ろうとした。その前に、地から宙から闇のヒト形が群れ集う。

「邪じや魔まだ！」

　凛り々りしく一声叫んでユイナが白銀のダブルブレードを横様に閃ひらめかせた。

　引き裂くように影〈フィギュア〉が裂かれる。

　だが数に勝るそれらに大きなダメージはない。再び集まりまた形をなす。

　その隙すきに千せん花かは無理やり体を起こし、リン目がけて右手を突き出し叫んだ。

「──　風撃〈トルメントゥム〉　──!!」

　鋭するどい突風の一いち撃げきが放たれリンを、

「!!!?」

　風は空を裂く。

　千花の目が見開かれた。リンがすぐ前にいる。驚異の速さで迫ったか強い瞳ひとみが間近に、

　次の瞬しゆん間かん千花の胸に強烈な掌しよう打だ!!

「……ッ!!　かは……、く………………ふ……」

　千花がゆっくり、落ちるようにその場にひざをつく。

　落ちる軌跡をリンの瞳が無情に追って──地に倒れた瞬間、彼女はユイナに向き直る。

　ざわり、とリンの周囲に影〈フィギュア〉がうごめく。

　少女は歩む。異い骸がいのものどももさらにうごめく。ユイナを、追いつめるように。

　ユイナは唇を嚙かんだ。汗がにじむ。千花が心配で集中が上う手まくできない。

　──不意に、慎しんとの戦いを思い出した。

　まだ一度。たった一度しか彼とともに戦いに挑んだことはない。

　けれどユイナの動きを見極め、タイミングをみはからった確かく実じつな攻撃と的確な命令〈オーダー〉…………言葉をかわさずとも、明確に戦せん闘とうの意志が通じていた。

　ユイナは光輝〈デュランダル〉の柄つかを握りつつ祈るような気持ちで思う。

　ここに彼がいてくれたなら。彼とともに、戦えたなら──




　　　　　　　４




　携帯を握りしめ、慎は大通りの歩道を走った。リュウトがその前を走っている。

　ユイナからのメールに気づいたのはつい先ほどだ。

　そこにはただ一語────『ソニエール堂』。

　だがそれだけで充分だった。それだけで目指すべき場所がわかった。

　二人は一心に走りつづける。夜道を走る彼らの前方、聖堂入り口の門が現われる。リュウトは無言でロープを飛び越え迷わず中に駆けこんでいく。だが慎は、一瞬ちゅうちょした。

　無為に無策に、敵の待ち受ける場所に入っていいものだろうか、と。

　だがリュウトひとりを行かせるわけにはいかない。なによりユイナがいるはずだ。

　刹せつ那な、慎は歯を食いしばった。勇気をふり絞る。

　彼はロープを乗り越え門をくぐりレンガの道を走った。走りながらリングを取り出す。

　大通りの灯あかりが背後に遠ざかる。車の音もにぎやかな生活音も遠くなる。代わりにのしかかる深い木こ立だちの闇やみが、慎しんを包んで視界を覆おおう。

　木立の間からそびえる聖堂の、巨大な黒い影かげが見えた。

「……千せん花か！」

　リュウトが前庭の手前で立ち止まり叫ぶ。

　慎はリュウトに追いつき────そしておぼつかぬ視界の中、見た。

「慎！」

　ダブルブレードをかまえたユイナがふり返り、自分の名を呼んだのを。

　離はなれた場所で芝しば生ふの上に倒れる千花を。

　聖堂の扉の前に立つ、着流しを着た誰だれかの姿を。

　そして、周囲に闇の異い骸がいどもを引きつれた、セーラー服の少女を。

　──ふと、慎は既視感を覚える。彼女に見覚えがある気がする。

　いや、こんな少女に会った覚えはない。なのにその強いまなざしと面おも立だちが──

「…………千花…………テ……メェ、なに、しやがったァッ!!」

　そのとき激げつ昂こうの声音でリュウトが叫んだ。

　彼は格子扉を蹴け飛とばすように開け広い前庭に駆けこむ。

　一いつ直ちよく線せんにオレンジレッドの髪の少年はセーラー服の少女目がけて疾駆する。

　だが急迫するリュウトに、少女は眉まゆひとつ動かさない。

　黒革のグローブをはめたこぶしを握り、彼女は、す……っとかまえ、

　と同時に電光のごとき速さのダッシュ！

「がっ！」

　いきなりリュウトが吹っ飛ぶ、

　寸前彼は腕で少女のこぶしをブロック、瞬しゆん時じに身をひるがえし回転、豪速の回し蹴り！

　壮絶な衝しよう撃げき音おんが響ひびき渡る。

　少女の高く上げたブーツを履はいた脚がリュウトの蹴りを止めていた。

　刹せつ那な、二人はにらみ合い────同時に身を引いた。

　リュウトが精せい悍かんな横顔に険しさを浮かべ、少女を凝ぎよう視しする。

「……誰だ、テメェ……」

　対する少女の表情も、微妙に変化している。

　先ほどまでは動揺のかけらも見せなかった彼女のまなざしが、迷うように揺れる。

「おまえこそ、誰だ。私には記き憶おくがない。だが……おまえは……」

　少女のつぶやきに、しかしリュウトは首をふると吐き捨てた。

「ハ、どうでもいい。テメェが誰かなんざ。どうせ問答無用でぶっ倒すだけからな！」

　彼の声に少女の瞳ひとみが平静を取り戻す。同時に周囲の影〈フィギュア〉がざわめいた。

　その様よう子すに、とっさに慎しんは前庭に駆けこんでユイナへ叫んだ。

「ユイナ、リュウトをサポートだ。周りの〝影〈フィギュア〉〟を先に！」

「わかった。慎！」

　ユイナが精せい彩さいある声で答えて走った。白銀の剣を手に。

　リュウトが胸元のチェーンを引きずり出し、リングをはめようとした瞬しゆん間かん、

　セーラー服のリボンをなびかせ少女が走りこぶしを見み舞まう！

　リュウトはとっさに手で払い流す、がつづけざまの速攻は止やまない。

　目にも止まらぬ素す早ばやい打だ撃げきと蹴けり、リュウトが受け止め受け流し防いでかわす。そこへ異い骸がいの影〈フィギュア〉が来る！

　少女の蹴りを喰くらわされる寸前、闇やみのヒト形どもがリュウトの背中目がけて────

「ィイヤアァッ!!」

　閃ひらめく白刃。

　かけ声とともに、ユイナが光輝〈デュランダル〉の柄つかを持ち大きくふり回した！

　起こる風と鋭するどい刃やいばの光に一気に異骸のヒト形が薙なぎ払われて塵ちりと化す。




　──慎は後方で、右手を握って左胸に当てた。

　目をつぶり周囲の物音を必死で脳裏から締しめ出す。

「……基盤構成─浄化の徴：篝火〈タエダ〉・性質─完体：球〈グロブス〉……」

　イメージ。イメージ。望む現象を明めい確かくにイメージ。それが〝言葉〟を導みちびく。

　彼は握ったこぶしを開いて前方につき出す。そして、

「ユイナ、リュウト！　目をつぶれ！　──火輪〈ファクス・ソリス〉──!!」

　叫んで頭上に激はげしく右手を突き上げた。

　瞬間、虚こ空くうに生まれるまばゆい爆ばく発はつのごとき輝き光こう──────!!




　刹せつ那な、闇がはらわれる。目を射る光に追われて異骸どもが一斉に退いた。

「くぅっ！」

　セーラー服の少女が両手を交差し顔を伏せた。リュウトが走る。

　風のごとき疾駆、強烈に地を蹴りつけ跡を大地に刻んで彼は跳ちよう躍やくし宙で────

　スピンと同時に凄せい絶ぜつな蹴りを放つ!!!!

「あぁああっ！」

　彼方かなたまで少女が吹き飛び芝しば生ふの上に激げき突とつした。

　慎の放った光で周囲が一気に明るくなる。視界が広がる。

　リュウトは聖堂の方角に目め線せんを写した。その瞳ひとみが、大きく驚きよう愕がくで見開かれる。

「え…………まさか、…………ま、さか……アンタ、璃り堂どう、高たか尚ひさ…………!?」

　その名に慎しんも、はっと顔を向けた。

　聖堂の、両開きの大扉の前────着流しの男が立っているのが見えた。

　だがこんなに視界は明るいのに、その輪りん郭かくはぼやけ、かすんだように不ふ確たしかだった。

「……来なさい。リン。遊びは終しまいである」

　────リン。

　その名を聞いたリュウトがさらに驚おどろきで目をみはり体をこわばらせた。

　凍りつく彼の横を、誰だれかが滑るように歩む。それはセーラー服の少女だ。

　頭上のまばゆい光が徐々に消えていく。再び闇やみが視界を浸食していく。

　きしむ音が響ひびいた。扉が静かに、内側に開いていく。少女、リンが、その扉の隙すき間まに入っていった。男はそれを見届けると庭の方角を見やり、穏おだやかな声で告げた。

「千せん花か。再び私に会わんと欲するなら祝祭の日を待て……使者を使わそう……」

　彼は身をひるがえす。ゆっくりと足音もなく。

　開いた扉の中へ男は進む。その背を闇に吞のみこみ扉が閉まる。

　──慎は、閉まり行く扉の陰に、二つの小さな黒こく灰はい色しよくの人ひと影かげを見た気が、した──

　重い重い響きとともに、大聖堂の扉が閉ざされる。

　闇と、静寂があたりに満ちた。

「……お、……お父、様……、待って……！　なぜなの、教えて、なぜ……！」

　静寂を引き裂く悲痛な弱い声が聞こえた。

　慎はふり向く。千花が胸を押さえ、ふらつきながら必死に身を起こしている。

「璃堂さん！」「千花！」

　慎たちが駆け寄り助け起こそうとする。だが千花は激はげしくその手をはらいのけた。

「は、なして……。いらない、助けなんていらない……ひとりで、立てる、わ……」

　歯を食いしばり彼女は立ち上がり、閉ざされた扉をじっと見つめる。

　こぶしを握り肩をふるわせ、心痛むような切ない悲哀をその美しい面おもてに浮かべて。

「く……！」

　急に彼女は胸を押さえ、ひざをついた。よほどのダメージを受けているらしい。

　リュウトが急いでその腕を取り支えようとする。

「オイ、千花！　しっかりしろ、だいじょうぶかよ！」

「……ほっておいてって……どれだけいえば、わかる、のよ……かまわないでったら！」

　先ほどよりも乱らん暴ぼうに、千花がリュウトを押しのけた。

「テメェ……強がるのもたいがいにしろ！」

　カッ、と頭に血が上った様よう子すでリュウトが荒々しく叫んだ。

「ひとりでやるってほざいたくせにこのザマか。みっともねえにもほどがあるぜ！」

「……助けてくれなん、て頼んでない、でしょ……！　ほうっておいてくれればいいの！」

「ほうっておいて無様に死ぬつもりか？　プライドと命とどっちが大事だよ！」

「プライドよ……誰だれかの助けなんか、借りるぐらいなら……喜んで死ぬわ！」

　千せん花かがいい放つ。恐ろしいまでの気迫だ。息は荒いがまなざしは炎のように強い。

　一いつ瞬しゆん、リュウトも火を噴ふく視し線せんで千花をにらんだ。

「……ハ、プライド？　違うな。テメェは認めたくないだけだ。いい加減認めろよ。ホントは自分でもわかってんだ。ちゃあんと知ってんだよテメェは！」

　彼は叫んだ。追い打ちの一言を、彼は石をぶつけるがごとく叩たたきつけた。

「自分が弱いのを！　テメェひとりじゃなんにもできねえってことをな！」

　なにかが炸さく裂れつした。

　リュウトが一、二歩、よろけて後ろに下がる。

　千花が唇を嚙かんで、リュウトをにらんでいた。その腕がふり抜かれている。

「……そんなにあたくしを弱くして、おとしめたいの……」

　リュウトは打たれた頰ほおを押さえもせず、じっと千花を見つめている。

　しかし千花はひるまない。挑むように彼を見つめ返し、彼女はいい放った。

「何度でもくり返すわ。あたくしはひとりでできる。たとえその結果命を落としたって、誰かに頼るぐらいなら死んだ方がずっとマシ。いいこと。あたくしには誰も、いらない……」

　千花は激はげしい、燃もえ盛る炎のごとき口く調ちようではっきりと、告げた。




「おまえも、あたくしには────必要、ないわ」




　その場は静まり返った。誰もが、氷の柱になったがごとく。

「……そうかよ」

　不意にリュウトが胸元からチェーンを引っ張り出す。強く引くとそれはちぎれて、

「ッ!!」

　投げつけられたなにかに、千花が顔をそむけた。それは地に落ちる。

　光る銀ぎん色いろのリング。守しゆ護ご士しであるリュウトの、〝神語の指輪〈デイ・ロタ〉〟だ。

「オマエはひとりでやれるんだろ。だったら──オレには、そいつは必要ない」

　オレンジレッドの髪の少年は背を向けた。そのまま彼は格子扉を開けて前庭を出て、ふり返りもせずレンガの小道を歩き去っていく。やがて彼の姿は闇やみに消えた。音も、消えた。

　沈ちん黙もくの中、千花は身をかがめてリングを拾い上げ、手のひらに乗せた。

　横顔しか傍はた目めからはうかがえない。その胸によぎる想おもいは誰にもわからない。

　そのリングを彼女は自分のチェーンにつけ歩き出した。あわててユイナが声をかける。

「璃り堂どうさん、手当てしないと！」

「ほうっておいて。大したことないわよ」

　彼女は歩いていく。臆おくすることなく前を見て、痛みなど感じたそぶりも見せないで。

　慎しんもユイナもどうすることもできなかった。ただ見送るしか、できなかった。

　千せん花かの姿も、木こ立だちの間を貫くレンガの小道を包む闇やみの彼方かなたに消えた。

　喧けん騒そうの余よ韻いんが消え、沈ちん黙もくが戻る。思わずほっと息を吐くと、慎はユイナに訊きいた。

「えっと。うん、ユイナの方は怪け我がないのか？」

「うん……あたしは、だいじょうぶ」

「そっか良かった。すげー焦ったよ。咲さき屋やに二人がどっか行ったって聞いてさ、心配で」

　いつしか月明かりが届き目も慣なれて、彼女の姿が見えるようになっている。

　ユイナは慎を見上げ、おずおずと口を開いた。

「……ありがとう、慎」

「ん？　いやそんな。おれ、なにもしてないし」

「でも、慎が光を作ってくれたから。来てくれて、良かった……」

　素直な感かん謝しやの言葉と一緒に、ユイナが安心したように優やさしくほほ笑えんだ。

　ふっと慎は心が温かくなる。彼女の笑みを見たのは久しぶりだった。

　離はなれていた心が、二人の距きよ離りが、また戻ってきたような…………そんな気がした。

　そのとき慎のポケットの携帯が鳴った。あわてて取り出し当てた耳に声が飛びこむ。

『あー、出た出た！　おい慎、どーしたんだよどこにいるんだっつの！』

「へ？　あー、なんだ洋ひろしか。なにいったいどうし、」

『なんどかけても通じないしさ～、咲屋さんが心配して電話かけろかけろってうわ！』

　突如そこへ誰だれかの声が割りこんだ。

『よけいなこといわないでよ浅あさ黄ぎくんてば！　あの、なにがあったの？　天あま音ねさんや璃り堂どうさんはだいじょうぶ？　羽は立だてくんの鞄かばん、こっちで預かってるから』

「うん、とりあえずだいじょうぶ。ごめん、いや悪かったってば。そっち戻るからさ」

　聞きなれた友人たちの騒さわがしい声に、慎は少しほっとする。

　遠ざけられていた日常はすぐそこにあって、自分を待っている。そんな気がしたから。

　電話を切って、慎はかたわらのユイナにいった。

「いったん戻ろうか。天上劇団〈ディヴァン・ギニョル〉にも報告しないとな」

　うん、とユイナは言葉少なにうなずく。

　二人は連れ立って聖堂を離れ前庭を出ると、レンガの小道へ踏み出す。

　鉄の格子扉を閉めながら、慎は背後をふり仰いだ。

　静寂に沈む大聖堂は、黒々とした巨大な姿で慎の頭上高くそびえている。

　それは影かげに見えた。すべてを覆おおう、不吉な禍まが々まがしい闇の影。

　──璃堂高たか尚ひさ。千花の父親の名が脳裏をよぎる。先ほどの光景もともに。

　リンを見たときのリュウトの驚おどろき。千花の悲痛な叫び。

　そして、高たか尚ひさの千せん花かに告げた言葉も──

〝……祝祭の日を待て……〟

　考えるべきことが山のように一気に増えて、あふれ出そうだった。

　慎しんは頭をふる。ユイナとともに、彼はその場を離はなれ歩き始めた。
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　秋の陽ひは沈むというより落下だ。携帯を手に慎は頭上を見上げ、そう思う。

　液晶の画面に表示された時刻は十九時前。なのに空もあたりもすでに夜の色だった。

　淡い街灯に照らされたゆるやかな坂道に、今日きようは三人の影かげが落ちる。

　慎とユイナ、帰る方角が一緒の香か奈な未みだ。

　学校にリュウトの鞄かばんはなかった。念のため彼の携帯に電話してみたが通話不能。どこに行ったのだろうと慎は不安になる。

「……ほんと、羽は立だてくん、小学校のときとは変わっちゃったなあ」

　歩きながら、ため息のように香奈未がいった。

「なんだよ、それ。前には全然変わってない、とかいってたような気がするけど」

「もちろん、全然変わってないとこもあるよ。のんき者で適当なとこ」

「もしもし？　それっておれがとっても無神経みたいに聞こえますですよ？」

「じゃあ良くいえば大らか。細かいこと気にしないいい性格ですねー」

「悪くいった場合を聞きたいよなあ、咲さき屋や」

　抗こう議ぎする慎を、香奈未はくすくす笑って見つめた。

　そしてふと、黙だまって歩きつづけるユイナにちらりと視し線せんを合わせる。

「でも変わったよ。以前の羽立くんは、女の子心配して飛び出してったりしなかったもん」

「ええ!?　あ、いや、あのこれはさ、その」

　弁解しかける慎に、なぜか少しだけ哀かなしげな響ひびきで香奈未は、いった。

「天あま音ねさん、羽立くんとつき合ってないっていったけど。なーんだ……噓うそだったん、だ」

　ぎくり、と慎とユイナが同時に硬直する。慎は思わずユイナの横顔を見つめた。

　ユイナは慎から目をそらしている。その唇が、開いた。

「つき合ってなんかない」

　強い言葉だった。その強さに慎は息を吞のむ。香奈未が驚おどろいたように瞳ひとみを見開いた。

「え？　だってそれ、どういう……ことなの」

「あたしこっちの道だから」

　ユイナが短くいった。気づけばいつの間にか、三人は慎の家の近くに来ていた。

　軽く会釈をするとユイナは向きを変え、二人から離れ歩いて行く。声をかけるのもためらわれるような早足で。拒絶の意志が闇やみに沈む背中に見える。

　香か奈な未みが戸惑う顔で慎しんを見上げた。

「羽は立だてくん？　いったい、どうなってるの？」

　慎は答えない。一いつ瞬しゆん間が開く。ふ、と軽く息を吐いて、彼は香奈未にいった。

「うん、まあ色々……事情があって。悪い、あんまり上う手まく説明できない」

「じゃあつき合ってないの？　彼女じゃないの？」

「ああ、それはホント。うん。別にそういうわけじゃないから」

　その答えにも香奈未は判断に困る顔だった。釈然としない、というような。

　ためらうように彼女は一瞬唇を嚙かみ、それからふと元気な声でいった。

「その、もし悩んでることあったらわたし、聞くよ？　役に立てるかどうかわかんないけど。あれこれ悩んで考えるなんて、羽立くんらしくないしね」

　そういって、じゃあねと香奈未は手をふり離はなれて行った。慎もうなずき手をふり返す。ユイナが消えていった方向へ香奈未の姿も遠ざかる。

　慎の上げた腕が降りる。その拍子にわずかに肩が落ちる。

　背を向け彼は歩き出した。すぐそこにある自分のマンションへ。

　そう、すぐそこにあるはずなのに、すでに濃こい闇に埋もれて見えない。ほんのすぐ近くに自分の帰り着く場所が、たどり着く場所が……あるはずなのに。

　胸にふさがる思いが足取りも重くする。その思いを彼は見つめる。

〝……つき合ってなんかない……〟

　突き放すような、そっけない言葉が脳裏によぎる。

　確たしかに自分たちはそんな関係じゃない。では、どんな関係だというのだろう。

〝主従〟？　だが身分なんてない現代に生きる慎には、いまひとつピンとこない。

〝パートナー〟？　けれど単なる協力関係でもない気もする。

　一いつ線せんを画すべき相手。いつか離れてしまうかもしれない相手。

　いつもそばにいるのに、決して深く思い入れてはいけない関係。

　悩むのが変なのだろうか。深く考える必要なんかない、あんな美少女と仲良くなれて毎日一緒にいられてみなにうらやまれて、それで…………それで、いい。

　とは、慎にはどうしても思えなかった。

　ではどう考えればいいのだろう。抱く悩みも感情も、言葉にも形にもできない────

　歩く彼の足が止まった。視線の先の植えこみの陰に人ひと影かげが見えた。

　弱い灯あかりに髪が輝かがやく。オレンジレッドの色に。

　リュウトだ。彼は植えこみを囲むレンガブロックの端に片ひざを抱えて腰かけている。

　ふてくされた子どもみたいな姿勢だった。なのに打ちひしがれたような寂しさが、その横顔に漂っている気がした。

　ふと彼がこちらを向く。慎しんの姿を見ると、彼は乱らん暴ぼうな声で吐き捨てた。

「ホンット、遅いぜ。なにしてたんだ……ってーか、なんかしょぼくれたツラだな」

「はあ!?　それはおれのセリフだ。電話にも出ないでどこ行ってたよ。つーかしょぼくれてんのはどう見てもおまえの方。おまえおまえおまえおまえ、お・ま・え、だっ」

「んだとぉ!?　オレのどこがしょぼくれてるんだ。適当なこといってんじゃねえよ！」

「見るからにしょぼくれてるっての。リング叩たたきつけるなんてなにブチ切れてんだよ。すっごい心配だったんだろ。こんなとこでがっくりしてるぐらいなら素直にそういえばいいじゃないか。ったくほんとにとことんつくづく芯しんから全身ガキだなおまえって」

「テ、テメェ……テメェこそなんか知らんが八つ当たりだろそれは！」

　リュウトは怒り心頭に発したとばかりに勢いよく立ち上がり慎に歩み寄った。

　しまったと慎は後悔する。殴られるかもおれ！　と身を固くしたとき、

「……クソ、そんなのどうでもいい。羽は立だて、ちょっとつき合え。鞄かばん置いてこいよ」

「はぁ？　なんだよ。こんな時間からどこ行くっていうんだよ」

　す、とリュウトの瞳ひとみが、細く鋭するどくなった。

「才さい木きだったか。アイツに訊ききたいことがあるんだよ。ついでにオマエにも……な」







　ユイナは走っていた。闇やみの中全力で、いつの間にか走っていた。

　永遠に走っていたかった。どこまでも走っていきたかった。

　この胸を押しつぶす、激はげしく強い痛みを見ないですむように────

　だが、彼女は不意に道路の真ん中で走りを止めた。

　そこは堤防沿いの道だった。いつもユイナが慎の家に向かうときにたどる道だ。

　前方に目をこらす。河か川せん敷じきに設置されたベンチが目に入る。

　誰だれかがそのベンチに座っていた。遠くて暗くて、人物の細部は判別不可能だ。

　だが、言葉にできないある予感がユイナの足を前に進ませる。河川敷につづくコンクリートの階段を駆け下りて人物に近づく。目が慣なれて、それが少女だというのがわかる。

　風に吹かれる長い髪と、なびく二つのリボン。桜おう菱とう中ちゆうの夏服のベストが見えた。

「璃り堂どう、さん……？」

　びく、と少女はふり返る。ユイナの姿を見とめ、リボンをゆらして彼女は立ち上がった。

「……ほんとにあなたって、よけいなところに来るのが、好きなのね！」

　気丈な声だった。厳きびしく誇り高く、弱みなどかけらもうかがえない言葉だった。

　なのにその声に────なぜかユイナは、かすかな悲哀を、感じ取った。
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　淡い間接照明に照らされた天上劇団のオフィスに、キーを叩たたく音が響ひびく。

　モニタに向かいキーを叩いているのは慶けい介すけだ。彼はときおりかかる電話に応対し、短い言葉でなにごとか話してまたモニタに向かう。

　時刻は十九時半を少しすぎたところだ。慶介の横で、慎しんが椅い子すに腰かけその様よう子すを眺めている。リュウトは隣となりで行ぎよう儀ぎ悪わるく椅子にまたがり不ふ機き嫌げんにそっぽを向いていた。

　キーを叩く音が止やむ。慶介が慎とリュウトに向き直って、いった。

「……報告をありがとう。境界標〈テルミヌス〉にも苑そのさんにも連絡した」

　はい、と慎は返事をする。先ほどの『ソニエール堂』の件だ。

　リュウトは無言。椅子の背に両腕を乗せ、慶介を観かん察さつしている。

　慎は彼に視し線せんを移す。リュウトは慶介に訊ききたいことがあるといった。だが彼は黙だまったままだ。訊きかねているのか、測っているのか…………。

「それで、自分に話があるとは」

　先に口を開いたのは慶介だ。物静かで穏おだやかな声の中に、鋭するどさがかいま見えた。

　リュウトはじっと慶介をにらむとおもむろにいった。

「アンタって歳としいくつだよ？」

「……十五」

「じゅうごぉ!?」

　慎とリュウトは同時に声を上げた。確たしかに見た目は少年だがその落ち着きある態度は、

「絶……っ対、羽は立だてとひとつしか違わないなんて信っじられねー……」

「ちょ、待てよ滝たき坂さか、それっておれのいいたいことなんだけど！」

「訊きたいのは歳だけか」

　思し慮りよ深ぶかいまなざしがリュウトに向けられる。リュウトは黙った。黙って腕の中にあごを埋うずめ、しばし間を開ける。それから彼は、いった。

「アンタ、どういう理由で〝門の王〈レクス〉〟に選ばれたんだ？」

「……理由？」

「オレは〝守しゆ護ご士し〟だからわかる。守護士は王を選ぶ、ある決定的な瞬しゆん間かんがあるんだ」

　──慎は、ユイナの告白を聞いたときのことを思い出した──

「コイツが紛れもなく自分の〝王〟だって。他ほかの誰だれでもない、世界に宇宙にいくらどれだけ人があふれていようと自分には……コイツしかいないんだっていう、瞬しゆん間かんが」

　慶けい介すけはリュウトと視し線せんを見交わした。その口が静かに開く。

「理由なんかない」「ウソだ」

　鋭するどくリュウトはいった。だが慶介は表情を変えない。

「なにを聞きたいか知らないが、参考にならないと思う。自分たちは特殊なケースだから」

「特殊？」

「そう。最良の組み合わせとして、自分たちは抽出された」

　慎しんとリュウトの表情に驚おどろきが走る。さらに慶介は言葉をつづけた。

「『高こう家け』の観み樹つきと〝境界標〈テルミヌス〉〟の実じつ験けんだ。ＤＮＡレベルから始まり、行動様式、身体能力、知能、思考、性格……それら要素を鑑かんがみ、相性のいい一組が選ばれた。正せい確かくには、クリスに合わせ素質ある人間が選ばれたというべきか。〝王〟の候補は他ほかにもいたから」

「け……ど、他に候補がいたならその中から選ばれた理由があるんじゃないのか!?」

「クリスとは初対面だった。あったとしても直感レベルで明確なものではないと思う」

　リュウトは黙だまりこむ。それへ慶介の黒い瞳ひとみが向けられた。

「どうしてそんなことを訊ききたい」

　逆に問い返されて、オレンジレッドの髪の少年は窮きゆうしたように目線をそらす。

「……わっかんねえんだよ。わっかんねえから、それを探すためにも訊きたいんだ」

　あらぬ方向を見つめてリュウトが口を開いた。慶介が重ねて問う。

「なにがわからない」

「〝王〟と〝守しゆ護ご士し〟はどんな関係か。〝王〟は〝守護士〟をどう思ってるのか……が」

　思わず慎はまじまじとリュウトを見た。自分と同じことで彼は悩んでいる。その身に使命と掟おきてを叩たたきこまれ、育ってきたはずの彼が。

「それは千差万別だと思う。君自身が選んだ〝王〟に問うしかない」

「それができねーから訊いてんだよ！」

　いきなりリュウトが大きな声を出した。その声の激はげしさに自分でも驚いたのか、彼は戸惑うように一瞬動きを止めた。

「……わりー。みっともない声、出した」

　だらん、と彼は椅い子すの背にもたれる。ふてくされたような仕し草ぐさだ。

　つくづく変なところで正直でわかりやすいヤツだなあ、と慎は思う。そのとき、

「自分たちは、選ばれると同時に選んでいる。お互いが、お互いの存在意義であるように……そう、自分は思っている」

　静かな声が答えた。慎とリュウトは、同時に慶介を仰ぎ見る。

「〝現世〟を守るための覚悟が……あるってことですか」

　慎が問いかけた。問いかけて、彼はうつむいた。言葉を探すように。

「おれ、まだ悩んでるんです。ユイナの〝王〟であることを選んだはずなのに、まだ迷ってる。自分たちの働きに、この〝現世〟の存亡がかかってる……なんて、途方もなさすぎて。怖いのかもしれません。おれにそんな大それた力があるのか、とか。でも、」

　慎しんはひざで両手を強く握りしめた。握った両手を見つめ、彼は言葉をつづけた。

「拒否して逃げたくはない。おれを守るっていってくれた彼女ひとりを戦いの中に置いて、自分だけ……逃げられない。だけど、不安なんです。自分たちの関係が。相手を信用して気持ちを預けて、この先ずっと一緒に戦っていけるのかって────」

　ふ、と慎は目を見開いた。見つけようとして見つからなかった、自分の気持ちの一端が見えた気がした。

「羽は立だて君。君と自分では出発点が違う。君が納得できる理由は、君の中にしかない」

　穏おだやかな、重みのある声音で慶けい介すけがいった。慎は口をつぐむ。

　不意に、リュウトがどこか遠くを見つめてつぶやいた。

「……あなたこそ、我が真の〝門の王〟。我が血、我が肉、我が魂──我が存在の全すべてはあなたのもの。あなたに仕え、あなたを守り、決して命を惜しまぬことを誓います……」

　それは誓いの言葉だった。〝境界守護士〈ディフェンソル〉〟が〝門の王〈レクス〉〟を選び、自分の王だと宣言するときの。

「オレはそう誓った。アイツの足元にひざまずいて、紛れもなくオレはオマエのものだ、望むままに意のままに、存分にオレを使え……って」

「……だが守しゆ護ご士しは王の所有物じゃない」

「そんなわけあるかよ！」

　慶介の言葉にリュウトは立ち上がり、激はげしい口く調ちようでいい返した。

「そんなわけあるか。守護士は王の所有物だ。誓いの言葉どおりなんだ。その覚悟でオレたちは選んだんだ。ソイツの命令なら死すら厭いとわない、身も心も命も捧ささげて戦う理由、守るべき〝世界〟そのものだって。それを酌くんで受け入れてくれなけりゃ」

　ぐ、とリュウトはこぶしを握りしめた。強く固く、骨が浮き出てふるえるほどに。

　食いしばった歯の間から押し出すような声で彼は、いった。

「……なんのためにオレたちは、存在するんだよ……」

　ガタン！　と彼は椅い子すを蹴け上あげるようにして身をひるがえした。

「お──おい、滝たき坂さか！　待てよ！」

　慎の制止も聞かず、彼はドアを激しい音で開けるとオフィスを出て行った。

「……追いかけた方がいいよ」

「え、は、はい。あの……すいません。ども、ありがとうございました」

　慎は慶介に頭を下げると、リュウトのあとを追いオフィスを飛び出して行った。

　その背中が閉まるドアの向こうに消えたのを見届けて、おもむろに慶介は立ち上がる。

　彼は薄うす暗ぐらいオフィスの中央に置かれたソファまで近寄ると、静かな声で話しかけた。

「……団長。オフィスで寝ないでください。ソファはベッドじゃありませんが」

　呼びかけに、ソファから寝ぼけたような声が上がった。

「ンー……ケイか。悪い、ひとりだと気楽でさ。風ふ呂ろもここにはあるし」

「生命維持に必要なのは風呂と睡眠だけじゃありません。食事してますか。苑そのさんのとこでも自分のとこでもいい、ちゃんとメシ、食いにきてください」

　わかったわかった、とその誰だれかはソファから起き上がる。

　九く条じようだった。寝ね癖ぐせ頭あたまの彼はポケットに両手をつっこんだ姿勢でだらしなくずり落ちそうにソファに腰かけると、首をそらして背後に立つ慶けい介すけを見上げた。

「守しゆ護ご士しは王の所有物じゃない……か。十五歳なら十五歳らしく、もっと熱ねつ血けつ直情径行にしたらどうかなあ、ケイ。あの滝たき坂さかクンみたいにさぁ」

「自分はそういう風に育ってませんから」

「老成もたいがいにしないと、早く老ふけるよ。ン？」

「……中身は年相応ですよ。それより、」

　慶介は謹きん厳げんな顔をさらに引ひき締しめ、低い声でいった。

「先ほど羽は立だて君からある報告を受けました。寝ながら聞いてたかもしれませんが」

「ああ、『ソニエール堂』の件ね。境界標〈テルミヌス〉はなンだって？」

「街の各所に設置してある監かん視しカメラには、異変をうかがわせる映像はないそうです」

「うーン……〝境きよう域いきの間あわい〟に隠れてタイミングでもうかがってるのかもな」

「苑さんがほどこした〝閉へい鎖さ〟の現象〈フェノメノン〉は、有効のはずです。向こうからはこちらの〝領域〟に出てこられないし、こちらの人間も不用意に侵入はできないかと」

「うン。そうだな。あちらのお招きを受けないかぎり……ね」

　九条はかすかな冷笑を浮かべ、つぶやいた。それきりオフィスに、言葉は消えた。







「ちょっと待てって！　滝坂！」

　雑居ビルの階段を駆け降りたところで、慎しんはリュウトに追いついた。追いついてその腕を取ると超絶不ふ機き嫌げんな顔がふり返る。

「……んだよ。もう用は済んだだろ」

「あーのーなあ。勝手もたいがいにしろよ。そっちがおれを連れてきたんだろ」

「わかったどうもサンクス。じゃな」

「だから待て！　このままでいいのかよ、おれもおまえもなにも解決してないだろ！」

　リュウトの足が止まった。慎は言葉をつづける。

「才さい木きさんがいっただろ。〝君が納得できる理由は君の中にしかない〟って。あれはおれだけに向けた言葉じゃない。おまえにだって……当てはまるんじゃないかな」

　リュウトは慎しんをにらんだ。にらみつつも、わずかにその瞳ひとみには逡しゆん巡じゆんがかいま見える。

「……ついてこい」

　乱らん暴ぼうな口く調ちようでそう命じると、彼はおもむろに歩き出した。慎も急いであとを追う。

　雑居ビルの並ぶ駅裏通りを抜け、レールを食はんで走る電車の音が響ひびくガード下をくぐり、真昼のごとき駅前の繁はん華か街がいへ出て人々の群れをかきわけて、二人は無言で歩きつづけた。

　やがて人通りが途と絶だえ街灯もまばらな坂道にさしかかる。そこを登りきり、リュウトは少し広めの公園に入るとさらに奥まで進んでいく。

　どこまで行くのかと慎が思ったとき、彼は遊具の並ぶ公園中央で立ち止まった。

　座れ、という風に近くにあるひとりがけのクマ型ベンチをリュウトはあごで指した。

　慎はそれに座る。リュウトは隣となりのパンダ型ベンチの頭に腰かけた。

　クマとパンダに座る二人の少年。なんとなく、間抜けな光景。

「……で、なにをどうしろッつーんだよ」

　ぶっきらぼうにいうリュウトに、慎は少し迷ってから口を開いた。

「才さい木きさんに〝選ばれた理由〟訊きいただろ。あれ、なんか意図があったんじゃないのかって思ってさ。おまえが、璃り堂どうさんを選んだ理由って…………いったい、なんだよ」

　リュウトは答えない。パンダの頭に腰かけ遠くをにらみ黙だまっている。

　不意に、がつ、とリュウトは地面を靴で蹴けっ飛ばした。それから、

「……黙って聞くか」

　とつぶやいた。慎がうなずくと、一いつ瞬しゆんためらうように口を閉ざしそして、

「九歳のとき──だったかな。アイツん家ちに初めて連れてこられたのは」

　リュウトは視し線せんを落とし、公園の砂場を見つめて話し出した。
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　暗い川かわ面もを見下ろすベンチに、二人の少女は座っていた。

　ベンチの端と端に腰かけ、少女たちは無言で流れる水面を見つめている。

　彼方かなたの鉄橋を電車が走りぬける。ゆらぐ水面に車窓の明かりが一瞬映り、遠ざかる。

「……帰らないの」

　ユイナがいった。その横で、千せん花かの紅あかいリボンと束ねられた髪が風にゆれる。

「ひとりで帰れば。そばにいてなんて頼んでないんだから」

　そっけない返事だった。むっとしたようにユイナが答える。

「そうする。こんなとこでいかにも寂しそうに情けなく座ってる人なんてほっとく」

「誰だれが寂しそうで情けないのよ。勝手に決めつけないでくれるかしら」

「どん底まで意気消沈してるようにしか見えない」

「……！　だ、だれがどん底で意気消沈よ!?」

　千せん花かは顔を赤くし立ち上がった。

「なによ、カレーが食べられなくてどん底まで落ちこむ人にいわれたくないわよ！」

「なっ……悔しいからって関係ない話持ち出すな。カレーの美お味いしさも知らないくせに」

「あっそうそんなにカレーが好きなら日本人止やめてインド人になれば？」

「ちがう！　子どもから大人おとなまで大人気の日本食はカレーだ！」

「これだから日本人の好みは未み熟じゆくでガキくさいのよホント始末におえないわよね！」

「さっきインド人になれっていったのそっち！」

　夜の川原でカレーについて大おお真ま面じ目めに喧けん嘩かをくり広げる美少女二人、

　という光景は間抜け以外のなにものでもなかったが当人同士はいたって真剣なのがさらに情けない。散々情けなくも熱あつい討とう論ろんを交わしたあげく、二人は荒い息で向き合った。

「……なんだか、ばかみたい……だと思う……」

「そ、そうね……真剣に馬ば鹿かみたいだわ……」

　千花は大きく息をつくと、フン、と肩をそびやかして怒りの残る声でつぶやいた。

「カレー好きなんて味み蕾らいの発達してない子どもの証拠よ。リュウトみたい。あいつもそういう単純な味が大好きなのよね。あたくしがどんなに手のこんだ食事を出しても、たまにはラーメンがいいとかカレー食わせろとかほんっと、わがままなんだから……まったく、」

　話すうちに怒りがつのってきたのか、千花の言葉はだんだんと加速していった。

「なにがひとりじゃなんにもできない、よ。誰だれがずっと面めん倒どう見てきてあげたと思ってるのかしら。好き勝手しかしないくせに文句と口だけは一人前で立派よね。あの馬鹿リュウト！」

「璃り堂どうさんて……実は面倒見、いいんだ…………」

「誰が面倒見いいのよ！　あんなヤツの面倒なんて本当は見たくもないんだからっ！」

　怒りにまかせて叫ぶ千花に、ユイナは真剣な口く調ちようで訊きいた。

「そんな風にいうくせに……彼の申し出を受けて〝王〟になったのは、なぜ」

　ユイナの言葉に千花の表情がふっと色を失う。

「……そんなこと訊いてどうするのよ。じゃあ、あなただってどうしてあんな〝普通〟の人を選んだわけ？　そっちの方がずっとずっと不ふ思し議ぎよ」

　きついまなざしがユイナに向けられる。尖とがる声がさらにつづいた。

「あなた方のことはこっちに来る前に調しらべたわ。『高こう家け』預かりじゃない守しゆ護ご士し。『高家』出じゃない一般人の王……全部なにもかもイレギュラーな組み合わせの二人だって」

「守護士を拒絶する王も、自分から守護士を降りる守護士も、イレギュラーだと思う」

　ユイナの反論に、千花が押おし黙だまり口をつぐむ。そこへぽつりとユイナがつぶやいた。

「いったん王を選んだなら、たとえリングをはずしても二度と他ほかに王は選べない。次代の守護士に神語の指輪〈デイ・ロタ〉を継承するまで、守しゆ護ご士しの王はただひとり……」

　ユイナが胸元に手を当てた。そこに下がるリングを確たしかめるように。

「あたしはこのリングを死んだ父さんから託された。守護士の血脈にずっと受け継がれてきた、大切な物だって。けど……彼はあんなに簡かん単たんにはずした。それはどうしてだと思う？」

「それだけあいそがつきたんでしょ、あたくしに。こちらには好都合だわ」

「違う。璃り堂どうさんが彼を拒絶したからだ！」

　ユイナは身を乗り出し、強い語ご調ちようで千せん花かにいった。

「王になるのを選んでおきながらなぜ彼を拒絶するの。それがあたしは知りたい！」

「だから、それこそ訊きいてどうするのよ」

「あたしが〝守護士〟だから」

　ユイナは声に強い想おもいと力をこめ、言葉をつづける。

「〝王〟はどんな気持ちで〝守護士〟を受け入れてるのか。拒絶するならどんな理由か。いつか……離はなれるときがくるとしても……それでもそばに……いられるのか」

　ユイナは口を閉ざす。長い長い無言の時が少女二人の間に流れる。

　やがて千花が、不意に口を開いた。

「あたくしの父──さっき会ったわね。璃堂高たか尚ひさよ──は〝門の王〈レクス〉〟だったわ。そしてリュウトの母親、滝たき坂さかリンは、父の〝境界守護士〈ディフェンソル〉〟だった……」

　ぎゅ……と千花は、受けた怪け我がが痛むのか、胸を押さえてうつむいた。




　距きよ離りを隔てて場所を違たがえて、少女と少年が同時にあるひとつの告白を、始める。
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「……クソッタレなヤツ」

　それが第一印象だったと、リュウトは話し出した。

「母さんが死んだ年に、オレは璃堂の家に連れてこられた。年ねん齢れいもちょうどいい。保護者もいないならいい機き会かいだって。ナニがいい機会だっつの。母さんが死んだことがかよ？　オレはそのときから、『高こう家け』ってのがものすごく、気に食わなかった……」




　──連れてこられる最中、オレはずっと暴あばれてた。

　最後にはゴツい黒服の大男に拘こう束そくされて、バカでかいお屋や敷しきの庭に座らされた。そのとき縁えん側がわから見下ろしてたのが先代当主の高尚──さっき会ったよな──とその娘。

　それが、千花だ。

　確たしかにお綺き麗れいな顔してた。着てる着物は上等で髪もつやつやで。一点の曇くもりもないって比ひ喩ゆはアイツのためにあるんだろうって思えるぐらいの。

　けどすごい冷たい目でオレを見てた。ゴミを見る目つき？　思い出しても腹が立つ。

　アイツの親おや父じがオレを見て〝これがリンの子か〟って訊きいた。黒服がそうだって答えた。

　オレはできる限りの罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせた。そしたらアイツがいったんだ。一言。

『おまえは犬？』

　オレは絶句した。たたみかけるみたいにアイツがいった。

『無礼にもほどがあるわね。吼ほえるしかできないのなら、ケダモノ以下だわ』

　うるせえよバカ。ってオレはいい返した。なのにアイツはすました顔で、いった。

『お父様。あたくしにこの犬をちょうだい』

『……しつけられるのか。千せん花か』

『犬一匹しつけられないなら、璃り堂どうの娘ではないわ。そうでしょう、お父様』

　ざけんな、クソッタレ！　誰だれがオマエの犬なんかになるか！

　って叫んだのに、アイツは冷たい目でオレを見て、父親と一緒に家の中に入っていった。

　そのときオレは決めた。心の中で。

　いつか絶対泣かしてやる。あのお綺き麗れいな顔を、ぐしゃぐしゃに歪ゆがませてやる──って。







「与えられる前に、自分で選んだの」

　それが千花の第一声だった。

「お父様の守しゆ護ご士しだった人の子が家に来る──彼にあたくしを〝王〟として選ばせるつもりだってことは、気づいてたわ。そのためにあたくしは生まれ、教育されてきたんだもの」

　千花はじっと、暗い水面を見つめていた。

「お父様の心には、いつもあの人のことがあったわ。あたくしを産んだ人はいたけれど、その人を家に入れはしなかった。あたくしはお父様の娘でなく、〝現世〟を守るための道具として生まれてきたの。それが、あたくしが存在する意味……」




　──彼との初対面は、九歳の年だった。

　父にいわれて庭に出たの。そこで見たのは、父の部下に押さえつけられそれでもふりほどこうと必死に抗あらがっていた彼の姿だった。

　顔立ちは悪くなかった。けど、粗そ暴ぼうで、野蛮で、口が悪くて、礼れい儀ぎも知らない。

　相手が誰であろうとところかまわず牙きばを剝むく狂犬みたいに見えたわ。

　これがあたくしの存在を肯定するための相手？　こんな乱暴で礼儀知らずの少年が？

　失望したわ。嫌悪もした。軽けい蔑べつして不快に思って………………なのに。

　なのに同時に、目が離はなせなかった。

　荒々しい無む垢くな魂。臆おくすることなく歯向かい爪つめを牙きばを突き立てる、粗野で純なる存在。

　父のいうがままに、父に気に入られるために、完かん璧ぺきな〝璃り堂どう家けの娘〟としてふるまおうと必死で努力してきた自分とは全然、違う…………。

『この犬をちょうだい』

　あたくしはいったわ。お父様に与えられる前に自分で選ぼうと────決めたの。







　パンダの頭に腰かけたまま、リュウトは話しつづけた。

「って思ったけど、アイツ半端じゃない気の強さでさ。〝泣く〟なんて死んでもありえねえってことをすぐ思い知ったよ」

　彼はふてくされた顔で、いった。

「いつでも〝リュウト、リュウト〟って呼びつけて、あとを追っかけられて一緒に勉強させられて〝こんなこともわからないの馬ば鹿か犬いぬ〟って罵ば倒とうされた。口くち喧げん嘩かも取っ組み合いの喧嘩もした。でもアイツ全然引かないで、絶対エラそうな態度を崩さなかった……」




　──いつもの、原因なんて忘れたぐらいの他た愛あいもない喧嘩だった。

　アイツがオレにつっかかって、オレがキレて。いや、オレが先だったか？

　どっちでもいい、とにかくいつものように喧嘩が始まったんだ。

　口喧嘩から平手打ちが出て、こぶしが出てつかみ合いになって、オレが…………、

　そう、オレが力いっぱいアイツを突き飛ばした。

　そしたらアイツは柱の角にぶつかって側頭部を打って、そのまま……倒れた。

　初めは、からかってるのかと思った。でもこめかみが切れて血が出てて。意い識しきがなくて。

　真まっ青さおだったと思う、オレは。パニックになりかけて抱き起こそうとして、気づいた。

　アイツの体には全然力がなかった……細くて、軽くて。

　いつも喧嘩腰で威圧的でエラそうな態度のアイツからは、考えられない弱さだった。

　そのとき、アイツが目覚めた。自分の様よう子すに気づいてアイツなんていったと思う？

『誰だれにもいわないのよ』

　…………って。

『お父様に知られたら、おまえどんな目にあうと思う？　いいこと。これはあたくしが勝手に転んで怪け我がしたの。絶対に誰にもいってはダメ。これは飼い主としての命令よ！』

　白い頰ほおに血を伝わせて、アイツは……すごい強い口く調ちようで────命令、したんだ。







　千せん花かは自じ嘲ちようの笑えみを浮かべて言葉をつなげた。

「そう彼にはいったけど、本心は違う。お父様に知られたくなかったの。彼と喧けん嘩かして怪け我がしたなんて知られたら、絶対にもう彼に近寄らせてもらえないって……思ったの」

「どうして。逆じゃないの。娘に怪我をさせたって」

「お父様はそんな人じゃなかった。あたくしに彼を従える力がないってみなす人よ」

　千せん花かはかすかに笑った。投げやりな、自じ暴ぼう自じ棄きの笑いだ。

「うわべは平静な様よう子すで彼に接してたけど、〝あの人〟の子どもだからお父様はいつだって彼をすごく気にかけていたわ。なにかにつけて彼の様子を訊きいてきたもの。〝あの人〟に似た男の子。お父様がずっと忘れられないでいた人の……忘れ形見」




　──それから、彼は前みたいにあたくしと真っ向から喧嘩なんてしなくなった。

　また本気を出したら怪我をさせる、なんて思ったんでしょうね。

　すごく悔しかった。もっと自分が強くて、男の子なら良かったのにって思ったわ。

　教養のための芸事の他ほかに、武道も習った。必死になって勉強もした。

　完かん璧ぺきに、誰だれより完璧になろうって決めた。あの人の子どもの彼には負けたくなかった。

　お父様の要望にかなう人間は、あたくしだって証明してみせるって──







　公園の中央にそびえる大木の梢こずえが、風にゆれた。

　ざわ、と強い風にあおられて、まるで嵐あらしの前触れにも似た音を奏でた。

「……たぶんオレは、自分をモノみたいに勝手にあつかう『高こう家け』や、なにかにつけて押さえつけようとする大人おとなたちへの怒りを……アイツにぶつけてたんだ。アイツはオレの壁かべだった。やり場のない憤いきどおりを受け止めてぶつけさせてくれる、明めい確かくな強い存在だった……」

　彼はうつむいた。砂場を照らす弱い灯あかりの中、その顔は陰になり隠れて見えない。

「でも、アイツは思ったよりずっともろくて壊こわれやすいんだってわかった。だからオレは、アイツがオレを怒っても居い丈たけ高だかに犬呼ばわりしても、前みたいに接するのができなくなった。やがて避けてるのがわかったか、アイツはオレを顧かえりみなくなって……そんなとき」

　リュウトは昏くらいまなざしで頭上を見上げた。

　いつしか薄うすい雲が風に流され夜空を覆おおい、星の光を閉ざしている。

　暗い空だった。光のない空だった。その空へ吐き捨てるようにリュウトはいった。

「……〝ヴィジョン〟を見た」




　──知ち識しきがあっても、アレはとんでもないおぞましさだった。

　悪夢の中に、千花が出てきた。その悪夢の中で……アイツは……。

　……思い出したくない。オレは、自分じゃ小心者でも臆おく病びよう者ものでもないつもりだった。

　けどあんなにおぞましい光景がこの世にあるなんて、思わなかった。

　オレは眠れなくて苛いら立だちがつのって、けれどその苛立ちをぶつける相手がなかった。

　だからオレは外で喧けん嘩かをくり返すようになった。通ってた小学校の上級生だけじゃない、街中で中学生ともひどい喧嘩をした。

　誰だれもオレを止められなかった。いま思うと心底バカだって思う。でもそのときの、オレの中の狂気の嵐あらしみたいな名前のない衝しよう動どうは、自分でもどうしようもなかったんだ。

　そんなある日の────ことだった。







「彼が高校生のグループに連れて行かれたって、報告が入ったの」

　千せん花かはベンチから立ち上がった。川べりに近づいて堤防の手前で立ち止まる。

　風が強くなる。空にはいつしか薄うすい雲がかかって、月も星も隠していた。

「十一の歳としだったわ。その頃ころ、彼があちこちでひどい喧嘩をくり返しているのは知ってた。街中でも評判になりかけてた。なんとか止める手立てを探してたわ。自分だけの力でどうにかしようって。でも彼はあたくしと顔を合わせようとしない。ただ避けるだけだった……」




　──そのグループが、暴ぼう力りよく団だんと通じてるのを、知った。

　ちょうどお父様は仕事で家にいなかった。なんとかできるのは自分しかいない。

　ううん、取ろうと思えばお父様に連絡はできた。

　でも……あたくしはしなかった────なぜなら、







　リュウトは立ち上がる。

　くる、とふり向き、パンダの背を蹴け飛とばすように足を乗せた。

「あれは中学生をカツアゲしてた高校生の連中に喧嘩売ったときかな。その頃もう近場じゃ相手になるヤツいなかったから、喧嘩できるなら誰でもいいって勢いで乱入してったら」

「たら？」

「たら、さすがに小学生のガキと高校生じゃなー。リーチも身長も全然違うし数も多かった。しかもそいつら暴力団のパシリっぽくて場ば慣なれもしてて……」

「つまり負けたと」

「黙だまって聞けッつーんだ死ぬかテメェ！」

　すごまれて慎しんは急いで口をつぐんだ。どうも彼にはついつっこみたくなる。

　そんな慎をにらむと、リュウトはまた言葉をつづけた。

「で、どっかの人ひと気けのない廃屋に連れこまれた。そこでボコボコにされてズタボロになって、抵抗のしようもなくなって死ぬかもって思ったときだった……」




　──いきなり錆さびて傾いた扉が開いて、綺き麗れいな、良く通る声が響ひびいた。

『命令よ、いますぐ彼を放しなさい』

　すぐわかった。アイツだって。

　ものすごいバカだって思った。こっちはデカイ高校生十人近く。暴ぼう力りよく団だんと通じてて、半殺しどころか全殺しだってしかねない奴やつらばっかり。

　そんなヤツらの前に小学生の女の子たったひとりだぜ？

　アイツの親おや父じの部下に命じたらいくらだって加勢が来たはずだ。いや、居場所がわかってんなら素直に警けい察さつに通報すりゃいいのにっても思った。

　けどアイツはひとりで真まっ直すぐ高校生たちの前にやってきて、またいった。

『聞こえなかったの？　あんたたちが押さえつけてる彼を放せっていったのよ！』

　超エラそうに。超ちよう傲ごう慢まんな態度で。その命令が通用して当然だって口く調ちようで。

　当然高校生たちは鼻で笑った。ひとりの、血があり余ってるバカ野郎が前に出て……、

　いきなりアイツを平手打ちした。

　前触れなんてなかった。アイツは吹っ飛んだ。吹っ飛んで床に激はげしく倒れた。

　ヤツらはそんなアイツを見て笑った。コイツは璃り堂どうの娘だ、捕まえて脅して金を取るのはどうだとか、いや殴り倒して放り出すのはどうだとかって散々あざ笑った。

　誰だれかが倒れたアイツの姿を見て、下げ卑びた品のない笑いを浮かべていった。

　ただ放り出すんじゃつまらない。その前に─────────

　オレはぞっとした。そのときは意味なんかわからなかった。

　けど奴らの下品な笑いの底にある、目も背けたくなるほどの黒い悪意だけはわかった。

　瞬しゆん間かん、オレの脳裏に〝ヴィジョン〟がよぎった。あの悪夢が目の前の光景と重なった。

　オレは暴あばれた。全力で暴れた。必死で押さえつける腕と足をふりほどこうとした。

　でもびくともしなかった。あいつらの嘲ちよう笑しように絶望で視界が暗くなった。そのときだ。

『……これだから頭の悪い、力だけで能のない人間は、だいっ嫌い……』

　声がした。高校生たちの笑いが止やんだ。

　アイツが立ち上がったんだ。綺麗な顔をはらして、口の端から血を流して。

　その足はふるえてた。細い肩もふるえてた。唇もふるえてた。

　それでもアイツは立った。立って、見下す口く調ちようで、いったんだ。

『知らないのね。父はおまえたちが関係してる暴力団と取り引きがあるのよ』

　デカイ図ずう体たいの高校生たちが一瞬、黙だまった。アイツはかまわずつづけた。

『警けい察さつを呼んで父の部下を呼んで、おまえたちのこんな行動が〝上〟にバレたら？　高校生の下っ端と璃堂の家と、どっちを取ると思うの。いい、一時間経たってもあたくしが彼を連れて戻らなかったら、警察に通報するよう命じてあるの。さあ、どうするつもり！』

『その前におまえら二人、ぶっ殺せばいいだろが！』

『本当に馬ば鹿かね。そのときこそおまえたちも間違いなく死ぬのよ。簡かん単たんに楽に死ねると思わないでよね。あたくしを失って父がどんな復ふく讐しゆうをするかすごく楽しみだわ！』

　その言葉に蒼そう白はくになった高校生たちに、アイツが静かに告げた。

『取り引きしましょう。そこで這はいつくばってる彼は、あたくしの犬なの。父にこんな騒さわぎが知れたら、彼は処しよ罰ばつされるわ。でも彼はあたくしの所有物。父といえど勝手にされるのは絶対にゆるせない。だからおまえたち、彼を放していますぐ立ち去って。そしたら、あたくしは警けい察さつに通報しない。父にも報告しないって約束するわ』

　最後に、アイツはまるで打ち据えるように、誇り高い気迫にあふれた声で、いった。

『警察や大人おとなの介入が入らないいまならまだ、子どもの喧けん嘩かですむわ。だからあたくしひとりで来たのよ。さあ、これが最後のチャンス。彼を放してなにもなかった顔をしてここを出ていきなさい。他ほかにおまえたちに選択肢はないわ。いいこと、これが唯一絶対の命令よ！』

　長い間だった。すごく、長い間に感じた。

　ヤツらは黙だまってアイツをにらんでた。アイツも、絶対に目をそらさずにらみ返してた。

　……いきなりオレの体に乗ってた重みが消えて、急ぎ足で立ち去る気け配はいがした。

　ヤツらが出て行って錆さびた扉が派は手でな音で閉まって、オレとアイツだけになって────

　オレは、意い識しきが遠くなりかけた。だがその前にアイツが駆け寄ってきた。

『逃げるわよ、早く！　歩けない？　馬鹿、根性で歩きなさいよね！』

　逃げる？　なんで、助かったんじゃないのか？

　けどアイツは答えずに、綺き麗れいな服が血と泥で汚れるのもかまわずオレを助け起こした。

　廃屋の裏口から転がり出て草むらに倒れて、そのときやっとアイツがいった。

『全部、ハッタリだから。あいつらの脳みそが足りなくて助かったわ』

　ハッタリ？　オレはもうろうとする意識の中で聞き返した。

『暴力団と取り引きなんてあるわけないでしょ。あのままならおまえの行為は、あいつらが璃り堂どうの家につけいる弱みになったのよ。それぐらいなら父はおまえを見殺しにしたはずだわ。だからあたくしは誰だれにも頼らないで、自分でおまえを助けなければならなかったの』

　なんで、そんなことしたんだ。

　なんで、そんな必要があるんだ。

　助けになんかこないで、こんな危険を冒さないで、見捨てれば、良かったのに。

『馬鹿ね。あたくしはおまえの主人、おまえの飼い主よ。主人には主人としての責任があるんだから。上に立つ代わりに、保ほ護ごして守るっていう責任が』

　アイツは真まっ直すぐオレを見た。すごく綺麗な瞳ひとみで、貫くようなまなざしで。

　血で汚れ泥で汚れ、殴られた跡で頰ほおをはらして、なのに誇り高い顔で、命令しなれた傲ごう慢まんで高たか飛び車しやな声で、はっきりとアイツは……いったんだ。

『忘れないでよ。おまえはあたくしの犬。あたくしが自分の意志で選んだ、あたくしだけの所有物よ。他ほかの誰だれにも好き勝手になんて、絶対に、絶対にさせないんだから！』

　アイツがいいきったその瞬しゆん間かん、オレは、知った────







　リュウトはいった。

「アイツはまさしく〝君くん臨りん者しや〟なんだ。オレの抱く絶望も、他のどんな醜みにくい薄うす汚ぎたない暗さも、必ずその強さで跳ねのけて道を示してくれるヤツなんだって。アイツがなにを考えてオレを助けたのか、本当のとこはわからない。けど、そんな本当の動どう機きなんざどうだっていいんだ。そんなこと、全然大した問題じゃないんだ。だって」

　ここではない、遠いどこかにいる誰かに伝えるような声で、彼はいった。

「だってオレは選んじまったんだから。アイツが、オレを助けるためにやってきたあのときに。デカい高校生相手に、ふるえながらも一歩だって引かなかったあのときに。傲ごう慢まんな口く調ちようで、オレがアイツの所有物だって宣言したまさにあのときに……オレは、選んだんだ」

　彼は空を見上げた。月もない星もない、真まっ暗くら闇やみの夜空を見上げた。

　けれど、まるでそこに光があると確かく信しんするように、彼は見上げて宣言した。




「アイツこそが、オレの〝王〟。すべてを捧ささげ、そのために戦うただひとつの理由。なによりもオレが守りたい〝世界〟そのもの────なんだって」




　返る言葉はなかった。つづく言葉もなかった。

　ただ、公園の木々をゆらす風の音だけが聞こえた。

「……おまえ、わかってるじゃないか」

　ぽつり、と慎しんがいった。空を仰いでいたリュウトが慎を見下ろす。

「それが本当の気持ちなんだろ。璃り堂どうさんがたとえどう思っていようと、彼女こそがおまえの〝王〟、守りたい相手で戦う理由だって、ちゃんとわかってるじゃないか。だったらその本当の気持ち伝えてさ、〝神語の指輪〈デイ・ロタ〉〟返してもらってこいよ」

「……できるわけねぇだろそんなの。それにアイツがオレのリング、持ってるかどうか」

「持ってるよ、ちゃんと」

　力強く、慎は答えた。だがリュウトは返事をせず、大きく息を吐くと向き直った。

「オレの話はこれで終了だ。で、今度はオマエに訊ききたいことがある」

「なんだよ」

「ずっと訊きたかったんだ。前まえ知ち識しきもなくて教育もされてなくて覚悟もなかっただろう〝普通〟のおまえが、なんで〝王〟になるのを受け入れたかって……な」

　慎しんは彼を見上げた。真正面から自分を見つめ、答えを待ち受けるリュウトを。

「それは……うん、そうだな……」







　鉄橋を走る電車の音が遠ざかる。余よ韻いんが消えて戻る静寂に、千せん花かの声が流れた。

「……本当はわかってたの。お父様が切り捨てるなら、あたくしだけだって」

　哀かなしい響ひびきが風に乗る。風に乗り、川の流れへ消えていく。

「あたくしは、父に認められたかった。単なる道具としてでもいい、〝おまえはこの場所に存在していい〟っていう確たしかな言げん質ちが欲しかった。自分ひとりで彼を助けたのも、『高こう家け』の娘、王たるにふさわしい資質があるって、父に示すためよ」

　千花は嘲あざける口く調ちようでそういうと、背後のユイナをふり返った。

「本当はあたくし、王と守しゆ護ご士しの存在を否定しているの。だってなにかに仮託しなければ守れない〝現世〟なんて、守護士に掟おきてと義務を負わせ〝王〟という存在を選ばせて、自分の行為に理由を持たせなければ守れない〝世界〟なんて……守る価値があるのかって。でも、」

　少女はユイナを見つめて、いった。蔑さげすむ言葉でありながら、どこか哀しい響きの声で。

「〝王〟となって〝現世〟を守る。それがあたくしが生まれ、存在する意義。それを否定したなら、あたくしが生きる意味も理由もないわ。そうよ、あたくしが彼の〝王〟になったのは、ただそれだけの理由よ。だから〝王〟になって超常の力を手に入れれば、」
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　一いつ瞬しゆん──ほんの一瞬、千せん花かはわずかに唇を嚙かんだ。

「彼なんて……いらないのよ」

「そんな！」

　ユイナは思わず立ち上がって叫んだ。信じられないというように首をふる。

　だが千花はそんな彼女にかまわずに逆に問い返してきた。

「次はあなたの番よ。なぜ彼を選んだの？　特に秀でているわけでもない、『高こう家け』育ちでもない、知ち識しきもない覚悟もおそらくなかっただろう──あんな、〝普通〟の人を」

　ユイナは黙だまった。

　不ふ思し議ぎな色に輝かがやく瞳ひとみで千花を見つめると、ユイナは口を開いた。

「……それは、」







　慎しんとユイナは話し出した。

　選ばれた理由を。選んだ理由を。決意した理由を。

　忘れかけて、見失いそうになっていた、自分の気持ちを────

　慎はいった。

「彼女は、いってくれた。〝彼のそんなありふれた普通のところがいいって思った。彼こそが守るべき日常の象徴なんだって、思った〟……って。だからおれは、いったんだ」

　ユイナはいった。

「……彼こそが守るべき日常の象徴なんだって、思ったから。そしたら、彼はいってくれた。一方的に守るとか守られるとかそんな関係じゃなくて……」

　二人は遠く離はなれた別々の場所にいた。

　なのにその言葉は、まさしく同時刻に、重なった。

「〝一緒に戦うために、おれは……君の、〝王〈レクス〉〟になるよ〟……って」







　千花は、黙ってそれを聞いていた。

　ユイナが話し終わっても黙っていた。闇やみに包まれた足元を見つめ、ただ立っていた。

「……一緒に戦おうだなんて弱いのよ。ひとりじゃなにもできないって証拠だわ」

　ぽつ、と彼女はつぶやいた。むっとしてとユイナがいい返そうとしたとき、

「でも、その弱さを正直に認められるのが……強さなのかもね」

　小さな声が聞こえた。乗り出しかけたユイナの動きが止まる。

　千せん花かは目め線せんを上げると、挑むように強くユイナにいった。

「それでもあたくしは、あたくしのやり方で戦うわ。ひとりで充分よ。誰だれかに守られるなんて我慢がならない。ましてや助けてもらうなんてごめんだわ」

「どうして……」

「あたくしは自分のことしか考えられないの。自分の存在する理由のために、〝現世〟を守る道具としての自分を全まつとうするためだけに戦うわ。それに……〝異い域いき〟に与くみする父を倒すなら、娘であるあたくしが責任をもってすべきよ。他ほかの誰にもさせないわ」

　千花は彼方かなたをにらんだ。強い覚悟と悲壮な決意がそのまなざしに見えた。

「リン……『ソニエール堂』で会ったあの少女は、父の〝守しゆ護ご士し〟だった人よ。でもとうに死んでいるの。三十歳でね。だからどう考えてもおかしいわ」

「じゃあ、あのリンっていう人は……璃り堂どうさんのお父さんの」

「実体化された虚妄なのは確かく実じつね。一ヶ月前、あたくしは単独で桜おう菱とう市しまで調ちよう査さに来て〝異域の輩はい流りゆう〟と接触したのよ。必死に戦って、でも怪け我がを負って追いつめられて……そのときあたくしを囲む〝異域の輩流〟の中に、父とリンの姿を見たわ。もうあのときには、父は……」

　千花は、ぎり、と唇を嚙かんだ。こみ上げる思いをこらえるように。

「本当に馬ば鹿かだわ、お父様は。私心を捨て責務を選び、あたくしを〝現世〟を守る道具にしておきながら、結局は自分の感情に負けたのよ。……あたくしは、絶対にそうはならない」

　ユイナは息を吞のむ。彼女の語る決意に返す言葉もない。そこへ千花はいい放った。

「いい、天あま音ねさん。どうせ〝天上劇団〈ディヴァン・ギニョル〉〟が介入するんでしょうけど、こちらはひとりですべて片づけるつもり。絶対にあたくしの邪じや魔まだけはしないでね」

　いい捨ててて、千花は身をひるがえした。紅あかいリボンと長い髪をなびかせて。

　だが、ユイナは口を開いた。引き止めるようにその背に叫んだ。

「自分のことしか考えない人がひとりで戦おうなんて、おかしい」

　千花の歩みが止まる。さらにユイナは必死に、いいつのった。

「あなたのいった理由が本当なら、〝王〟として選ばれただけで満足して終わるはず。守護士に守ってもらって誰だれが傷つこうが気にも止めないはず。でも、あなたはそうじゃない。ひとりで戦いに挑んで、たとえ傷ついても自分だけで解決しようとしてる」

「天音さん……？」

「どうして彼にいわない。一緒に戦おうって。誰かと助け合って頼り合うのは、〝弱さ〟の証拠じゃない。それは……それは、」

　ユイナはいった。真まっ直すぐ、千花へ向けて。自分にも向けて、その言葉を。

「〝信頼〟の証あかしだって、あたしは、思う」

　強い、一いち途ずな思いを乗せた言葉が響ひびいた。千花は目をみはる。

　しばし二人の少女は見つめ合う。言葉にならない思いを交わし合うように。

　ふっ……と千せん花かがほほ笑えんだ。哀かなしげな色がその面おもてによぎって消える。

「もう遅いわ。彼はあたくしにリングを投げたんだもの。あたくしに自分は必要ないって。あたくしも選んだわ。ひとりで戦うことを」

「でも！」

「でも、あなたのその言葉は覚えておくわ。……先に帰ってて。あとから必ず戻るから」

　誇り高い彼女は歩き出す。今度こそ、ふり返りも立ち止まりもせずに。

　遠く闇やみの彼方かなたへ。たったひとりで歩むと決めた道へ、向かって────







　慎しんの話を、リュウトは黙だまって足元を見つめて聞いていた。話が終わっても無言だった。

　それを見て慎は気づく。地面に、彼の落とす影かげが生まれたのに。

　頭上をふり仰ぐ。いつしか雲くも間まがのぞき、わずかに星空がのぞいていた。

「……オマエがうらやましいな。そんな風にいえる強さがあるって、さ」

　リュウトがつぶやいた。視し線せんを戻す慎の前で、彼は静かに話し出す。

「一ヶ月ぐらい前、アイツは黙って出ていって、三日後怪け我がをして帰ってきた。どうやら〝異い域いきの輩はい流りゆう〟と接触してひとりで戦って逃げてきたらしい。そのあとアイツは境界標〈テルミヌス〉に連絡を取り、その要よう請せいを受けて天上劇団が動いて、オレたちはここに来たんだ」

「じゃあ、おまえたちがここに来たのは……」

「ああ。たぶんアイツは自分の父親が〝異域〟の仲間になったのをつかんだんだろう。あのリンって女。あれは……おそらく、オレの母さんの若いときの姿だ」

　慎は驚おどろきで目をみはった。では、どう考えてもあの少女は────

「アイツは昔から、父親──高たか尚ひさが課かす責務に、必死に応こたえようとしてた。完かん璧ぺきな、誰だれより優すぐれた〝王〟になろうってな。だからよけい、誰にも頼らないってのを意い識しきしてるのかもしれない。今回のことも、絶対に自分ひとりの力で解決しようって決めてんだろ。けど」

　リュウトはこぶしを握り、深い深い息を吐いた。

「主従の契約をしてから、一度もアイツはオレに王としての命令〈オーダー〉をしなかった。絶対にオレに頼ろうとしなかったんだ。一度もだぜ？　きっと、オレがいなくてもアイツはひとりでやっていけるんだろう。じゃあオレがいる意味って、いったいなんなんだよ……」

　彼はこぶしを握りしめ、ぐ、と唇を嚙かんだ。嚙んで、もっとうつむいた。

「ここに来て、今度こそオレはなにかできるかもしれない。もしかしたら、アイツの力になれるなにかできるかもしれない……って……考えたんだけど、な」

　リュウトはこぶしを下ろした。それきり、そのあとにつづく言葉を彼はいわなかった。

　うつむく背中に、落ちた肩に、言葉にならない彼の感情がはっきりと、見えた。

　不意に、彼はもたれていたベンチから身を起こし歩き出した。あわてて慎は立ち上がる。

「おい、待てよ滝たき坂さか！　どこ行くんだよ」

「頭冷やすんだよ。ほっとけ。今日きようは戻らねえからな」

「おまえな……携帯あるよな。遅くなってもいいから戻るとき電話しろよ。鍵かぎ開あけるし」

「今日は戻らねーつッてんだろ、ボケ」

「ボケはそっちだ。あとおまえ、ちゃんと体育祭出ろよ。でないと演えん舞ぶできないからさ」

「イヤがってたクセにエラそうにいうんじゃねえよ」

　リュウトは鼻で笑った。とことん、口悪いなあ……と慎しんは呆あきれる。

　そのままオレンジレッドの髪の少年は、公園を出て闇やみの彼方かなたへ消えて行った。

　慎はひとりになった。急に、吹く夜風が冷たく感じられた。

　夜空を見上げる。聞かされた、たくさんの思いが自分の心にのしかかる。

　──会いたい。

　唐突にそんな言葉が胸に生まれた。誰だれに？　誰に自分は、会いたいのか？

　もちろん………………それは、ひとりしか、いない。

　そのとき、ポケットに入れた携帯電話が着信を告げるメロディを奏でた。
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　街灯が落とす光の輪わの下に、慎の落とす影かげが伸びる。

　植えこみを囲むブロックに腰かけ、彼は電話の相手を待っていた。

　携帯電話を広げる。時刻はもう九時を回っていた。心配になりかけたそのとき、

「──慎」

　優やさしい声がした。慎は、はっと立ち上がる。

　明るい色の髪の少女が闇の彼方から走って現われた。ユイナだ。

「ごめん。待たせた」

「いや、そんなことないよ。うん」

　言葉少なにいうと二人は黙だまった。居い心地ごこち悪い沈ちん黙もくではない。言葉を探すための静寂だ。

「……慎に訊ききたいことがあるの。教えてくれる？」

　ぽつ、と声がした。慎は目め線せんを上げる。ユイナの不ふ思し議ぎな色に輝かがやく瞳ひとみが見えた。

「え、うん。いいよ。なに？」

「慎の、お父さんとお母さんって……どんな人だった？」

　思わず慎は瞳をみはった。予期せぬ問いに驚おどろく彼に、ユイナがいった。

「答えづらい、かな。だったら、答えなくていい」

「いや、そうじゃなくてさ。でもなあ、特に変わったとこなんか、全然ない親だったし」

「それでもいい。聞きたい」

　ユイナは真しん摯しな、ひたむきなまなざしで慎しんを見上げ、そういった。

　慎は戸と惑まどいが隠せない。なぜそんなことを訊ききたいのか、彼女の意図がわからなかった。

　困惑して頭をかきつつ、慎は話し出した。記き憶おくをたぐりよせながら、ゆっくりと。

「……そう……だなあ、父さんはさ、面おも白しろくもない冗じよう談だんばっかりいう人だったかな。姉ちゃんやおれをからかっていつも笑ってた。母さんはのんき者だったよ。のほほんとして気にしない性格で。だからそう思うと、姉ちゃんは父さん似で、おれは母さん似なのかもな……」

　胸がかすかに痛む。こんな風に誰だれかに、父母の思い出を話したことはなかったのだ。

「母さんは家事も料理も下へ手ただったけど、編あみ物とカレー作りだけは上う手まかった。だからおれ、カレー好きで。作り方教えてもらったりした。姉ちゃんは家事と料理下手なとこだけ受け継いでさ。父さんはよく〝神様はいい具合に遺伝子を組み合わせるなあ。だから慎には、編み物の才能あるかもしれないな〟って笑ってた……」

　慎の言葉の語尾が消える。

　二人が旅先の事故で亡くなったのは三年前。悲しみにくれる姉と二人、残された。

　だが、流れる時間は容赦なくそして慈愛深い。次第に父と母がいない生活に慣なれ、やっと荷物を整せい理りし、家の中から彼らの気け配はいも匂においも消えてなくなって────

　なのに、心の奥底に残るかすかな悲しみに、慎は改めて気がついた。

　そんな気持ちをごまかすように、彼は鼻をこすって少し照れくさげに笑った。

「あー、ほら、大したことないだろ。ホント、どこにでもいるような人たちだったよ」

「そんなことない。聞けて良かった」

　ユイナはかぶりをふる。そして胸に手を当てて、小さな声で、いった。

「……あたしは、父さんと母さんのこと、あんまり覚えてない。ただ、二人とも怪け我がばかりしてた気がする。母さんの方がひどかった……かな」

　断片的な言葉だった。だが、それは初めてユイナから聞く彼女の過去だと慎は気づく。

「でも、父さんがカレー作ってくれたことは、覚えてる。三人で食べた。すごく美お味いしかった。怪我してた母さんが、包帯ぐるぐる巻きの手でスプーン持って一いつ生しよう懸けん命めい食べてた。カレーの染みが包帯について、父さんが笑って、母さんも笑って……あたしも、笑った」

　ユイナは目を伏せた。彼女の長く可か憐れんなまつげが、その顔にかすかな影かげを落とす。

「もう一度あのカレーが食べたいって、よく思った。もう一度、父さんと母さんと三人で、あのカレーが食べたいって……そんなの、かなうわけないってわかってたけど……」

　ユイナはふっと視し線せんを上げ、美しい瞳ひとみで慎を見つめた。

「あたしはもう、父さんや母さんとカレーは食べられない。けど、慎がお姉さんや友だちにカレーを作ってるように、大事な人と一緒に美味しいご飯食べてる人たちがいる。あたしが願ねがったように。あたしが、遠い昔になくしてしまった〝日常〟のように……。だったら、それが……あたしが守る〝世界〟なんだろうなって、思う」

　慎しんは見た。淡い光の中に少女の決意を秘めた美しいまなざしを。

　ユイナはいった。慎の胸を貫き奥底まで届くような、美しい響ひびきの声で。




「ありがとう。君が〝ここ〟にいてくれる。それが、あたしの戦う理由」




　声もなく慎は、ユイナの瞳ひとみを見つめる。いつまでも見ていたい、そんな気持ちで。

「……じゃあ、帰る」

　不意に彼女はそういった。あわてて慎は我に返る。

「え、遅いけどだいじょうぶ？　送って行こうか」

「いい。そしたらまた、あたしここまで送ってくる」

「うわそれって意味ないし！」

　くす、と二人は一緒に笑った。心のつかえが消えたような、気持ちのいい笑えみだった。

「それじゃ、また明日あした」

　ユイナがそういって背を向ける。歩きかけるその背に、慎は思わず叫んだ。

「ユイナ！」

「……なに？」

　少女は足を止め、ふり返った。

　慎は戸惑う。いいたいことがわからなくなる。我知らず口をついて出たのは、

「体育祭、がんばろうな……一緒に」

　そんな、ありふれた言葉だった。

　どこにでもあるなんの特徴も変哲もない、平凡な言葉だった。けれど──────

「うん。がんばる。慎と……一緒に」

　極上の笑みを彼女は見せた。心から嬉うれしそうな、可か憐れんな笑みだった。

　形にしなくてもわかる。言葉にしなくてもわかる。

　その笑みだけで、彼女が慎のなんでもない一言がどれだけ嬉しかったのかが、わかった。

　暗い夜の底で、その明るい笑みと声は、闇やみをはらう輝かがやきに見えた。

　ユイナは慎に手をふると、どこかはずむような嬉しそうな足取りで歩き出した。慎はその背中を見送った。曲がり角の向こうに消えるまで。

　それから彼は携帯を開きひとつのアドレスを呼び出して、ボタンを押す。

　電話を握り耳に当て、コール音が鳴るのを聞きながら頭上を見上げる。

　いつしか空は晴れ、一面満天の星空だった。声もなく、慎はまたたく星の光を見つめる。

『……はい、〝天上劇団〈ディヴァン・ギニョル〉〟……』

　やがてその耳に、遠い場所から応答の声が聞こえた。
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　聖堂は、建造された巨大な聖書である────

　見上げる高さまで届くステンド・グラスから、色とりどりのまばゆい光がそそがれるこの場所は、まさしくその言葉どおりの聖所だった。

　だがこの聖なる場に、わずかに違和感のある人物がいる。

　巨大な十字架の真下の祭さい壇だんに立つ、着流しの中年の男と、セーラー服の少女だ。

　少女は、強い光をたたえた不ふ思し議ぎなまなざしで、祭壇の前の男を見上げている。

　そのセーラー服の少女の唇が開いた。わずかにハスキーな声が生まれる。

「我が主あるじ。先ほどの少年は何者だ。記き憶おくはないのに、なぜか」

　グローブをはめた手が、胸の青いリボンの上に置かれる。

「いつまでも、心に残る。あのまなざしが。あの声が、姿が…………なぜか」

「……あれは、我らが敵である。それ以外の答えはない」

　問いに、男が穏おだやかなまなざしを向けて静かに答えた。

「そうか。我が主がそういわれるのなら、それは真実……」

　少女はうつむいた。そう答えながらも、どこかで迷いを抱くかのように。

　男が歩み寄る。少女の肩に手を置くと、彼は慈愛深い声音で、いった。

「おまえは、私の守しゆ護ご士し。おまえとともに生きるのを、私はずっと望んでいたのである」

「我が主……」

　男は静かに目を閉じた。遠き日々に思いを馳はせるように。

「おまえを失って以来、その望みだけが私の生きる糧かてであった。〝現世〟を消せば、この場は真実の〝領域〟となる。おまえを得るために、私は〝世界〟と引き換えたのだ……」

　ふっと彼は瞳ひとみを開けて、少女のグローブをはめた両手を取った。

「リン。私とともにいてくれるであろうか。すべてが終わったあと、永えい劫ごうに」

　少女の瞳が大きく一度まばたく。彼女は男に向けて力強くうなずいた。

「我が主。むろんのこと。それが私のこの身を満たす、ただひとつの望み」

　それを聞く男が、満足げにほほ笑えんだ。




　手を取り合う二人の上に、頭上の天窓からまばゆい光がそそがれる。

　この世ならざる場にあって、いやこの世ならざる場であるからこそ──────

　彼ら二人がいる場所は、尊く輝かがやかしい神のおわす宮であった。
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『第五十八回、桜おう菱とう中ちゆう学がく体育祭の開会を────ここに宣言、します！』

　ぱん、ぱぱん、ぱん、

　選手宣せん誓せいと同時、九月の青空に花火が上がり、色とりどりの風船が放たれた。

　グラウンド中から拍手と歓声が一斉に上がる。

　宙に張り巡らされた万国旗、花やリボンで飾られた選手入退場用アーチ、各組のブロックの応援用立て看板が、お祭り感をあおっている。

　土ど曜よう日びだけあって広いグラウンドの端の一般席は保ほ護ご者しやや近きん隣りんの一般客で満員だ。

　いやがうえにも舞ぶ台たいは、完かん璧ぺき。

　慎しんは上うわの空そらで手を叩たたきつつ、頭上を仰いだ。ぴっかり晴天。雲ひとつない秋晴れで、完かん膚ぷなきまでにすがすがしく、暑い。

「くっそぉお……この天気の下で、この衣装かよ……」

　慎は思わず悪態をついた。

　彼は黒のＴシャツに黒のジーンズだった。額ひたいに巻いた長目の赤いバンド、腰に巻く長い赤帯がアクセント。これが男子応援団員のコスチュームで、シンプルだがなかなか格好いい。

　が、格好は良くても黒一色は死ぬほど暑くて慎はげっそりだった。

　その横で眼鏡めがねの宗そう司じが悟った口ぶりでいった。

「あきらめろ、羽は立だて。諦てい観かんしないとよけい暑いぞ」

「おまえは中身が冷静だから涼しいんだよ。おれ無理。諦観とか達観とか無理無理ムリ」

「浅あさ黄ぎぐらい突き抜けとくのはどうだ。すごいな、三年差し置いて応援団長だ」

　慎は前方を見る。赤組ブロックの前で、紋もん付つき袴はかまの洋ひろしがみんなに叫んでいるのが見えた。

「あ、か、ぐ、みぃ───っ！　行くぜ、気合と根性！　死し線せんを抜けろぉおおおっ！」

　激はげしい歓声が周囲から上がった。初しよっ端ぱなから飛ばしまくりで血管切れそう。

　意味わかんねえよ、と慎は歎息してつぶやいた。そのとき、

「……慎」すぐ間近でユイナの声が聞こえた。

　声に慎はふり返り──────思わず大きく目をみはった。

　ユイナが、チアガールの衣装ですぐそこに立っている。

　かっ、！

　…………可愛かわいい……。

　というのがとっさの感想。それほど可か憐れんで綺き麗れいだった。

　衣装のボディ部分はオレンジの混じった赤が基き調ちようのノースリーブ。飾りテープが縁ふち取どる襟えりぐりは少し深くて、胸元が強調されている。スカートは白。ひらひらしていてかなり短め。さすがに下にはスコートをはいているようだが、なかなか絶妙な短さだ。

　頭部に赤いリボンをカチューシャのように巻き、長く腰まで垂らしたユイナは、華やかで愛らしくて誰だれもが目を奪われるチアガールだった。

　見とれるしかできない慎しんに、ユイナが戸惑ったようにおずおずといった。

「な、なにか変……？」

「い!?　いやあの、変とかじゃなくてその、あの……！」

　慎は答えられず、とっさに目をそらした。

　だがその拍子にノースリーブで剝むき出しの綺麗な二の腕が間近で目に入る。

　胸がドキリとしてあわててうつむくと今度は短いスカートから伸びる白い肌のふとももが視界に入り────もうダメだおれは色ボケだぁ、と慎は混乱におちいりかけた。

「あ、あの……えっとところで、なに、ユイナ」

「うん。いよいよ始まる、ね」

　ユイナが真剣な口調でささやいた。それを聞き、慎の顔が我知らず引ひき締しまる。

〝……祝祭の日に……〟

　三日前、『ソニエール堂』で聞いた高たか尚ひさの言葉が耳じ朶だによみがえる。

　昨日きのう慎たちは、天上劇団のオフィスで打ち合わせを行った。祝祭の日とは、おそらく今日きよう。であれば、必ずなんらかの徴候があるに違いない…………と。

　それとなく周りを見渡す。赤組ブロック席からリュウトがこちらに視し線せんを向けた。

　一般客に混じって慶けい介すけとクリスもいるはずだ。冷静沈着な彼らがいるなら心強い。

　慎は後方に目をやった。香か奈な未みたちと打ち合わせをしている千せん花かが目に入る。

　彼女もチアガール衣装だ。遠目からでも華やかで人目を引く。

　結局千花とは話し合いができなかった。実行委員の仕事に彼女が忙ぼう殺さつされたせいもある。だがやはり、千花は独自の考えのもとに動くつもりらしい。

　かすかな不安が胸に重い。慎は無む意い識しきに、服の下につけたチェーンを探る。

　そのとき香奈未が千花と別れて、こちらにやってきた。

　彼女も衣装がなかなか似合っている。元気な女の子らしい魅み力りよくが可愛かわいらしい。

「羽は立だてくん、天あま音ねさん。応援合戦は午後だからよろしく。わたしも璃り堂どうさんも実行委員の仕事あるから、なにかあったら本部に来てね」

「洋ひろしはいいのか？　働かせないで」

「裏方してもらうより、応援団長の方が盛り上がるよ」

　ま、そうだなと慎は納得する。じゃあね、と香奈未は手をふり走っていった。

　同時にグラウンドにアナウンスが響ひびき渡った。

『第一競きよう技ぎ、百メートル走出場の選手は…………』

「そうだ、おれ出るんだったっけ。そんじゃ、」

　うん、とユイナがうなずいて、〝がんばれ〟と小さく手をふった。

　そんな可愛かわいい仕し草ぐさに、慎しんはちょっとヤル気が出てくる。

　選手集合場所へ向かって、生徒たちの波をかき分け彼は走り出した。

　──こうして狂乱の〝祭り〟が始まった。
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　ひそかに張りつめた警けい戒かい心しんをよそに、競技は進む。

　百メートル走を皮切りに、綱引き、棒倒し、障害物リレー……というありきたりな競技を経て、教師と生徒混合の超仮装借り物競争なんてわけのわからないものも行われた。

　慎は、洋ひろしが「フリルドレス」で「真まっ赤かな振ふり袖そで」姿の校長（中年男性・家庭あり）と手をつないでトラックを疾走しているのを見た、くもなかったが見てしまった。

　競技が進むにつれて生徒たちの士気は高まっていく。

　選手が走り、ゴールし、ぶつかり合うたびに、歓声や怒声や嬌きよう声せい、笑いが巻き起こる。

　各組のブロックでは、チア姿の女子たちが色とりどりのボンボンをふって声援を送り、応援団の男子もそれに合わせて応援の歓声を送る。

　怒ど濤とうの熱ねつ気き、吞のみこまれそうなエネルギーの渦がグラウンドを包む。

　慎の抱く緊きん張ちようと警戒心とは、場に渦巻く熱気に巻きこまれる内に薄うすれていった。

　こうして午前中は無事終了。昼食と昼休みとを終え、体育祭は午後の部に突入した。

　太陽は中天。暑さも熱あつさも頂点に達して午後の部は進んでいく──────







　汗だくで、慎は赤組ブロックへ戻ってきた。大きく息をつき席に腰を下ろす。

　たったいま、男子だけで行われた騎き馬ば戦せんが終了したところだった。

　着ている黒のＴシャツは、土ぼこりで真っ白。それに気づいて慎はＴシャツをはたいた。

　昼をすぎ陽ひ射ざしは最強。はたく腕も顔も首筋も、日焼けで赤く灼やけつきひりひり痛む。

「お疲れさま。騎馬戦、惜しかった」

　タオルが差し出された。ユイナが後ろからのぞきこんでいる。

　彼女も暑さか日焼けか、頰ほおが少し赤かった。白い肌が赤くなる様はちょっと痛々しい。

「ありがとう。うん、僅きん差さで負けちゃったな。洋とか滝たき坂さかががんばってくれたけど」

「あと応援合戦と最終リレー。それで勝敗が決まるね」

　二人はそろってグラウンドの中央へ目をやった。

　騎き馬ば戦せんのあとで乱れた地面を整せい備び係がかりがならし、鮮あざやかな白いラインを引き直している。

　この整備が終われば、いよいよ応援合戦だ。

「……応援合戦が終わったら、最終リレー……終わって欲しくない……ですね」

　声に、慎しんとユイナはふり返る。そこにはチアガール姿の黒髪の少女、沙さ耶やが立っていた。心なしか精彩がないように見える。そんな彼女にユイナがいった。

「そういえば、前にも高たか峰みねさんそういってた」

「ええ。ずっとお祭りのままなら、いいのに……でも、お祭りは、終わるものですから」

　沙耶はわずかに目を伏せた。

「祭礼は、神しん霊れいを降こう臨りんさせるのが目的。降りた神を供物や歌芸で慰なぐさめて、送り返すまでがお祭りなんです……たとえば綱引きは、もとは神事における演芸のひとつなんですよ……」

　へえ、と慎は感心する。優ゆう等とう生せいな見た目どおり、沙耶は知ち識しきが豊富らしい。

「じゃあ、降りた〝神様〟が帰らなかったらどうなるのかな？」

　なにげに慎がたずねたそのとき、沙耶が視し線せんを上げ瞳ひとみを見開く。はっと慎は息を吞のんだ。

　その瞳は昏くらく、深い。ぞっとするような……絶望と歓喜の混じった色だ。

「そうですね……荒ぶる魂、善悪も理性もない超越の力、人の理解の範はん疇ちゆうを超えた〝恐怖〟そのものの存在──それを昔の人は〝神〟と、呼んだ……その〝恐怖〟が帰らなければ」

「……か、帰らなければ？」

「平常は、日常は……戻らない」

　沙耶の口の端が、ゆっくりと、歪ゆがんだ。

　慎もユイナも、声がなくなる。周囲から上がる歓声だけが空々しく、響ひびく。

「あ、いたいた。みんな集合場所に来て！　もう他ほかの組は準備終わってるよ！」

　人垣の向こうから香か奈な未みが呼んだ。

「……それじゃあ、先に行ってますね」

　沙耶がお辞じ儀ぎをして歩き出した。他の赤組の生徒たちも、連れ立って歩き始める。

　自分たちも、とユイナをうながし歩き出そうとした慎の横に、誰だれかが並んだ。

「全然仕掛けてこねえな。待ちくたびれるッての」

　ぶっきらぼうにそういったのは、黒一色のリュウトだ。額ひたいに巻いた赤のバンドと腰の赤い帯のアクセントも相まって、彼はいっそう精せい悍かんで、なかなかに格好いい。

「おまえいいのか？　リングないのに、無理に加わらなくても」

「うるせーよ。天あま音ねはともかく、おまえの力量が正直不安なんだよ」

「素直に礼をいいたくない気分だなあ……じゃ、遠えん慮りよなく頼るけど……でも、彼女は、」

　慎は言葉を吞みこんだ。璃り堂どう、の名を口に出すのがためらわれたのだ。

　だがリュウトはわざとそ知らぬ顔で、話をそらした。

「このままだと体育祭終わっちまうぜ。もしかしたら、こないのかもな」

　その言葉に慎しんは頭上をふり仰いだ。

　太陽はいまだ高い位置にある。まばゆい光が耐えがたい熱ねつを放ち降りそそいでいた。

　ふと疑問に思う。慎が知る限りでは、〝異い域いきの輩はい流りゆう〟が出現するのは黄昏たそがれ時どき以降だ。こんな真昼時にあれらがなにかを仕掛けてくることなど、ありうるのだろうか────

「いいえ。必ず来ます」

　知性にあふれた声が静かに答える。いつの間にか、丹に々に儀ぎ乃のがすぐそばにいた。

　眼鏡めがねの彼女は、意外にチアの衣装が似合って可愛かわいい。赤いリボンをカチューシャの代わりに頭に巻いて、彼女は慎たちを見上げていった。

「祭りとは、神と人との交歓の場。聖と俗とが交わる〝領域〟です。〝境界〟とはなにかを隔てる〝標ひよう識しき〟だけでなく、どちらにも属さない〝領域〟をも意味します」

「ってことは……」

「門の王〈レクス〉と境界守護士〈ディフェンソル〉。その負う使命を、お忘れなく」

　礼れい儀ぎ正ただしくお辞じ儀ぎをすると、彼女は集合場所へと歩き出した。

　見送る慎に、薄うすれかけていた緊きん張ちようが戻ってくる。

「行こうか」

　慎はうながした。ユイナとリュウトがうなずく。三人は、そろって駆け出した。




　入場アーチ前の集合場所に慎たちが着いたとき、すでに他ほかの生徒たちは待たい機きしていた。

　応援団の女子はチアの衣装で男子は黒一色。他の生徒たちは体たい操そう服ふくで赤のハチマキ。なぜか洋ひろしだけ、黒の紋もん付つき袴はかまに赤い長いハチマキ姿だ。応援団長の格好のままでやるらしい。

　やれるのかあのカッコで、と思いながら急いで慎は並ぶ。

　グラウンドでは別の組が演えん舞ぶを開始している。最初は青組。今年はどうやらミュージカル風だ。三学年一体となって、慎にはちょっと理解の及ばない壮大なテーマを展開している。青のひらひらしたマント状の衣装は、水と大気の流れを表現している、らしかった、

　やがて音楽が終わり決めのポーズで演舞は終了した。そのとたん、大きな拍手が起こる。

『……青組応援演舞でした。みなさーん、盛大な拍手を……！』

　アナウンスが響ひびき渡る。青組の生徒たちは手をふり、退場アーチへ駆けていった。

　慎たちの赤組はこの次だ。みな、緊張気味にざわめいている。

　応援演舞は、応援団員が前に立ちそれに合わせバックで他の生徒が踊る形式だ。全員の息を合わせるのはもちろんのこと、応援団員の動きも重要で、それが高得点に結びつく。

　緊張で息がわずかにつまる気がして、慎は思わず大きく息をついた。

　そのとき慎の耳に誰だれかの会話が聞こえた。

「……璃り堂どうさんが……応援合戦出られないとか……」

「……え!?　ど、どういうこと、怪け我が人にん……？」

「……日射病だって。つきそうからって……」

　生徒たちの歓声に入り混じって聞こえにくい。香か奈な未みとＡ組の実行委員の男子の声だ。

　その方角をリュウトが不ふ機き嫌げんな顔で見ている。慎しんは身を寄せささやいた。

「どうしたんだよ、璃り堂どうさん。なんかあったのか」

「誰だれか日射病でぶっ倒れたんだと。アイツはバックの群ぐん舞ぶだから、いなくてかまわねーよ」

　でも、といいかけた慎の声をアナウンスがさえぎった。

『それでは赤組の入場です……みなさん、拍手でお迎えください……！』

　いよいよ赤組の出番だ。慎もリュウトも会話を打ち切り前を向く。

　軽快なテンポの曲が流れた。赤組は駆け足でグラウンド中央へ進む。

　木組みの巨大な入場アーチの真下を慎はみなと一緒にくぐり抜けた。

『……今こ年としの赤組演舞は、武道と舞ぶ踊ようを組み合わせたダンスで……』

　紹介のアナウンスが流れる中、メンバーは所定の位置につく。

　群舞のメンバーが前面、それを挟むように両側に、慎とユイナが離はなれて並ぶ。他ほかの生徒たちが背後にならび、リュウトと洋ひろしはさらにその後方に立った。これで配置は終了だ。

　後ろ手を組み立ちながら、慎は唇を引き結ぶ。鼓動が鼓膜の奥で痛いまでに響ひびく。

　入場用の音楽が止やむ。

　歓声が沈まり、刹せつ那な、静寂がグラウンドを支配する。

　前奏が始まった。

　リズムに合わせ群舞の生徒たちがステップを踏む。

　それと合わせて慎とユイナが一緒に前方に歩き出す。

　といきなり同時に二人は角度を変え互いに向かって走った。

　グラウンドの中央、二人は激げき突とつ寸前の位置で華か麗れいに高く相手へ蹴けりを放った。

　慎とユイナはターンする。くり出す連続のハイキック。

　左右対称にターンし蹴上げる足、精せい緻ちに見事に完かん璧ぺきに二人の演舞が同期する。

　──やべ、気持ちいい！

　心の中で慎はひそかにつぶやいた。

　ユイナの長い足のキックは見とれるほど綺き麗れいだ。

　ひるがえるスカート、なびく頭部の赤いリボンが華麗にターンの軌跡を描く。

　彼女が回し蹴りとハイキックを見せるたびに感嘆の歓声が上がった。

　バックの群舞がステップで左右に割れる。その間からリュウトの姿が見えた。

　慎とユイナの演舞はつづく。ユイナが放つこぶしを慎がブロック、体をひねりこぶしを突き出す。さらに二人が同時に放つキックが決まる。武道の組手にも似たダンスがつづく。

　リュウトが走った。慎とユイナが蹴上げた瞬しゆん間かん、そのただ中を割る彼の倒立前転。

　目にも止まらぬ速度でリュウトが立てつづけにスピンしキックし跳ちよう躍やくして見事な演えん舞ぶを披ひ露ろうする。腰の長い赤の帯がスピンとジャンプに合わせ流りゆう麗れいなラインを宙に残した。

　観かん衆しゆうが息を吞のむ。彼の動きの鋭するどさ速さ、ダイナミックな演舞に魅みせられ誰だれもが声がない。

　その背後から洋ひろしが走った。袴はかまをなびかせ袖そでをなびかせ、激はげしく地を蹴ける。

　跳躍しつつ紋もん付つき袴姿の彼が高く蹴りをくり出す。

　袴キックは一見バカっぽかったが、ミスマッチ感が受けたか観衆が一気にわいた。




　──遠いどこかで誰かがささやく。

『…………構築終了、




　四人はターン、鋭く華麗に高いキックでピタリと同期し同時に制止。

　その刹せつ那な、曲が終わった。

　一いつ瞬しゆん、観衆が声を失う。見事なまでに息の合った彼らの演舞に音も動きもなくなった。

　次の瞬間、割れんばかりの、という形容がふさわしい、いっぱいの拍手が起こった。

　大きな拍手と歓声の中、荒い息で赤組の生徒たちは礼をした。

　達成感で慎しんの胸はいっぱいだった。顔を上げたとき、ユイナとリュウト、洋と目が合う。

　見交わす視し線せんに笑えみが混じる。誰からともなく四人は手を上げ、パン、とタッチした。

　退場の曲が流れ始めた。慎は他ほかのメンバーたちと一緒に駆け足で退場を開始する。

　目の前に巨大な退場用のアーチが見えてくる。

　ふと、慎は違和感に気づいた。

　疲れか。汗が目に入ったか。視界がぶれて、かげろうのごとく目に映る光景がゆらいだ。

　慎は目をこすり、もう一度はっきりと周囲を見渡そうとする。

　走る彼の体が、ユイナやリュウトと一緒に退場用のアーチをくぐり抜ける──────




　そのときどこかで誰かがささやく。

『…………発動、







　昼なお薄うす暗ぐらい深い木こ立だちの間を、制服姿の少女が歩いている。

　歩みに合わせ、紅あかいリボンがゆれる。その両手に、リングの小さな光が見える。

　彼女の前を誰かが歩いている。やはり制服の少女だが薄暗さに顔ははっきりとしない。

　二人は小道を抜け、鉄の格子扉を開けて前庭に入る。

　エントランスの階段を上り、そびえる聖堂の扉の前に立った。精せい緻ちな彫刻がほどこされた扉は、その荘重さに立つ者をひれ伏させ圧倒させるばかりだ。

　むろん、紅あかいリボンの少女が臆おくすることなどない。

　腰に片手を当て周囲を睥へい睨げいしながら、彼女は強い口く調ちようでいった。

「さあ、開けて。わざわざ足を運んだのよ。それ相応の歓迎はしてくれるわよね」

　応こたえるように、両開きの扉がきしむ重い音とともに大きく開く。

　制服の少女に先せん導どうされて、紅いリボンの少女、千せん花かが中に足を踏み入れる。

　内部は外よりも明るかった。ステンドグラスから差しこむ光が、整せい然ぜんと並ぶ礼拝席の上にあふれる色彩を投げかける。聖なる宮にふさわしい荘そう厳ごんな気け配はいが堂内には満ちていた。

　正面の、巨大な十字架がかけられた壁かべまで制服の少女は歩む。十字架の真下には、花々で飾られた簡かん素そな祭さい壇だんがあった。

　そこにひとりの男が、立っている。

「ご苦労……導みちびきの役目はここに、終わったのである」

　制服の少女に男はいうと、その頭上に手を伸ばす。

　ショートカットの少女、美み佐さの姿がその瞬しゆん間かん──────床に崩れ落ち、消えた。

　驚おどろきに目をみはる千花の前で、男の口の端が、ゆっくりと、穏おだやかな笑いの形を作る。

　低いつぶやきが、その優やさしげな笑えみを浮かべる唇から、もれた。

「千花。おまえは贄にえだ。供く儀ぎたる肉だ。超越なる存在を慰なぐさむるための……」

　重々しい響ひびきとともに、千花の背後で扉が、閉まる。

　そして男はささやいた。

『…………発動、


…………無常聖宮〈クラウストラ〉』　　　






　瞬間─────────────────

　一切すべてが暗転された。




　　　　　　　３




　退場アーチを赤組の一団は通り抜けた。

　緊きん張ちようが解けた彼らはざわめきつつ、足並みそろえ応援ブロックに戻っていく。

　入場アーチから次の緑組が曲に合わせて入場する。新たな声援が起こった。

　異変に気づいた者は、誰だれ一人、いなかった。

　────いや、

　三人。三人の人間だけが、それに気づいた。

「我が王！　退場アーチからユイナたちが……！」

　観かん衆しゆうの中からクリスが身を乗り出して叫んだ。

　即座に慶けい介すけが携帯を取り出しコールしつつ、クリスとともに走り出す。

　短いコール音のあと、『はい。天上劇団〈ディヴァン・ギニョル〉、苑そのですわ』と美しい楽器にも似た声が応答した。走りながら慶けい介すけがそれに答える。

「才さい木きです。羽は立だて君らの姿が消えました。おそらく入退場用のアーチに仕掛けがあるかと」

『お待ちくださいませね』

　その言葉のあと、慶介の耳に聞こえる音の範はん囲いが広がった。どうやらスピーカーに切り替わったらしい。九く条じようのだるげな声が応答する。

『それは苑ちゃんの管かん轄かつだな。どう？』

『才木さん。アーチのどこかに、なにか〝標〟がないか探していただけますかしら』

　二人は退場アーチの前にたどりついた。そこへ丹に々に儀ぎ乃のが駆け寄ってくる。

「異変に気づかれましたか。推測ですが、もし仕掛けがあるなら両方のアーチにあるかと」

「わかった。クリス、彼女と一緒にここを。自分は入場アーチを調しらべる」

　彼らは二手にわかれ、入場・退場それぞれのアーチを調べ始めた。

『関係者以外はグラウンドに立ち入らないでください……関係者以外は……』

　注意のアナウンスがくり返された。体育祭の委員たちが慶介のもとに駆けてくる。

「あの、すみません。競きよう技ぎの最中ですのでここから出ていただけないですか」

「すぐ済みます」

　言葉少なに慶介は答え、かまわずリボンや色紙、花で飾られた木組みのアーチを探る。

　ふ、とその動きが止まる。

　アーチを作る柱のほぼ中心になにかが刻みつけられている。

　彼は退場アーチの方角を見やった。クリスが手を挙げ、合図を送っている。

「……見つけました」

　慶介は電話で話しつつ、クリスと丹々儀乃に身ぶりで指示する。

　彼が指で触れる箇所に刻まれていたのは、二本の縦たて線せんの下部に二本の横線を引いたシンプルなマーク。周囲にはアルファベットで何らかの言葉が刻まれていた。

「いま画像を送ります」

　いったん通話を切り素す早ばやく慶介は携帯カメラでマークを撮さつ影えい、即座にメールで送信する。

　すぐさま返るコール音に彼は応答ボタンを押して、再度携帯を耳に当てた。

『逆位置に刻まれた〝鳥居〟ですわね。いまクリスさんからも同じ画像が届きました』

　真剣な茉まつ莉りの声が慶介の耳じ朶だに響ひびく。クリスと丹々儀乃が駆け寄ってきた。

『〝鳥居〟は〝神域〟の入り口を示す門の象徴ですわ。逆ということは〝世界軸よりの追放〟、〝霊れい的てき位置の喪失〟、〝非現実の強制的な実体化〟……という解釈が成り立ちます』

　九条の声がそこに割りこんだ。

『〝Terribilis est locus iste. hic domus Dei est, et porta coeli.〟これが、その周囲に刻まれた文字。意味は〝ここは畏おそらるる場。神のおわす宮、天上の門である〟……つまり、対象者が影えい響きよう下かにある文化における〝神域の入り口〟を示す象徴と〝聖域〟を示す聖句の二つで、アーチに特別な場所へ至る〝扉〈ヤーヌア〉〟としての役割りを付与したわけだね』

「……危険な〝領域〟に、羽は立だて君たちは誘われたということですか」

『そのとおり。おそらく〝完全言語〈ワード・オブ・ザ・ワールド〉〟を使用し、自らが望む新たな〝領域／虚域〟を記述したンだろう。王と守しゆ護ご士しにのみ発動は限定されているらしいから、たぶんその〝領域〟の範はん囲いはごく狭いンじゃないかな。そして、〝アーチ〟には〝天の形成〟という意味がある。高い天てん井じよう、寺院や聖堂に使われる建築様式だ。とすれば』

　九く条じようはそのあとの言葉をいわなかった。あまりにも明白だったからだ。

『ですが、生なま半なかの力ではありませんわ。〝門の王〈レクス〉〟ですら現象〈フェノメノン〉を実体化するのが精々ですのに。ある程度時間をかけ、綿密に構築されたのでしょうけれど……九条さま。あたくしとウィルも才さい木きさんのところへ参ります』

『駄だ目めだ。苑そのちゃんたちはここで待たい機き。最悪、こっちから〝扉〈ヤーヌア〉〟をつなげて救出する術すべを見つけないといけないから。てことでケイ、クリス。いいな』

　鋭するどく短く九条の命令が飛ぶ。

『行け』「はい」

　慶介は携帯を切りクリスを見る。彼女は無言でうなずいた。

「……お気をつけて」

　眼鏡めがねの少女がかける声に、二人はうなずく。

　突如、二人は実行委員たちをふり切り入場アーチをくぐり抜け、退場アーチへ向かって目にも止まらぬ速さで駆け抜け──────

　……………………退場用アーチから、彼らは出てこなかった。

　二人の存在はその場の誰だれもの記き憶おくから消きえ失うせた。




　通話を終え、茉まつ莉りは案ずる顔で、フックを押すとスピーカーをオフにした。

　その瞬しゆん間かん、新たなコール音が真っ白なオフィスに鳴なり響ひびいた。

「……はい、天上劇団〈ディヴァン・ギニョル〉オフィス、苑ですわ」

　受話器を取り茉莉がしとやかに応対する。受け応こたえするその眉まゆが、ふとひそめられた。

「はい。お待ちくださいませね。……ウィル、メールを」

「いま来たよ。境界標〈テルミヌス〉からだ。資料が添付されてる」

　金髪の少年、ウィルがデスクに背伸びをするように乗り出しモニタを見ている。

　茉莉は受話器を置くと焦りを可か憐れんな面おもてに浮かべ、ソファの九条をふり返った。

「九条さま。境界標〈テルミヌス〉から、隣りん県けんの海岸で数日前に見つかった身元不明遺体の件で報告が入りましたわ。いまウィルがデータをお見せします」

　だらしなくソファに座る九条の前でウィルがノートＰＣを広げ、データを指し示す。

「発見場所と鑑かん定てい結果。どうやらかなり潮しおに流されたみたいだね。死亡から時間が経たってる上にひどい腐乱状態で、鑑定に時間かかったらしい。境界標〈テルミヌス〉から秘密裏に提出した資料と参照して、ついさっき身元が判明した。…………つまり、」

　九く条じようが天てん井じようを仰いだ。ウィルの言葉を待たず、彼はつぶやく。

「…………つまりその死体は──────璃り堂どう高たか尚ひさ、ってわけ……ね」

　高い吹き抜けの天井に、吐息にも似た九条のつぶやきが上り、消えていった。
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　がくん、と視界がぶれた、

「うわっ!?」

　落下にも似た強い衝しよう撃げき────!!

　感じる間もなく慎しんは地に激はげしく叩たたきつけられた。背中の痛みに一いつ瞬しゆん息が詰まる。

　あたりには音がない。先ほどまで聞こえていた歓声もアナウンスもない。

「だいじょうぶ、慎!?」「ッ、クソ！　なんだ、いったい……!?」

　慎は身を起こしその声に顔を向けた。

　リュウトがひざをつき、苦々しげに顔を歪ゆがめている。

　ユイナが駆け寄り慎に手を差し出す。それにつかまり慎は立ち上がって、

「!!　こ、ここ……は？」

　思わず声を上げた。先ほどまで自分がいたのは、体育祭にわくグラウンドだった。

　だがいま、視界に見えるのは────

　磨き抜かれた床がつづく回廊、いやアーチを支える無数の柱が並ぶ長い柱廊だ。

　アーチの向こうに緑の芝しば生ふが見える。光にあふれるその場所は、聖堂の中庭だろうか。

　あたりには清浄な空気が満ちている。そそぐ光は穏おだやかで明るく、手のこんだ彫刻に飾られた柱廊は穏やかな光ともあいまって、荘そう厳ごんで厳げん粛しゆくな場に感じられる。

　慎はぼうぜんとその光景をながめ、つぶやいた。

「……まさか、ここは『ソニエール堂』か!?　なんでこんなところに？」

「ううん。たぶんここは、あの『ソニエール堂』じゃない」

　ユイナが凛り々りしいまなざしでぐるりとあたりを見回した。

「規模が違う。広すぎる。あの敷しき地ち、あの外がい観かんから考えて、こんな長い柱廊があるわけない。きっと……あたしたちは選ばれて、この〝領域〟に飛ばされたんだと思う」

　慎は、自分の顔が青ざめるのを感じる。それを聞き、リュウトが一歩足を踏み出すと、

「じゃあ千せん花かは？　オレたちがいるならアイツもどこかにいるんじゃないのか！」

　叫んだ────そのときだ。

　気け配はい。

　怖おぞ気け走る異様な気配が、三人の背筋をいやらしく、なでる。

　みなは一斉にふり返る。視し線せんの先、前方に立っていたのは、

「……!?」

　チアガールの衣装を身につけた沙さ耶やが立っている。うつろな遠いまなざしで。

　その背後に隠れる二つの小さな、黒こく灰はい色しよくの影かげ。

　アーチよりさんさんと光降りそそぐ柱廊にいて、その影は暗く沈んで姿が見えない。

　ただ赤い唇だけが影の中に見える。その唇が、地を這はう低い恐怖の響ひびきの声で、告げた。

『……ようこそ』『ようこそ……』

『……終わらぬ降こう臨りんの』『聖なる宮へ……』

　そこは清浄なる場だった。心打たれる荘そう厳ごんな美にあふれる回廊だった。

　なのに、その声が響き渡った瞬しゆん間かん。

　陽ひが陰る。光が失うせる。黄昏たそがれの薄うす闇やみが、柱廊に満ちる。

　沙耶の足が、がくりとくずれる。黒髪をなびかせ磨かれた床に姿を映して沈み行く。

　沈んだ瞬間、少女は突如、消滅した。

　その刹せつ那な、黒灰色の二人が、血ち濡ぬれたがごとき紅あかい唇を、開いた。

『……出いでよ』『〝天軍騎士〈エクゥエス・デイ〉〟……』

　昏くらい柱廊に、呼ばわる言葉のこだまが生まれた。

　視界が揺れる!!

　アーチを支える柱に外からぶつかるいくつもの衝しよう撃げき音おん。慎しんたちは中庭に視線を向けた。

「なっ!!　なんだ、なんだあれ！」

　昏い中庭を埋め尽くす、ぬめるように黒光りする無数の甲かつ冑ちゆうが見えた。

　その甲冑を着る人間は……いない。中身のないがらんどうの甲冑騎き士しは、手に巨大な十字架をたずさえて、柱にぶつかりアーチをくぐり柱廊へ入りこむ！

　音が響く。金属の足甲が石の床に降りた音。こすれ合う甲冑の音。

　ざわめく不気味な響きが一気に柱廊を満たした。その響きの間に聞こえるおぞましい声。

『……〝天軍騎士〈エクゥエス・デイ〉〟に』『目くらましは無効……』

『……生身の体で』『存分に戯たわむれれば、いい……』

　見る間に慎たちは囲まれた。異い形ぎようどもが腕を伸ばす。実体もないのに下ろした兜かぶとの面めん頰ぽおの間から悲鳴のような、恐怖の咆ほう哮こうにも似た狂える〝声〟で一斉に叫ぶ！

「来るぞ！」

　リュウトが叫ぶ。そこへ十字架をたずさえふり上げ狂気の咆哮で異形どもが猛進。

　誰だれも反応する間すらない!!




「──天てん啓けい──！」




　刹せつ那な、二対の光の軌跡が生じた、

　三人を囲む異い骸がいどもが斬きり上げられて一気に吹き飛ぶ。

　慎しんは驚おどろきの声を上げた。その場に現われたのは、

「さ、才さい木きさん、クリスさん！」

　両手に剣を握り異骸の騎き士しどもを見据える銀髪の美少女と、その背後にひざをついて着地し、即座に立ち上がる刃やいばにも似た体つきの少年だ。

「……いまクリスが道を開ける。おそらくここが聖堂ならば、祭さい壇だんがあるだろう。そこへ」

「才木さんたちは!?」

「数を削そぐなら自分たちが最適だ。あとから追う」

　慶けい介すけは冷れい徹てつなまなざしを異骸の群れに向けた。刃にも似た鋭するどい一声が飛ぶ。

「クリス、命令〈オーダー〉…………〝舞踊〈ダンシング〉〟」

「ｙａ！」

　ただ一言の命令に返るはただ一言の答え。

　戦せん闘とう時じ、慶介が下す〝命令〈オーダー〉〟は常にたった一言、〝舞踊〈ダンシング〉〟。

　それ以外、どんな命令も存在しない。ただその一言で二人は通じる。

　クリスが滑るように異骸の騎士へと足を踏み出す。

　閃ひらめく。

　二対の剣、二対の軌跡、流れる二対の輝かがやくライン。

　宙に描かれる二条の光が大きく異骸どもを薙なぎ払う。刹せつ那な、前方に道が開いた。

「走れ！」

　慶介が鋭するどく命じる。とっさに慎たちが反応、彼らは全力で疾走を開始した────！




　走り去る彼らを銀髪の少女は見送らない。

　青い瞳ひとみはただひとつの目的に向けられている。

　異骸の騎士へと華か麗れいなステップが進む。両手の剣が斬り下ろされてふり上げられる。

　金属の甲かつ冑ちゆうが宙に浮く、次の瞬しゆん間かん地面に激げき突とつする。

　彼女が剣をふるう都度、小気味いいほど見事に甲冑どもが彼方かなたへ弾はじき飛ばされた。

　しなやかな動き、鮮せん麗れいなる剣の閃き、彼女の舞まいは神の技なるアートの領域──────

　慶介の、わきに下げた両手の中指に二つのマットシルバーのリングが光る。力強いこぶしを両手が作るとリングが尖とがり光を放って鋭く輝く。

　彼の唇が言葉をつむぐ。言葉とともに握ったこぶしごと腕を広げる。

「基盤構成─傲罰：雷撃〈フルメン〉─・性質─破壊者：衝撃〈コンクルスス〉─・形状─放射〈フルエレ〉・付加：聖裁の炎金〈アウレウス〉─・対象：凶殻〈アルマ〉─……」

　クリスの舞まいに追いはらわれて異い形ぎようどもが離はなれて後退、空間が生じた。

　突如クリスが跳ちよう躍やく、慶けい介すけのすぐ背後に降り立つ。

　その瞬しゆん間かん、慶介が激はげしくひざをつき両のこぶしを床に勢いよく叩たたきつける。

　同時にその場に響ひびき渡る冷れい徹てつな声！




「──────　雷禍〈エレクトリキタス・イグネウス〉　────!!」




　こぶしから雷火が放たれた！

　床に広がる激げき越えつなる電でん撃げき、天てん井じように駆け上る轟ごう音おんの雷撃────群れる異い骸がいどもを一斉に宙に跳ね上げ打ち上げ灼やいて砕いて破は壊かいする。

　異形の残骸が落下、叩きつけられがしゃりとつぶれ焼けた金属片と化して崩れ去る。

　うごめくモノない柱廊のただ中、慶介が立ち上がり背後のクリスをふり返った。

「……ご苦労、クリス」

「いえ。我が王のご命令どおりにしたまでです」

　いつもと同じ受け答え、いつもと同じやり取りだった。

　慶介の短いねぎらいの言葉に、クリスが見上げひたむきなまなざしで答える。

[image: ]

　それが彼らの間の常だ。定められた慣かん習しゆうのごとく、決して永遠に変わらないとばかりに。

　少女にうなずき、慶けい介すけは素す早ばやい動作で背を向けた。腰のチェーンがかすかに鳴る。

「追うぞ」「ｙａ！」

　クリスが答え、二人は柱廊を走り出す────だが、

　その足が止まる。クリスが両手の剣、天てん啓けいを握りかまえた。慶介が前方を見据える。

　彼らの進路と退路を断つように、アーチをくぐり黒き金属の殻がそろって床に降り立つ。

　慶介はこぶしを作り胸に当てた。ゆるぎない沈着がにじむ声で、彼はつぶやく。

「……ならば幾度でも、原初の塵ちりに還かん元げんするまで」

　彼は片手を開いて突き出した。

　青白い電光がその手に、光る。
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　視界が暗転した。

　ぐらり、と天地が揺らぎ光が失うせる。千せん花かは刹せつ那な、意い識しきが遠のく。

　とっさに彼女は足を踏みしめた。だがその瞬しゆん間かん、激はげしいゆれが彼女を襲おそう。

「……!?　なに、いったい!?」

　千花は足を取られる。思わずひざをつくその周囲で、すさまじい地じ響ひびきが起こる。

　はっと少女は、頭上をふり仰ぎ周りを見渡した。

　内部が激しい震しん動どうとともに変形していく。

　壁かべが広がり曲面天てん井じようが上昇する。柱の数が増えずらりと並びアーチを作って天井を支える。柱や壁を、あっという間に見事な絵画や彫刻、彫像が埋め尽くした。

　まばゆい光が降りそそぐ巨大なステンドグラスが祭さい壇だん背後の壁に生じる。さらに高い位置にいくつもの窓が生まれ、入りこむ光の量を増やした。

　さらに祭壇が、見上げる位置までぐん、と迫せり上がる！

　震動が止やむ。

　内部は瞬まばたきの間に、十字型構造の、息を吞のむほど荘そう厳ごんな巨大聖堂へと変へん貌ぼうした。

　着流しの男、璃り堂どう高たか尚ひさは、高い階段の上の祭壇わきに立ち、千花を見下ろしている。

　千花はわずかにつばを吞みこみ、立ち上がった。高尚をにらみつけ彼女はいい放つ。

「面おも白しろい〝芸〟でしたわ、お父様。新たな力を見せつけたいだなんて、まるで子どもよ」

「……ここは私が構築した〝領域〟。この場では、私は天の主と同義。そしてこの聖堂は〝王〟の墓所ともなる。なれば……相応の体裁を整ととのえてやるのが、せめてもの、慰なぐさめ」

　穏おだやかに諭さとす声音だった。だがそれは、千花の怒りをかき立てただけだった。

「違うわ、ご自分の墓をお造りになったのよ。いいえ、あたくしがそうして差し上げる！」

　高き天てん井じように強い宣言がこだまする。千せん花かはリングのはまる右手を勢いよく突き出し、

「──　風撃〈トルメントゥム〉　──！」

　強烈に言葉を叫んだ！

　強く鋭するどい突風が高たか尚ひさの胸めがけて突き刺さる、激はげしくその体が揺れる！

「……？　……な!?」

　確たしかに風は高尚の胸に命中した、そのはずだ。そのはずなのに────

　彼は片手で胸を押さえ、うつむいている。喰くらった痛みをこらえるように。

「…………少しでも、気が、すんだであろうか…………千花」

　高尚は顔を上げた。声は苦しげだが、穏おだやかな笑えみ、落ち着いた態度は変わらない。

「無む駄だなのである。それは、なにかの命を奪うには脆ぜい弱じやくなのである。教えたであろう、望む〝現象〈フェノメノン〉〟は、強大であればあるほどに構築に時間がかかると」

　大きく息を吐き、男は身を起こすと、ぼうぜんとする千花にいった。

「おまえには、私の命を奪おうという気概が足りない。それがイメージの構築にさらに抑制をかけているのだ。……哀れな。なんと哀れな我が娘……」

「そ、そんなわけないわ！　お父様を殺すのはあたくしよ。己の欲望を満たすためだけに〝異い域いき〟に加担するようなあなたを『高こう家け』の王であるあたくしは許さない！」

　必死の面持ちで千花が叫んだ。再度彼女は右手を突き出す。

　それに返されたのは、憐れん憫びんのまなざしと穏やかな声だ。

「……では、我が守しゆ護ご士しよ。主あるじのもとに…………いま、来たれ」

　言葉と同時に、祭さい壇だん背後の壁へき面めんの、高い位置にある窓のひとつに誰だれかの姿が現われた。

　は、と千花が見上げる。

　逆光に照らされたその姿。あまりに高くて遠くてはっきりとは見えない。

　だが、それは─────────

　見上げる千花の頭上に、わずかにハスキーな少女の声が、響ひびき渡る。

「我が主。いまあなたの御おん許もとに、参る。………来たれ、青せい嵐らん！」

　渦巻く風が彼女を包む。その両手両足になにかが現われる瞬しゆん間かん、少女は飛び降りた！

　スカートと青いリボン、オレンジレッドの断髪が空中になびく。

　ダン！　と激しく彼女はひざをついて着地した。

　少女、リンは立ち上がる。千花には、彼女の両手足を包む防具、いや、戦具が見えた。

　こぶしを包むのは太くいかつい突起がいくつも突き出たグローブ。

　手首には同じく無数の棘とげが生はえた太いブレスレット。

　両足はひざまでのブーツ、だがそれにも無数の光る鋭するどい突起が付属している。

　少女が身につけるにはふさわしくない、あまりにも武骨な醜しゆう悪あくさだった。

「……千花。おまえの行動は無意味である。その存在もすべて……意味が、ない」

　慈じ愛あい深ぶかい、だが残ざん酷こくな意味を含む言葉が響ひびいた。

　千せん花かが目を見開き息を吞のむ。突き出した右手がわなないた。

「行け、リン。殺すな、動ける力は残してやるのだ……ただしいたぶれ。存分に……な」

　高たか尚ひさの静かな命令が、天にも等しい高き天てん井じようのもと、こだまをともない響き渡った。

　それは初めて発せられた──────彼の酷こく薄はくな、声だった。
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　薄うす暗ぐらい柱廊を、慎しんたちは疾走した。

　前方に角が見え、それを曲がった先の薄暗い壁かべにひとつの両開きの扉が見えた。

　三人は扉へ駆け寄る。取っ手に手をかけるが、重い鉄の扉は微動だにしない。

「どいてろ！」

　リュウトは叫ぶやいなや、すさまじい回まわし蹴げりを扉に叩たたきこんだ！

　衝しよう撃げき音おんとともに扉が大きく開く。三人はなだれをうって駆けこんだ。

「…………な、…………」

　中は圧倒されるほど広大な祭さい壇だんの間だった。

　内部の構造は十字型。慎たちが出たのは長い縦たての端だ。

　その遠い彼方かなたの向かい側に、壮そう麗れいなステンドグラスと荘重な祭壇が見える。

　床より高い位置にある祭壇に立つのは着流しの男。その下には────

　制服姿の千花と、セーラー服のリン。

　千花はリンの前で床にひざをついている。

　リンが棘とげだらけの武骨で醜しゆう悪あくなグローブとブーツをはめて、千花を見下ろしていた。

　千花は大きく肩で息をし、ふらつきながらも立ち上がる、そこを！

　横様に激はげしくはらうリンのこぶし、千花が吹っ飛んだ。

　モザイク模様の美しい床に彼女は激しく打ち倒される。ダークブラウンの髪が広がる。

　恐ろしい衝撃音だった。とても立ち上がれないだろうと思われた。

　だが────千花は立ち上がった。ひざをつき、足を肩を、ふるわせて。

「な、なんで……アイツ、バカか!?　なにバカなことしてんだよ!!」

　強い困惑と激しい怒りがにじむリュウトの叫びが、聖堂の天井にこだまし跳ね返る。




　千花へ向かい、リンが歩む。強いまなざしに容赦と情けの文字はない。

　いきなり千花の腹に掌しよう底ていが喰くらわされた！　声もなくリンの足元に再び千花は沈む、

　だがその刹せつ那な、開いた右手が激しく突き出された。

「……矢流〈サギッタ〉　──!!」

　渦巻く突風が出現、小規模だが至近距きよ離りからリンは喰くらった！

「な、!?　あああっ!!」

　リンは風に巻きこまれ遠くへ飛ばされ床に叩たたきつけられる。その隙すきに千せん花かが走った。

　彼女は祭さい壇だんにつづく階段を懸けん命めいに駆け上る。駆け上りながら千花は組み上げる。望む〝現象〈フェノメノン〉〟を引き出す言葉を。

「……基盤構成─霊的狂気：旋風〈ウォルウォレ〉……性質─武力：黒金〈フェッルム〉……形状─槍〈ランケア〉・対象：片影〈ウムブラ〉─……」

　壇上から高たか尚ひさが見下ろす。その瞳ひとみには、己より低い者を哀れむ色しかない。

　彼は祭壇をリングをはめた右手ですっとなで、静かに、つぶやいた。

「……O honestus hostia.おお、いと気高き生贄よ……」

　千花は駆け上がり高尚のすぐ真下、至近距離で開いた両手を向け力の限り叫んだ。

「──　飄風鑓〈フラトゥス・イクトゥス〉　──!!」

　千花の突き出す両手から生じる渦巻く突とつ撃げきの黒風!!!!

　瞬しゆん間かん、なにかが一斉に突き上がる音と同時、聖堂いっぱいに響ひびく恐ろしい破は壊かい音おん!!

　千花の瞳が見開かれた。両手を前に向けた姿勢で少女は凍りつく。

「……それが、おまえひとりで持てる力の限りであるか……」

　祭壇のわきで、高尚はなんら変わりない声で、そういった。

　彼の前に無数に無秩序に十字架が乱立していた。一部は破壊され、崩れ落ちている。まるで床から自動的に生まれ、千花の放った突風を受け止め盾になったかのように。

「告げたはずである。この場でならば私は天の主と同義であると。創造主たる我が意のままに場は変容し、盾にもなるのである……おまえには、私に届く術も力も、ない……」

　千花の腕が、ゆっくりと、下ろされる。彼女は高尚を見て、力なく首をふった。

　その背後にひとつの影かげが歩み寄る。

　鋭するどいひと蹴けりが千花を階段から叩き落とした！

「あぁああああっ！」

　少女の細い体が段にいくどもぶつかり大きく弾んで床に────

　叩きつけられる寸前、誰だれかの腕が千花をがしりと受け止めた。

「この……バカが。んっとにオマエ、バカやろうだな！」

「……リュウト…………」

　仰あお向むけになった千花をのぞきこみ、リュウトが吐き捨てた。

　そのそばで、リングをはめ心配そうに千花を見下ろす慎しんと、剣をかまえるユイナがいる。

「……来ないで、よ……来ないで！　助けてなんて、ほしく、ない……！」

　引っぱたくような一声が飛んだ。慎やユイナ、リュウトの動きが止まる。

　リュウトの腕をふり払って立ち上がり、千花は祭さい壇だんへよろけながらも歩んで行く。

　オレンジレッドの少年が激はげしく一歩踏み出し、こぶしをふり抜いて怒ど鳴なった。

「……って……バカか、いい加減にしやがれ！　こんなときまでプライドかよ！」

「そうよ、プライド……よ。無力で、弱い自分なんて、死んだ方が、救い、だわ……！」

　紅あかいリボンの少女は、ひどいありさまだった。口の端から血を流し、シャツは破け腕にも足にも打撲の跡が見える。なのに彼女は弱々しくもはっきりと、いった。

「あたくしは、自分のことしか、考えられないの……あたくしは、おまえを利用してた、だけ。〝王〟の力を手に入れるために、自分の存在意義を、肯定するため、だけ……に」

　千せん花かは視し線せんをそらした。そらして静かに、リュウトにいった。

「だから、あたくしには……助ける意味も価値も、ないの………さあ、放っておいて！」

　リュウトが声を失う。彼はこぶしを握る。握って千花の背中を見つめる。

　祭さい壇だんの階段よりリンが降りてくる。真まっ直すぐ、千花目指し──────

　一気にリンが走る。千花が避ける間もない、いや彼女は避けようという気もないのか。

　肉にく薄はくする断髪の少女。殺す勢いの蹴けりが風を起こして放たれる！




　耳に痛い衝しよう撃げき音おんが響ひびいた。




　は、と千花は目線を上げる。自分をかばい、リンの蹴りを受け止めていたのは、

「…………オマエの気持ちなんざ、知ったことか」

　歯を食いしばるリュウトの腕に、リンのブーツの突起が突き刺さっている。

　皮ひ膚ふが裂け肉にまで達し、骨まで届くほどに。

　流れる血がその腕から滴り落ちて、染みひとつない磨き抜かれた床を汚した。

「オマエが自分を価値も意味もないとか決めつけるのは勝手だ。オレだって、自分はいらない、存在する意味もないと……思ってた、から。けど、だったらな！」

「リュウト……」

「オレの行動の価値も意味も、オレが決める。オマエを助けるのはな、オレにとって────無上に無条件に絶対的に意味があって価値があるんだよ！　おまえのプライドなんか踏みにじってやるぜ。オレに助けられて一生死ぬほどくやしがれ！」

　リュウトが叫んだ。千花が息を吞のみ、絶句する。

　リンが足を下ろし即座に後方に飛とび退のいた。茫ぼう洋ようとしたまなざしに強い光が宿る。

　リュウトは流れる血にもかまわず眼光鋭するどく少女をにらむ。

　次の瞬しゆん間かん二人が疾駆、聖堂のただ中で激げき突とつする！

　くり出されたグローブをリュウトが流してかわし、放つ強烈なストレート！

　上体をそらしリンは回かい避ひ、つづけざまのリュウトのこぶしをさらに避ける。

　押されたかリンが下がる。リュウトが踏みこみ素す早ばやく蹴りを放つ。

　だが固いグローブで弾はじき今度はリンが一気に踏みこむ。豪速のブロウが彼を襲おそう！

「ぅが……っ！　あ……ク、ソッ……」

　恐ろしい衝しよう撃げき音おんだ。腹に食らいリュウトはうめいてひざをつきかける。

　そこへリンが蹴けりを放った。とっさにリュウトは両腕で防ぐ、だが怪け我がの箇所にさらに打撃！　歯を食いしばる彼にリンが回転、壮絶な回し蹴り!!

「うがぁああっ!!」

　少年が床に叩たたきつけられる。倒れた彼の腹をリンが激はげしく踏みつける！

　うめき声も上げられぬ彼を今度は痛烈に蹴上げ宙に浮きかけるのを、

「──────リュウト!!」

　体重を乗せた強烈で激げき烈れつな回転蹴りがリュウトを吹き飛ばす!!

　千せん花かが悲痛な声で叫んだ。その前の床にリュウトが落下し激突する。床が震しん動どうする。

　リンの攻撃にはかけらも容赦がない。先ほどの千花に対しての攻撃は稚ち戯ぎに思えた。

　す、とリンは蹴りの姿勢を戻すと、倒れたリュウトに歩み寄る。

　千花がとっさにかばうようにリュウトの体を抱く。

　だが少女の歩みに迷いはない。突如、彼女は地を蹴り走る────！

「──　輝閃〈フルゴル〉　──！」

　まばゆい光が生まれた。
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　跳ね飛ばされるようにリンが目を覆おおいそむける。そこに来る白銀の光！

「うぁっ!!」

　薙なぎ払われてリンが弾はじき飛ばされた。祭さい壇だんの真下にその体が叩たたきつけられる。

　千せん花かが視し線せんを上げる。すぐ目の前に、慎しんとユイナの背中が見えた。

　慎はリングをはめた右手を突き出し、わずかに足をふるわせて。

　ユイナはリンたちに挑むように、凛り々りしく剣をかまえている。

「だ、だいじょうぶか？　璃り堂どうさん、リュウト！」

　慎がふり返り、少しばかりビブラートのかかった声でそういった。

　怯おびえているのは明白だった。だが彼の面おもてには、その場から決して引かぬ覚悟が見える。

　思わず千花はいった。ふるえる切ない声で、必死に抗こう議ぎの言葉を放った。

「な……なぜあなたたちまで……そんな必要も義務もないのよ。なのに……なぜよ！」

　その問いに、慎は千花に向かってわずかな笑えみを見せて、いった。

「以前、リュウトが……璃堂さんの作るご飯、美お味いしいっていってたから、かな」

　千花はまばたきをした。全然、慎のいう言葉が理解できない、という顔で。

　そのとき、腕の中のリュウトが身じろぎをし、片手を床についた。

「……ックソ……しょうもねーこと、いうんじゃねー……オレがみっともない、だろ」

　千花が止める間もない。彼は血のにじむ口の端をぬぐい、腕も足も血まみれの満まん身しん創そう痍いの体で床を踏みしめ立ち上がると、慎とユイナの横に並んだ。

　それを見る高たか尚ひさの口の端が…………かすかに歪ゆがみ、笑みを作る。

「そろったな……では、ここがおまえたちの墓所。我が祈りの聖句とともに、逝ゆくがいい」

　祭壇の下に倒れていたリンが、呼応するように立ち上がった。

　高尚がゆっくりと移動する。祭壇のわきから、十字架の正面、祭壇の真後ろへと。

　彼は眼下を見下ろし、朗々と響ひびき渡る声音で大きく呼ばわった。

「アキト、アカリ。主あるじである私、璃堂高尚がここに命ずる。足そつ下かの騎き士しをその背に従え、死の歩みで死を告げに、我がもとにいま、来たれ……!!」

　その声と同時。

　音が満ちる。響き渡る甲かつ冑ちゆうの音、異い骸がいの上げるおぞましい咆ほう哮こうが。

　十字架型構造の聖堂の、横木にあたる袖しゆう廊ろうから、一団のなにかの姿が現われる。

　右側からは灰はい色いろの少年が、左側からは灰色の少女が。

　巨大な十字架をたずさえた、黒光りする異骸の騎士どもを背後に引き連れ────

　─────────死と終しゆう焉えんを告げに、現われる。
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　それは、目に見える〝絶望〟だった。

　戦えるのは無傷のユイナのみ。千せん花かもリュウトもひどい怪け我がを負っている。

　そして、慎しんの〝門の王〈レクス〉〟としての力……〝全幻影領域〈ヘリオドライブ〉〟。

　この称号により与えられた超常の力には、直接的な攻こう撃げき力りよくはない。

　だが、眼前に迫りくるのは圧倒的な、力。

　背後には、巨大な十字架を手にした異い骸がいの騎き士しの軍勢。

　前方には、こぶしを握りしめ祭さい壇だんの前で立ちはだかる非情な少女、リン。

　荘そう厳ごんな祭壇から見下ろすのは、この〝領域〟の創造主、璃り堂どう高たか尚ひさ。…………そして。

　背筋をぞっとさせるほどの美び貌ぼうの、少年と少女。

　灰はい色いろの髪、灰色の燕えん尾び服ふく、折れそうにか弱い肢体とはかなげな風ふう貌ぼう。

　なのに彼らが現われたとたん、空気が変わる。音が凍り温度がなくなる。

　慎はその正体を知っている。彼らの名前を知っている。以前に会った相手とは明らかに違う姿形だ。けれど彼らの名前を確たしかに…………知って、いる。




　──────〝デイブレイク〟──────




　少年・アキト、少女・アカリが、右手と左手を真横に上げた。

　二人の重なる呼び声が、聖なる宮に響ひびき渡った。

『『……一望監獄〈パノプティコン〉……』』

　瞬まばたきの間、その手に現われたのは──────奇怪な戦具。

　少女の左手に巻きつくのは銀ぎん灰はい色しよくの鎖くさりだ。ぬめる光を放ちながらのたくる長い鎖は少女の足元に渦を巻き、その先端には鎌かまのような振り子のような刃がついている。

　少年の右手が持つそれはもっと奇怪だ。巨大な分厚い鉄板。そうとしかいえない。

　かろうじて剣の形をしているが、巨大さと異様な形に剣とはとうてい呼びがたい。板の端に穴が開き持ち手らしき部分があるが、このか細い少年に持てるとは思えない。

　ズ、と少年は戦具の持ち手を握って引いた。

　刀身が大理石の床とこすれ、聞く者を狂わせる甲かん高だかい悲鳴にも似た音を立てる。

　勝ち目など、どこにもないように思えた。万にどころか億にひとつも。

　慎しんの胸を、目をそむけたくなるほどの恐怖が満たす。

　以前に喰くらったあの痛みがよみがえり、さらに怯おびえが増していく。

　だが、慎は刹せつ那な歯を食いしばると、かたわらのリュウトをふり向きささやいた。

「リュウト。璃り堂どうさん連れて、いったんこの聖堂から出ろ。才さい木きさんたちと合流するんだ」

　オレンジレッドの少年が驚おどろきで大きく目を見開く。

　いい返そうとする彼を手で制し、慎はユイナにいった。

「ユイナ。〝命令〈オーダー〉〟だ。退路を開けてリュウトと璃堂さん逃がすぞ。それ以外は気にするな。おれを守ろうなんてこと、考えるなよ。絶対に」

　ユイナはなにもいわず、ただ慎を見返す。光輝〈デュランダル〉の柄つかを握りしめて。

　そんな彼女に慎は笑ってみせた。安心させるように、がんばって笑ってみせた。

「だいじょうぶ。おれ、足とカレー作りにだけはその、ちょっとだけだけど……自信がある。攻こう撃げき喰らわないよう逃げるのに専念するからさ。だから」

「慎」

　ユイナは真まっ直すぐ慎を見上げた。そのまなざしに決意が宿る。

「見てて。我が王の命令〈オーダー〉、きっと完かん璧ぺきにやり遂げてみせる」

　力強く告げ少女は剣の柄を握り、白いスカートと長い髪をひるがえして歩き出す。

　彼女は進む。目の前の敵を挑発するように誘うように、ゆっくりと。

　異い骸がいどもの群れが上げる咆ほう哮こうがびりびりと空気をふるわす。

　手にした巨大な十字架をふり上げ床に突き立て、それらは戦意もあらわに叫ぶ。

　灰はい色いろの少年と少女が、奇怪で異様な戦具を手に、静かにたたずんでいる。

　その前に─────────────

　ひとりの絶世の美少女が、立つ。

「あたしは、天あま音ねユイナ。〝無双闘手〈デイムウォーリア〉〟の境界守護士〈ディフェンソル〉。おまえたちを倒すべくして、あたしはここにいる」

　少女は白銀のダブルブレードを握り、ぶん！　とひとふりしてかまえる。

　凛り々りしく誇り高いまなざしが、ひるむことなく強大な敵を見据えた。

「我が王の命令だ。並ぶ者なき無双の闘たたかい手たる証あかし、いまここに──────示す！」

　高らかな宣言、と同時の疾駆！

　ユイナと光輝〈デュランダル〉が流れる光になる。

　異骸の騎き士しどものただ中へ光が突撃、激はげしく旋回した。

　爆ばく発はつのごとき風圧と斬ざん撃げき、甲かつ冑ちゆうどもが一気に吹き飛ばされる。

　新たな群れが甲冑を鳴らして突進、彼女目がけて一斉に巨大な十字架をふり下ろす。

　大理石の床を激しく割ってめりこむ十字架、だがユイナの姿はそこにはない。

　高き天てん井じように広がる白いスカートと美しい髪、跳ちよう躍やくした彼女は群れの背後に降りて、

　異い骸がいの背中を一いつ閃せんする壮絶な光の軌跡──────!!

　薙なぎ倒されて崩れる甲かつ冑ちゆうの甲かん高だかい響ひびきが広大な空間にこだました。

「リュウト！　いまだ、行けよ！」

　慎しんが叫ぶ。オレンジレッドの髪の少年が刹せつ那な歯を食いしばり、千せん花かを抱き上げ走り出す。

　遠ざかる彼を見送る慎の背後に、黒々とした異骸どもの姿が迫り取り囲んだ。

「げ……や、ちょ、ちょっと待ってくれないかなってうわぁあああっ！」

　横薙ぎにふり回される十字架！　慎は横転、黒いシャツの端が切り裂かれる。

　立てつづけにふり下ろされる戦具をかいくぐり、慎は騎き士したちの間を抜けて転がり出た。

　起き上がり彼は必死に走り出す。だがその前に、灰はい色いろの影かげが立ちふさがった。

　巨大な鉄塊の剣を持つ少年と鎖くさりを引きずる刃やいばを持つ少女────〝デイブレイク〟が。




　祭さい壇だんの上から高たか尚ひさが、戦せん闘とうのさまを静かに眺めていた。

　彼は祭壇の階段下を見下ろすと、そこに立つセーラー服の少女へと口を開く。

「……なぜ、おまえは行かぬのであるか。リン」

　少女は答えない。こぶしを握りしめ、慎たちを見ている。

「告げたはずだ。あれらは我らが敵であると。ためらう必要など、ないのである」

「知っている。わかっている。けれど我が主あるじ……」

　リンは、問いかけるように高尚をふり仰いだ。

　その視し線せんに高尚は返す。非情なる冷酷なる、無情なる答えを。

「では聖裁の場を作ろう。おまえが逡しゆん巡じゆんなど見せることのないように……その眼前に」

　彼はリングをはめた右手を、祭壇の上で滑らせた。




　千花はリュウトの腕の中で、失いかける意い識しきを必死に保っていた。

　弱々しく彼女はリュウトを見上げる。

　オレンジレッドの少年は無言で走る。血のにじむ唇を引き結び、一心に扉をめざして。

　どうして、と千花は唇を開きかける。どうしてそこまでするのかと、訊ききたい。

　話したはずだ。自分はリュウトを利用しただけだと。

　なのになぜ、彼はこんなに傷ついてまで走るのだろう。それはなぜなのだろう……。

　そのとき、走る彼らの頭上に力強い声が響ひびき渡った。

　高き場所からまるで天よりの告示のごとく、その言葉は聖堂いっぱいに響いた。

『……Sanctus聖なるかな……』

　激げき震しんが走るリュウトの足元を襲おそう！

「うわぁあああっ！」「きゃああ！」

　リュウトがたまらず倒れる。千花が床に投げ出された。

　震しん動どうとともにその床が変形して行く。いや床だけではない、壁かべも激はげしくゆれ動く。

『……Sanctus聖なるかな……！』

　さらなる一声が聞こえた。先ほどよりもずっと強い声音だ。

　すさまじい震動で景色がゆれて流れる。すぐそこにあった扉が消えて壁が迫る。

　千せん花かもリュウトも突き上げられる恐ろしい地鳴りと震動に声も出ない。

　そして最後にすべてを打ち据える天雷のごとき一声が、




『……Sanctus Domin聖なるかな、us Deus Sabaoth天軍の神なる主……!!』




　一気に跳ね上がるように巨大な揺れが聖堂を襲おそった!!

　千花は床にしがみつき目も開けられない。

　唐突に震動が消える。千花は痛む全身に意い識しきが遠くなりつつも、必死に目を開けた。

　刹せつ那な、鋭するどく息を吞のむ。驚きよう愕がくが激しい衝しよう撃げきとなって千花を襲う。

　十字型だった広大な聖堂は、円型に変容していた。頂上は、ずらりと並ぶ太い柱のアーチが支える円えん蓋がいの丸まる天てん井じよう。目指していた扉は自分たちの後方へ移動していた。

　それだけではない。円型の聖堂の端──千花たちの位置からはすぐ目の前に、たったいま背後にして走ってきたはずのそびえる祭さい壇だんがある。

　さらに千花はふるえる頭を起こし、周囲を見回した。

　自分たちを逃がすために戦っていた慎しんとユイナが、自分たちの背後、聖堂の中央の床に倒れているのが見える。その回りを囲んで迫る灰はい色いろの少年と少女の姿が、見えた。

「そ……んな……ッ、どういう、ことだよ……！」

　リュウトが叫び、必死にひざをついて身を起こした。

　答える言葉はない。壇上より見下ろす高たか尚ひさのまなざしが、千花には見えた。

「リン。さあ、我らの敵は目の前である……その身で、聖裁を行え」

　高尚が呼びかける方向に、千花は視し線せんを移す。

　祭壇の真下に、オレンジレッドの髪のセーラー服の少女が立っていた。

　彼女はしばし千花と、リュウトを見る。それからうなずいて、歩き出した。

　ためらいのない足取りで、グローブをはめたこぶしを握って。

　その姿をみとめ、ふらつく足で床を踏みしめリュウトが立ち上がった。

　横顔に決意が見える。彼は千花の前に立ち、こぶしを握ってかまえた。

「……リュウト……止やめて、止め、てよ……もう止めて……！」

　悲鳴のような千花の声にリュウトは答えない。彼はただ、眼前の敵をにらんでいる。

　いきなりリンが床を蹴けりつけ跳ちよう躍やくした！

「がッ!!」

　肉を裂く衝しよう撃げき音おん、血しぶきが上がった。

　こめかみをブロックするリュウトの腕をリンのブーツが切り裂いていた。

　だがリュウトは引かない。リンの腕をはらい速攻のひざ蹴げりを放つ。

　少女が紙一重でかわす。追うようにリュウトが右、左とこぶしをくり出し、左右にふり回したあと体を回転────全力での回し蹴り！

　だがそれをなんなくリンの固いグローブが受け止めた。リュウトの目が見開かれる。

「……なぜ、挑む。そこまで傷ついていながら……」

　強いまなざしでリンは少年を見据えて一歩引く、その瞬しゆん間かん体が沈んだ。

　すさまじい速度で見み舞まう倒立回転のキック！

「うあああああっ！」

　天に向かって突き上げる少女の長い足がリュウトの体を蹴上げて吹き飛ばす。

　避ける間もない、彼は全身を強打して崩れ落ちた。

「……リュウト！」

　千せん花かが叫び、懸けん命めいに身を起こそうとする。だがその足にも腕にも力が入らない。

　その彼女の前で、リュウトはふるえる腕で体を支え起き上がる。

　血の混じるつばを床に吐き捨て、彼は再び立ち上がった。

　千花は目を見開いた。見開いて、かぶりをふった。

「や……止やめて止めて、お願ねがいだから、もう止めて……いらない、そんな傷だらけになって血を流してまで、助けなんていらない……いらないんだから…………だって、」

　だって────そのあとを千花はつづけられなくなった。

　それはおそらく、自分の本心だ。見つけられなかった自分の中の言葉だ。

　だがリュウトは、言葉の途と切ぎれた千花へと、弱々しい声で、いった。

「うるっせ……オマエの気持ちなんか、知るか。オレが……どうしてもそうしたいんだ。それだけだっての……どうだ、オレだって自分のことしか、考えてない……だろ？」

「リュウト……」

　彼はいった。自分が守る相手に向けて、背中越しにその言葉を伝えた。

「あのとき……オマエはオレを助けに、たったひとりで来た。あのときから、オマエはオレにとって英雄だ。誰だれより強い、君くん臨りん者しやだ。あのときのオマエみたいに、オレも、オマエを助けたい。オマエを支える力に……なりたい。どうしても、なりたいんだ…………」

　千花は声を失う。自分を貫く言葉を告げた眼前の少年を、無言で見つめた。

　離はなれた場所で、リンがリュウトをじっと見つめていた。

　彼の強いまなざしを。なんど打ち倒されようと、決して失われない彼の意志を。

　少女のこぶしが握られる。強く、強く、ふるえるように。

　リュウトがこぶしを握り、一歩踏み出す。

　痛みをこらえるように歯を食いしばり、彼は走り出す！

　その刹せつ那な、千せん花かの耳に聞こえる低い、氷の言葉。




『……こちらの方が』『楽しそう……』

『……抗あらがいの意志を』『砕くのも我らが役目……』




　視界の隅を黒こく灰はい色しよくの影かげがよぎり────

　巨大な鉄塊がリュウトの体を弾はじき飛ばす！

　リュウトの体が宙に浮かぶ。高き天てん井じようにオレンジレッドの髪がなびき、光を受けて輝かがやく。

　次の瞬しゆん間かん、彼は千花の前に激はげしく落下した！

　壮絶な衝しよう撃げき音おんと一緒に嫌いやな音がした。肉がつぶれ骨の折れるような音が。

　千花が叫んだ。リュウトの名を呼んだ。彼の名を絶叫した。

　痛みでちぎれそうになる体を懸けん命めいに起こし、千花は彼に這はい寄ると抱き上げる。

　抱き上げた拍子に、千花の腕からその頭が、がくりと…………はずれた。

　少女は首をふる。大きく瞳ひとみをみはり、信じられないという表情で彼を見つめる。

　わななく唇が、血のこびりついた少女の可か憐れんな唇が、開いた。

　叫んだ。叫んで叫んでその体にすがった。叫ぶ少女の脳裏に、ひとつの光景がよぎった。




　あれは、彼が〝境界守護士〈ディフェンソル〉〟として目覚める兆候として、ヴィジョンを見ていた時期のことだ。

　目に見えて弱っているくせに、目に見えて苛いら立だち荒れて、誰だれも彼は寄せ付けなかった。

　彼を顧かえりみる者がひとりもいない中、千花だけが彼をひそかに案じていた。

　案じるあまりに、千花は夜中に離はなれの彼の部屋におもむいた。

　暗い渡り廊下を足音を忍ばせて進み離れの戸口に立ったとき、か細い声が聞こえた。

〝…………千花……〟

　その声に、千花は思わず扉を開けて中に入り────そして、見た。

　ベッドで彼が身を折り苦しんでいるのを。

　歯を食いしばり汗を流し、恐怖に引きつれた顔で悪夢に耐えているのを。

　千花は手を差し伸べた。彼は子どものようにその手にすがりついた。

　なす術すべなくただ彼の手を握りしめながら千花は、思った。

　なぜ、こんな苦しみを負わなければならないのだろう。

　なぜ、こんな重荷を負ってまで、守しゆ護ご士しは〝現世〟を守らなければならないのだろう。

　それほどまでして守らねばならぬ価値が、〝現世〟にあるのだろうか…………と。

　千花は彼の腕を握る手に力をこめた。そして決意した。

　父は彼女に〝王〟となるべく、それが存在意義であるよう育てた。

　それだけが自分の価値だと。そうでなければ認めないと。

　ならばせめて、決意し覚悟を持って、自分で選び取ろう。絶対に自分は彼の〝王〟になり、力を手に入れ〝現世〟を守る道具、なにより強い〝王〟になろう。

　戦うのは、自分ひとりでいい。守しゆ護ご士しであるというだけで、意味も価値も見み出いだせぬ重荷を背負わされ、こんなにも彼はひとり、苦しみに耐えているのだから。

　逃げはしない。絶対に。自分の生を肯定し、彼の苦しみを引き受けるために。

　そう決めた。そう、決めたのに────




　彼女は悲痛な声で泣いていた。

　誇り高くなにより強いはずの彼女が押し隠していた弱さもあらわに泣いていた。

「リュウト……死なないで。死なないで……お願ねがい、お願い！　助けなくていい、守らなくていい、戦わなくたっていいの。だって、だって、だって……！」

　少女はいった。大粒の涙をこぼし、必死に懸けん命めいに、自分の心を伝えた。

「おまえが生きているだけで……あたくしは生きる理由がある。おまえが、ただ生きてそばにいるだけでいいの。それだけがあたくしの、紛れもない〝力〟なんだから……！」

　それは千せん花かの魂の叫びだった。存在のすべてをかけた、全力の言葉だった。

　だがリュウトは動かない。悲鳴にも似た少女の声が、虚むなしく哀かなしく響ひびくだけだ。

　その少女と動かぬ少年の前に、ふたつの黒こく灰はい色しよくの影かげが…………近づいた。







　慎しんは必死に身を起こす。黒のＴシャツは切り裂かれ、のぞく肌に血がにじんでいた。

　灰はい色いろの少年・アキトと少女・アカリに追われ必死に逃げ惑っていたときに、激はげしい震しん動どうで床に叩たたきつけられ、そこをアカリの戦具に襲おそわれたのだ。

　致命傷はないが、痛みは壮絶だった。身を起こすのもやっとなほど辛つらい。

「慎……！　起きられる？　しっかり！」

　ユイナが荒い息で駆け寄る。彼女も衣服が切り裂かれ、白い脚と腕に無残な赤いすり傷と打だ撲ぼく痕こんが見える。痛ましい彼女の姿に、慎は歯を食いしばり立ち上がった。

　見渡す聖堂はすっかり変容していた。異い骸がいのものどももかなり数が少なくなっている。

　千花とリュウトは逃げられたのか────と思ったときだ。

　非情な男の声が聞こえた。無慈悲な神の託宣のごとくに。

「……これでわかったであろう。おまえには、どんな〝力〟もない……いや、おまえたちの存在に本当は、〝意味〟も〝意義〟も、ない……」

「お、父……様……」

　弱々しい千せん花かの声が、返る。

　慎しんは見た。聖堂の端、祭さい壇だんに見下ろされる床の上に座りこむ千花を。

　祭壇から見下ろす高たか尚ひさを。祭壇の真下に立つリンを。

　千花たちを囲む、戦具を持った灰はい色いろの少年と、少女を。

　リュウトが千花のひざに抱かれている。だが彼は、抱かれたまま身動きひとつしない。

　高尚の言葉がさらにつづいた。

「……〝王〟は、守しゆ護ご士しに〝現世〟の象徴として選ばれる。そう、誰だれかに仮託せねば守る意味も見み出いだせぬほど〝現世〟には……価値がないのである。それはすなわち、おまえたちの狭い視野がとらえる〝領域〟の狭さにつながる。どれだけ多くの人々が存在しようと、どれだけ広大な〝世界〟があろうと、守りたいと思う相手だけしか見えない……」

　慎の耳じ朶だに届く高尚の声には、かすかな、虚うつろな笑いが混じっていた。

「彼を見るがいい。自らを犠ぎ牲せいにし、なにが救えたか……無む駄だな、無意味な行動だ……」

　千花はうなだれた。少年の体を抱きしめ肩をふるわせて、少女は力なく面おもてを伏せる。

　高尚が祭壇の上に手を置いた。その親指にリングの光がわずかに見える。

「いま、おまえたちの担う役目を終わらせてやろう……だいじょうぶ。〝王〟でなくとも、おまえは私の大事な娘である。おまえたちだけが重荷を担わねばならぬ、守る意味も価値もない〝領域〟など、〝異い域いき〟のものどもにささげればいい。さあ、」

「……そんなわけないっ！」

　少女の強い声が、男の言葉を半ばで断ち切った。

　慎は、力なくうつむいていた千花は、そして高尚とリンは、一斉にその声の主を見た。

「なにかに仮託しなければ、意味が見出せないかもしれない……でもそれは、それはただ第一歩なだけだ。強くなるための！」

　ユイナだった。彼女は声に力を誇りをこめて、眼前の相手へと告げた。

「あたしたちは、絶対万能の神様なんかじゃない。慈悲深い聖母でもない。すべてを見通しすべてを救える正義の英雄でも……ない。自分の周りしか見えなくて、手の届かない場所もあって、かなわない相手、力及ばない領域……必ず、ある。けど！」

　少女の、真まっ直すぐな一いち途ずなまなざしに光が宿る。

「それを超えてでも、大事な人を守りたいって、思う。大事な人が大事に思う人たちを守りたい。選んだ大事な人が生きて存在している〝世界〟を守りたい。その想おもいから、広がる。それが第一歩。いまは守れる範はん囲いは少なくても、あたしたちは一歩を踏み出した！」

　輝かがやく瞳ひとみで少女は高尚を挑むようににらみ、白銀の剣を雄々しくかまえた。

「意味がないなんて、価値がないなんて、勝手に決めつけるな。あなたにとって価値も意味も見出せなくても、あたしには確たしかにある。彼が、慎が存在する〝領域〟を、誰かが命を懸かけて守ろうとする人が存在するこの〝現世〟を────守る、意味が！」

　言葉の終わりにユイナが走った。目にも止まらぬ速さで祭さい壇だんへと疾駆する。
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　だが先に灰はい色いろの少年、アキトが反応した。

　ユイナにただ一歩で接近、剣がふるわれる前に鉄塊の剣で殴りつける！

「ッ!!」

　長い髪がなびいて吹き飛ぶ。地に叩たたきつけられるそこにアカリの鎖くさりが伸びる。

　鞭むちのごとくユイナの体を叩き打ち上げさらに叩き落とす！

「ああぁあっ！」

　恐ろしい打だ撃げき音おんもろともユイナが床に弾んで激げき突とつ、声もなくうずくまる。

　だが、少女は弱々しく腕を伸ばし、必死に懸けん命めいに床にひざをついた。

「……絶対、負けない。絶対絶対、絶対に、負けない。あたしは……戦う」

　つぶれそうな、聞くだけで苦しそうな声だった。それでもユイナは叫ぶようにいった。

「彼は、いってくれた。〝一緒に戦おう〟って……。その言葉だけでいい。その言葉をいってくれただけで、いい。それだけで命を懸かけて、あたしは自分の持てる力を超えて、戦える。彼のために、彼が属する〝領域〟のために────あたしは、戦う！」

　祭壇の下でそれを聞いていたリンが、驚おどろいたように瞳ひとみをみはった。

　驚きよう愕がくがその面おもてに浮かぶ。蒼そう白はくな顔で、彼女はユイナをじっと見つめる。

　そこへ男の冷酷な、哀れむ響ひびきの声が、いった。

「……その弱さでか。その弱さでなにが守れる。ただひとりすらも救えぬような、いや自分の身すら救えぬその弱さで……守れるものなどひとつも、あるまい」

　高たか尚ひさは哀れむまなざしで静かにユイナを見つめた。それから彼はリンに目配せする。

　少女は一いつ瞬しゆん戸惑うような表情でユイナと高尚を見比べた。そこへ、

「……リン。それは我らの敵である。迷うな」

　重なる男の言葉がした。刹せつ那な、リンは迷うように瞳ひとみを閉じ……すぐに、うなずいた。

　彼女は倒れたユイナに向き直った──────

「──輝閃〈フルゴル〉──!!」

　瞬間、閃せん光こうがリンを直ちよく撃げき。少女は弾はじかれたようにひるんで下がる！

　祭さい壇だんの上の高尚が大きく目を見開いた。

　慎しんが荒い息を吐き、足をふるわせ突き出す腕をふるわせて、ユイナの前に立っていた。

　その様よう子すに、高尚はわずかに目を細める。

「その娘の〝王〟か……ふるえている、怯おびえているぞ。なのになぜ、立ち向かう……」

「お、おれが……彼女の、ユイナの〝王〟だから。それが……答えだ」

　慎は必死に答える。それへとわずかに冷ややかな声音が返った。

「『高こう家け』の者でないならば〝王〟になることは義務ではない。守るための意味を仮託され、無限にくり返される戦いは、死でしか解放されない……なのに、なぜ戦うのか」

　ぐ、と慎は唇を嚙かんで目をつぶる。脳裏にユイナの言葉がよぎる。

　夜よ闇やみの中の照明の下、自分を真まっ直すぐな瞳で見上げ、彼女が告げた言葉が。

「おれだって……たいそうな意義とかない。世界を救ったり人類を守ったりするなんて、馬ば鹿かげた考えも優すぐれた力も勇気も全然、ない。情けないし、考えも足りないし、みっともなく悩んでぐるぐるして、後戻りして見失ってわからなくなって……けどおれ、おれは……」

　なぜ、平凡な自分が彼女に選ばれたのか。

　なぜ、取り柄も特徴もない、ありふれてどこにでもいるような自分を彼女は選んだのか。

　それが、わかった。それを、改めて慎は思い知った。

〝……ありがとう。君が〝ここ〟にいてくれる。それが、あたしの戦う理由……〟

　耳じ朶だにこだまする少女の声と同時、慎は目を見開いた。わななく唇を開いた。

「おれは、戦う。この身に託された『意味』を背負って、なんどだっていくどだって、問われるたびにおれは選ぶ。彼女の手を取り、彼女の〝王〟でありつづけることを！」

　慎はいい放った。目の前で自分を見つめる男に向かって決然と。




「それが、命いのち懸かけて戦うユイナに返せる、おれのたったひとつの答えだ！」




　──慎の背後で、ユイナがその背中を見つめていた。

　白銀の剣を握ってひざをつき、彼女は大きく目を見開いていた。

　一いつ瞬しゆん、その表情が…………いまにも泣き出しそうになる──




　慎しんは、祭さい壇だんの前方に座りこむ、リュウトを抱いた千せん花かに向かっていった。

「璃り堂どうさん、リュウトを立たせてやってくれよ。そいつ、璃堂さんが〝戦う理由〟だっていってたんだ。守るべき〝世界〟そのものだって……。おれたち〝門の王〈レクス〉〟は、〝境界守護士〈ディフェンソル〉〟を受け入れたなら、その想おもいに応こたえよう。それが」

　彼はいった。怯おびえで声をわななかせながら、それでも前を向いて彼は、告げた。

「それだけが────〝王〟の資質だって、おれは、思うよ」

　慎の言葉に、ユイナが足を踏みしめ立ち上がった。

　彼の横に並び、凛り々りしく雄々しく握った白銀の剣をかまえる。

　見る者を圧倒する壮絶な気迫がそのかまえに、満ちた。

　壇上の高たか尚ひさの穏おだやかな表情が消きえ失うせた。そこにあるのは、醜みにくいまでの狂気の歪ゆがみだ。

「その未み熟じゆくさから来る一いち途ずさが、どれだけ過ちであるか。その証あかしを見せてくれよう……」

　そのとき突如、リンが高尚に向けていった。

「……あなたは、誰だれ」

　彼女は祭壇近くに歩み寄り、高尚を見上げた。挑むように。

　一瞬、高尚が不ふ思し議ぎそうな顔でリンを見返す。

「私は〝璃堂高尚〟。おまえの主あるじである……」

「違う」

　きっぱりと強い声でリンはいった。

「確たしかにあなたは、その名を持つのかもしれない。だが、私の主ではない……私には、記き憶おくがない。主の命を遂行すること、全ぜん身しん全ぜん霊れいをもってして慕う我が〝王〟とともにあること……それだけがこの身を満たす。それだけが私の喜び。だが」

　彼女はふり返った。背後の慎たちを彼女はじっと、見つめる。

「彼らこそ、私の仕える〝王〟の有り様だ。そう感じる。彼らは〝王〟として、〝守しゆ護ご士し〟としての意義を全まつとうしている。あなたはただ、敵を苛さいなみなぶるだけ。それは……私の主ではないと、感じる。どこだ。私の主は、私の真の〝王〟は、どこにいる！」

「そうか……」

　高尚は穏やかに答えた。彼の声は凪ないだ水面のごとく、変わらず平静だった。

　だが刹せつ那な、ほんの一瞬、その面おもてが歪む。

　衝しよう撃げきに。絶望に。悲哀と悲痛に。胸をえぐる深い傷を受けたかのように。

　ふっと、静かに彼は目め線せんをそらす。そらして、そして灰はい色いろの少年と少女に呼びかけた。

「アキト、アカリ……」

　なにげない、声音で。




「が……っ!?」

　突然、セーラー服の少女がのけぞった。慎しんたちが、はっと息を吞のむ。

　リンの胸を貫き刃やいばが生はえていた。背中から鎖くさりが伸びて、灰はい色いろの少女・アカリの手元につながっている。リンの胸からあふれる血が滴った。

　アカリが鎖を引いた。引き抜かれる刃とともに、鮮せん血けつが飛び散った。

　リンがゆっくりと、地面に倒れていく。

　──彼女は一いつ瞬しゆん、リュウトに顔を向けた。遠目でその表情は、はっきりとは見えない。

　だが、確たしかに彼女は、リュウトへ向かってほほ笑えんだ──

　ふっと、少年、アキトの姿が消える。彼は倒れかかるリンのそばに出現した。その腕を手を伸ばしてつかむ。だらりと倒れる彼女の体が止まった。

　アキトはリンがはめたグローブを脱がし、そこにつけられた銀ぎん色いろのリングを、はずす。

　その瞬間、血まみれのリンの姿が、消えた────！




「そ、そんな…………」

　思わず慎は声を上げた。それにユイナの、苦しそうな言葉がかぶさる。

「やっぱり〝デイブレイク〟に実体化された〝影〈フィギュア〉〟だったんだ……でも」

　そのあとの言葉を彼女はいわなかった。だが慎は察する。

〝影〈フィギュア〉〟であったとしても、自分たちにリンは共感してくれた。その思いが同じだと、いってくれたのだ。最後の、最後に。

　ぐ、と慎はこぶしを握る。唇を嚙かみしめ、こみ上げる思いを懸けん命めいにこらえる。

　そのとき壇だん上じようから、高たか尚ひさがこちらを見下ろして、いった。

「己れが無力を、その負う使命の無意味さを、この檻おりの中で存分に思い知るが、いい……」

　アキトが鉄塊の剣を握る。鎖を引きずり、アカリが慎たちに向き直る。

『……全幻影領域〈ヘリオドライブ〉は』『光と幻げん影えいを使う……』

『……一時的に視覚を遮断』『聴ちよう覚かくを強化……』

　少年と少女が同時にいった。その言葉に慎は思わず灰色の二人を見つめた。

　彼らの瞳ひとみに光はない。茫ぼう漠ばくとした焦点のない瞳はしかし、慎を見ている。

『……そしてこの舞ぶ台たいは』『無常聖宮〈クラウストラ〉の作りし領域……』

『……創造者の自在に』『変形可能……』

　息を吞む音が聞こえた。ユイナだ。慎も彼らの言葉の意味を瞬時に悟った。

　光でひるませることはできない。幻影を作り出して惑わすこともできない。この場所が変形可能なら以前のように偽の壁かべを構成するなどもできないのだ。

　がしゃり、と新たな音が増えた。

　円型の聖堂を囲むアーチの向こう側から現われる、黒こく灰はい色しよくの鉄の異い骸がい────

「主張は聞いてやった。心残りはないはずである……では、命令〈オーダー〉……」

　男の唇が、開く。

「……殲滅〈イクスターミネイション〉……」







　千せん花かの、リュウトを抱く腕に力がこもった。

　目の前で、慎しんとユイナが襲おそいくる敵に吞のみこまれそうになる様が見える。

　とっさに胸のチェーンにつけたリングをはずす。

　力なくひざに横たわるリュウトの血まみれの指にはめると彼女は叫んだ。

「リュウト！　起きなさい、これは命令よ！　命令なんだから起きなさいよリュウト！」

　千花は叫んだ。動かない少年の体を抱きしめ、〝命令〈オーダー〉〟をくり返した。




　──ずっと、思っていた。

　自分ひとりで立ち上がらなくてはいけないと。

　ほめられもしない、どんなに優すぐれたことをしても肯定されない。

　自分の努力も、懸けん命めいな思いも、受け止めてもらえない。

　それでも立ち上がるしかない。自分ひとりで、自分の足で。

　泣いても叫んでも、誰だれも……助けてくれないから────けれど。

　けれど、ここに、いた。ここに、たった、ひとり。




　リュウトを抱きしめ涙伝う顔で、血を吐くように千花は告げた。

「起きて、リュウト！　おまえはあたくしを選んだんでしょう？　璃り堂どうの娘だからじゃなくて『高こう家け』の娘だからでもなくて、あたくし自身を、〝璃堂千花〟を、おまえの〝王〟にふさわしいって認めてくれたんでしょう？　お願ねがい、死なないで。おまえが、あたくしをただひとりの〝王〟に選んだように、あたくしだっておまえを選んだのよ……一緒に戦うたったひとりの相手だって。だから……！」




　──薄うす目めを開けて見えたのは、涙流す少女の顔だった。

　自分を強く抱きしめ、泣きじゃくる少女の姿だった。

　変な気持ちがした。あんなに〝泣かせてやりたい〟と思ったはずなのに。

　こんな風に彼女が泣いてるところを…………見たくないと、思った──




「……泣く、な、よ……千せん花か……」

　は、と千花が見下ろす。その首に回されるのは、血まみれの腕だ。

「リュウト……!?　い、生きてる、の？　生きてたの!?」

「勝手に、殺すな……ックソ、いつまでもやられっぱなしに、させとけるか、よ」

　彼は起き上がる。千花を支えに、彼は必死で上半身を起こした。

「聞こえてたぜ。初〝命令〈オーダー〉〟が、起きなさい、かぁ？　無む茶ちやだよな……。マジ死んでたら、どーするつもりだったんだっつの」

「そんなの。起きるまで〝命令〈オーダー〉〟するに決まってるわ」

「うわ、なんつう人遣い荒い、ヤな……ヤツ」

　そう返し、リュウトは戦いの物音をふり返ると必死にひざをつき立ち上がろうとする。

「ったく……アイツら無茶だな……オイ、オレらも行くぜ。千花」

「だいじょうぶなの？　そんな立てるかどうかもわからない怪け我がで、」

「リングはめてるから、一時しのぎでも痛みは薄うすれる。身体能力も向上してるはずだ」

　そう返すと、彼は真剣な、真しん摯しなまなざしで千花を見つめて、いった。

「いいか。オレを使え。存分に〝命令〈オーダー〉〟しろよ、我が王〈レクス〉。オレはオマエの守護士〈ディフェンソル〉。どんな無茶で途方もない命令だとしても、オマエの命令なら────存在のすべてをかけて、実行する」

　刹せつ那な、二人は目め線せんを見交わした。そして彼らは支え合って立ち上がる。

　千花は血まみれの美しい顔を、前方の敵の群れに向けた。

「……では、リュウト。あたくしたちを愚ぐ弄ろうした罪で、世界の終わりまで奴やつらを嬲なぶってあげなさい。さあ、これがあたくしの命令〈オーダー〉よ」

　少女は告げた。誇り高い君くん臨りん者しやの声音で、響ひびき渡る女王の命令を。

「Rock and Roll!やつちまいな！」

　それを聞くリュウトの血に汚れた顔が、誇らしげに輝かがやいた。

「承うけたまわったぜ、我が王〈レクス〉!!」

　彼は力強く答え、リングをはめた右腕を宙に伸ばすと高らかにいった。

「来いよ、〝神み渡わたし〟！　神を運ぶ清せい冽れつなる風！」

　呼び声と同時────少年の両手足に渦巻く風と光が宿る。







　灰はい色いろの少年、アキトが進んだ。持ち手を握り鉄塊たる武器をふり回す！

　ユイナは剣を握って床を転がり落下する鉄塊の剣を避けた。

『……無む駄だ』『無駄、です……』

　鎖くさりのついた振り子の刃やいばが空気を切って少女を襲おそう！

　白銀の剣がそれを弾はじき飛ばす。火花が散って振り子の刃やいばが跳ね返された。

　その隙すきにユイナの背後から襲おそいくる異い骸がいの群れ。ふりかぶる十字架が見えた。

　ダブルブレードの柄つかをユイナはぐっと握り直す、

　つんざく金属音が響ひびき渡る!!

　竜巻のごとく大回転する白光の軌跡、それらがすべてを薙なぎはらった。異骸の騎き士しが天へと一気に吹き飛ばされる。

　逃げるしかできない慎しんを守り、ユイナはひとりで敵と対たい峙じしていた。

　ふり上げる剣、ふり下ろす刃、斬きり上げ斬り下ろし横様に薙ぎ一刀のもとに断ち切る。

　前方を斬り開き後方を斬り裂き吹き飛ばし弾き飛ばして火のごとく炎のごとく剣が舞まう。

　それはまさに無双たる名にふさわしい壮絶な戦いぶりだ。

　抱く覚悟と決意の固さと闘とう志しの強さが舞い踊り荒れ狂う烈火の剣けん舞ぶに宿る。

　突如、ユイナに向かって灰はい色いろの鎖くさりが伸びた。白銀の刃に巻きつきそれを奪う！

「光輝〈デュランダル〉！」

　ユイナが名を呼ぶ。奪われた剣は消え、少女の手に出現した。

　だがその間かん隙げき、新たな異い形ぎようが慎に向かって突進する！

「慎！」

　ユイナが名を叫んだ。だが慎はとっさのことで動けない。その前に異骸どもが迫る！




　一陣の突風がすべてを吹き飛ばす────!!




　慎は、目を開けた。視界に入ったのは……オレンジレッドの髪。

「しっかりしろっつーの。やっぱ、オマエらだけに任せておけねえよ」

　リュウトがふり返り不敵に笑った。慎はその姿に目をみはる。

　彼の両手に装着されているのは、幾重にもベルトを巻いたがごとき武骨な黒のグローブ。そして両足を包むのは鋲びようを打った黒革の厳いかめしい足甲だ。

　新たな異骸がリュウトの背後で立ち上がる。

　彼はふり返り、こぶしを固く握りしめ足を開きかまえた姿勢で挑む言葉を吐いた。

「来いよ。オレは門の王──称号・嵐气圏〈ブレスドブレス〉の境界守護士、疾風士〈ゲイルアタッカー〉だ。覚悟しろ、我が王の命令、狂うまで魂に叩たたきこんでやるぜ！」

　その勇ましい声にも押し寄せる異骸の群れは動じない。突如、それらが急きゆう襲しゆうする。

　迎える少年の口元が、にぃ、と不ふ遜そんな笑えみを作る。と、いきなり！

　跳ちよう躍やく、そして激はげしい回まわし蹴げり──！

　強烈な風圧で周囲が吹き飛ぶ、間髪容れず両手をつく、両足を豪速で回すキック！

　風車を思わせるその動きに敵は巻きこまれ一気に弾き飛ばされた。

　グローブをはめた両のこぶしが空気を裂き手近な甲かつ冑ちゆうを立てつづけに地に叩たたきのめす。

　即座にふり向き速度と重さの乗ったハイキック！　薙なぎ払われ敵がぐしゃりとつぶれた。

　リュウトは走る。走り殴り回り蹴けり跳び飛んで薙ぎ払って吹き飛ばす。

　腰に結ぶ赤い帯がなびいて彼の、走りと動きの軌跡を華か麗れいに宙に描き出す。

　疾しつ風ぷう怒ど濤とうの攻こう撃げき、目にも止まらぬ迅じん風ぷうたる動き、旋風のごとき強きよう襲しゆう。

　その名の示すとおりに彼はいままさに、〝風〟であり、〝竜巻〟だ──────

　灰はい色いろの少年と少女たちがリュウトに気づく。

　アキトが疾駆するリュウトのもとへ、足を踏み出した。

　その瞬しゆん間かん、斬きり裂くように響ひびく朗々たる美しい声。




「──　盤渦風〈ベアトゥス・トゥルボ〉──！」




　渦巻く大砲のごとき竜巻が襲おそう!!!!

　アキトが異い形ぎようどももろとも天てん井じようまで巻き上げられ飛ばされて床に激げき烈れつに叩きつけられた。

　その持つ鉄塊の戦具が遅れて落ちて、重い地じ響ひびきを奏でる。

　千せん花かが歩む。血のにじむ美しい面おもては青ざめ、足取りは力ない。

　だが苛か烈れつな光を放つまなざしで前方を見据え、少女は力強く告げた。

「……ごあいさつには少し強烈だったかしら。よろしくしてね、我らが敵。あたくしは〝嵐气圏〈ブレスドブレス〉〟の門の王──『八はち高こう家け』がひとつ、璃り堂どう家けの当主、璃堂千花よ。未み来らい永えい劫ごうこの名を忘れられぬよう、その身に刻んでさしあげるわ」

　うそぶく少女の前にリュウトが走り寄る。まるで彼女を守るように。

　がらん、と重い音が聞こえた。

　アキトが鉄塊を握って立ち上がる。アカリも鎖くさりをじゃらりと引きずり、歩み寄る。ざわつく新たな異い骸がいの気け配はいもアーチの間から聖堂に入りこむ。

　慎しんたちは走り寄り集まった。そしてそれぞれの武器をかまえ、敵を見据える。

　そこへひび割れた咆ほう哮こうを上げ、異骸の騎き士しが突進する────！




　突如甲冑どもが跳ね飛ばされた。

　閃ひらめくのは二対の軌跡。なびくのは銀の髪。

　宙に浮き上がる異骸の群れに向かって放たれる雷撃！

「──流電砲撃〈バッリスタ〉──!!」

　雷鳴が轟とどろく。激烈な電流が甲冑どもを微み塵じんに焼き尽くした！




「才さい木きさん！」「クリス！」

　慎しんとユイナがふり返り、扉から駆けてくる二人の姿を見つける。

「……すまない。やっとふり切ってきた」

　慶けい介すけはわずかに息を荒げ慎たちのそばに立った。クリスが両手に剣を握りその隣となりに立つ。

　形勢が逆転したような気が慎はした。少なくとも数では負けない。

　と思いきや、

「忘れたか。ここが……私の生み出した〝領域〟ということを……」

　陰々とした男の声が響ひびき渡る。彼は祭さい壇だんの上に右手を滑らした。

「……Gloria tibi, Domine.主に栄光あれ……」

　突如、突き上げる地響きが起こった！

「うわ、わ！」

　傾く床に思わず慎は手をついた。ユイナも必死に剣で体を支える。千せん花かやリュウト、慶介やクリスたちも懸けん命めいに足を踏みしめる。

　壁かべが狭まる。震しん動どうが激はげしくなる。

　恐ろしい地響きの中、天より下る告示のごとくに男の声のみが響き渡る。

「もう、この場も、無意味だ……すべてを終息させるために、すべてを収束させよう……」

　周囲の壁が、天てん井じようが、ますます迫る。慎たちは背中を合わせたまま息を吞のんだ。

　彼をどうにかしなければ、この〝領域〟からは逃れられない。

　しかし彼が望むとおりにこの場は変形する。先ほど千花が試みて失敗したように、たとえ攻こう撃げきしても場の変形によって防がれるだろう。

　慎の背中を汗が伝った。慎は目をつぶる。懸命に必死に、考えをめぐらす。

　かなう方法があるのか。倒す方法はあるのか。

　突破口。自分の力を使う方法。なんとか、なにか、なにか方法はないのか────!?

　慎は目を見開く。

　苦し紛れの思考の中で、できるかどうか不ふ確かく実じつだが、ある可能性に…………気づいた。

　その刹せつ那な、アキトが動いた。一歩、

　超移動！　慎のすぐ前に出現、豪速でふり下ろされる鉄塊。

　寸時、ユイナの光こう輝きの刃やいばがそれを弾はじく。

　しかし鉄の巨大な剣が重い風でふり回された。激げき烈れつな金属音で白銀の剣が跳ね返される。

　慶介が両手を突き出し、閃ひらめかせた。激しい雷鳴が立てつづけに落ちる！

　瞬しゆん時じ、アキトの姿が消え離はなれた場所に出現した。ダメージを受けた様よう子すはない。

　アーチから新たな異い骸がいが出現する。金属のこすれる耳障りな響きが周囲に満ちる。

　クリスが進んだ。二対の剣を閃かせ、少女が走る。

　異骸のものどもと同時にアカリが動いた。

　一瞬で千花の前に現われる。ぬめる鎖くさりがうごめいて、光った。

『ッ…………!?』

　だがアカリの目の前に一いつ瞬しゆんよぎる、オレンジレッドの髪と、不敵な笑えみ。

　次の瞬間、迅じん激げきなる回かい転てん蹴げりが来る────!!

　壮絶な風にアカリは吹き飛んだ。悲鳴を残す間すらなく。

　リュウトはひざをつく。刹せつ那な大きく肩で息を吐く。負った怪け我がはかなりの痛手らしい。しかしひるまず彼は立ち上がった。

　そこへとっさに慎しんが叫ぶ。

「頼む、王たちは集まってくれ！　守しゆ護ご士したちはその周りで攻こう撃げきを防ぐんだ！」

　千せん花か、慶けい介すけが一瞬顔を見合わせる。だが即座に反応して慎のもとまで走った。

　ユイナ、リュウト、クリスが彼らを囲み、灰はい色いろの少年と少女、異い骸がいの騎き士しどもに対たい峙じする。

　慎は自分のそばに来た千花と慶介にささやいた。

「この三人で祭さい壇だんまで走ります。攻撃を喰くらわせながら」

「って……でも見たでしょう？　近づいても場が変形して防がれるわよ！」

「いや、方法はある。確かく実じつじゃないかもしれないけど……でもひとつだけ」

　千花と慶介は戸惑うように慎を見つめた。

　だがその間にも周囲の地じ響ひびきはひどくなる。遠くから激はげしい崩ほう壊かい音おんも聞こえ、それに守護士たちの剣の響きと入り乱れ飛び交う壮絶な闘たたかいの音が混じった。

「……いいだろう。時間がない。行くぞ！」

　うなずき慶介が走る。千花と慎がつづき、祭壇目がけて彼らは走り出した。

　走りながら慎はリングをはめた右手を握る。握ってつぶやく。

「基盤構成─万物の知覚：光〈ルーメン〉・対象：片影〈ウムブラ〉……」







　壇上から高たか尚ひさはすべてを見渡していた。

　走り寄る慎たちの姿に、男のまなざしが鋭するどくなる。

　そこへ慶介が祭壇の下まで走り右手を高く掲げて叫んだ。

「────　迅雷撃〈フルゲオ・イクトゥス〉　────！」

　だがその前に高尚の右手が祭壇の上を動く。

「……O honestus hostia.おお、いと気高き生贄よ……」

　白はく熱ねつする雷撃が落ちる！

　だが瞬時に高尚の周囲に天てん蓋がいが構成された。それが雷撃を受け止め粉々に砕ける。

　千花が進む。彼女も満まん身しん創そう痍いの体で右手を高尚に向けた。

「──　飄風鑓〈フラトゥス・イクトゥス〉　──!!」

　豪速の突風が高尚へと放たれた。

　そこへ突き上がる無数の十字架の壁かべ！

　千せん花かの放った突風の現象〈フェノメノン〉は壁を突き破っただけだった。

　崩れる十字架の壁の穴から高たか尚ひさは下方を見下ろす。

　ふ、とその瞳ひとみが見開かれた。

　壊こわれた十字架を乗り越え少年が走ってくる。

　それは慎しんだ。彼は高尚に向かい、必死に懸けん命めいに階段を駆け上がってくる。

　だが高尚は焦らない。

　聖堂の中央で、アキトとアカリが物音に気づいたかこちらを見上げていたからだ。

　彼らは一歩で敵に肉にく薄はくする。であれば自分はなにもする必要はない。

　だが、ふと高尚はあることを思いついた。

　口の端に笑えみが浮かんだ。残忍な笑みだった。

　慎があと数段で自分に近づく。

　その刹せつ那な、アキトとアカリが足を一歩、踏み出す。

　と同時に高尚が右手を滑らせ、朗々と高く声を放った。




「…………ITE, MISSA ES行け、ミサは終わつた。T. Deo gratias.神に感謝し奉る…………!!」

　頭上から無数の十字架が降り慎の上に槍やりのごとく突き立てられ──




『……ああぁああっ!!』『きゃぁああっ……!!』

　高尚の目が見開かれた。

　降ってきた十字架に見事に貫かれ、アキトとアカリが階きざはしに打ち倒される。

　その瞬しゆん間かん、自分のすぐ目の前に立つ人物の姿が目に入った。

「うぐあああっ!!!!」

　その顎あごが蹴けり飛ばされた！

　稚ち拙せつな攻こう撃げきだった。単なる、なんの工夫もない少年の蹴りだった。

　だが侮あなどっていた高尚が吹き飛ばされるには充分な威力だった。

　倒れる彼の体に慎がのしかかり、右手親指のリングに手をかける。

「……な、なぜ……だ、なぜ」




　──慎は光を操あやつり眩げん惑わくで高尚の視界の距きよ離り感かんを狂わせたのだ。

　彼が生み出す〝現象〈フェノメノン〉〟は、高尚にしか効かない。

　だがそれで充分だった。高尚のもとに怪しまれずにたどりつけるならば──




　慎のあとに続き、紅あかいリボンをゆらして千花が階段を上ってきた。

　青ざめ、血にまみれた唇から荒い息を吐き、彼女は慎しんが押さえつける高たか尚ひさに歩み寄る。

　歪ゆがんだ笑えみを浮かべ、高尚はその少女へとつぶやいた。

「…………千せん花か……なぜだ。私はおまえが望む姿である。おまえが欲し、心底望んだ、おまえを認める存在…………おまえが抱く考えを具現化するものであった……のに」

　一いつ瞬しゆん、千花が誇り高い面おもてを歪ませる。

　だがすぐに、彼女は毅き然ぜんたる態度できっぱりと、いい放った。

「誰だれにいわれなくても、誰に認められなくても……あたくしが優ゆう秀しゆうで完かん璧ぺきだって、誰よりもあたくし自身が、知っているからよ」

　千花は慎に目配せした。慎がうなずき、押さえた高尚の右手の親指からリングを抜き取る。

　抜き取り、そのリングを手の中に握りしめる───────────！




　　　　　　　２




『……最終リレー出場者は……集合場所へ……』

　最初に聞こえたのはそのアナウンスだった。

　は、と慎は我に返る。あたりを包むざわめきと歓声に気がついた。

　あわてて周囲を見回す。そこは退場用アーチのすぐそばだ。あたかもたったいま、そのアーチをくぐり抜けて出てきたばかりのように。

　すぐ真横にユイナがいる。彼女はぼうぜんと自分を見上げていた。

　慶けい介すけとクリスもすぐそばにいた。あまり動じる性ではないはずの彼らも、戸惑いを隠せぬ顔で周囲やお互いを見回している。背後に千花が、その横にリュウトも見えた。

　カナメ、いや眼鏡めがねをかけた丹に々に儀ぎ乃のが心配そうに駆け寄ってくる。

　白昼夢？　切り裂かれたはずの衣服になんの変わりもない。目に見える怪け我がはない。だが体に痛みは残っていた。この痛みは〝精神〟にのみ刻み付けられた痛みなのだろうか……。

　そして、慎は自分の手が握りしめたひとつのリングに気がついた──────

　いきなりがくりとリュウトが沈んだ。駆け寄る千花と丹々儀乃が彼を抱き起こす。

　慎もユイナと一緒に思わず身を乗り出しかけた。

　が、そのとき、いまだ紋もん付つき袴はかまの洋ひろしが人の波をかき分けやってきた。

「慎！　まだこんなとこにいたのかぁ？　捜してたんだぜ。あのさ、おまえリレーで第二走者だったよな。急だけどアンカーやってくんない？　三年の選手が騎き馬ば戦せんで怪我してさ」

「え……って、なんでおれ？　もっと足早いヤツか赤組大将のおまえがやれよ！」

「他ほかにろくなヤツいないんだよ～。頼む！　俺おれが第一走者で引ひき離はなすからさ。な！」

　そういって洋は慎を引っ張った。ぼうぜんとしていた慎は抵抗する間もない。

　自分を見送る視し線せんを感じて慎はふり返った。ユイナが不安げにこちらを見ている。しかしその姿はすぐに、入り乱れる生徒たちの間に消えた。

　慎しんは走りつつ、握ったリングに気づいてそれをチェーンにつける。

　洋ひろしに連れられ出場チェックをなし崩しに受け、彼はトラック内側へ進んだ。

　最終リレーは、選出された各組六名でトラックを六周し、勝敗を決する。

　赤組第一走者は洋だ。紋もん付つき袴はかま姿で彼は位置についている。他ほかにも応援衣装のままの選手がちらほらいた。勝敗を決める最終リレーのわりに、お祭り色が強い競きよう技ぎのようだ。

　かくいう慎も着替える間もなく黒一色の応援団員姿のままだったが。

　スタートを告げる委員が本部前に進む。心しん臓ぞうが高鳴った。緊きん張ちようで胃が痛くなる。

　だがここまで来たら、腹をくくるしかない。慎は大きく深く息を吸った。

　本部委員が拡声器を口に当てた。生徒たちの歓声が静まる。第一走者がバトンを握り、位置について前方を、にらんだ。

『……用意…………スタート!!』

　走者が一斉に地を蹴けった！

　土ぼこりを上げ選手がトラックを回る。それにつられて応援の声が高まる。

　洋が袴を跳ね上げ猛然と走ってくる。歯をむき出した必死のすごい形ぎよう相そうで。

　思わず慎は笑いがこみ上げ、いや笑いごとじゃないよなと思い返した。

　洋は僅きん差さの一位でバトンを渡した。二位以降との差はほとんどない。

　そのまま抜きつ抜かれつの団子状態でリレーが進む。

　慎の握る手が汗ばむ。のどが渇く。口の中がカラカラになる。

　五番目の走者がバトンを受け取った。それを確かく認にんし慎は位置に進む。

　ぐ、とこぶしを握る。息が苦しくて心臓の音が鼓膜にも痛い。

　走者たちがコーナーを回るのが見えた。そのまま固まりこちらに向かってくる。

　赤組は青組と一位を競きそっている。しかし後続の選手とも差はほとんどない。

　勝敗は──この最終トラックで、決まる。

　選手たちが混戦状態で近づいてきた。

　慎は手を差し伸べつつ助走を始める。差し伸べる手にバトンが差し出される。

　手のひらにバトンの固さを感じる。握る、握りしめる、強く握りしめそして────

　地を激はげしく蹴りつけた。土煙が後方に上がった。

　慎は全力で走り出す。腰に巻いた赤い帯が走る軌跡に流れてなびく。




　──ひしめく生徒たちの間で、ユイナは息をつめて見守っていた。

　人の波に阻はばまれて慎の姿が良く見えない。背伸びをして身を乗り出したとき、

「あっ！」

　勢い余って人ごみから押し出された。気づくと少女はトラックの真ん中に立っている。

『……トラックに出ないでください出ないでください……応援の人は戻って……』

　聞こえるアナウンスに戻ろうとした。だがそのときゴールテープの向こうに────




　コーナーを回った。トラックぎりぎりを斜めになって走りぬける。

　自分の横で誰だれかが走っている。抜かれそうな抜きそうな微妙な位置だ。

　息が上がる。心しん臓ぞうが苦しいのどが痛い地面を蹴ける脚が辛つらい。

　前方に白いゴールテープが見えた。

　そのゴールテープの向こうに誰かが、立っている。

　思考などなかった。ただ走る以外、なにも考えることができなかった。

　だが遠目でもその〝誰か〟が、チアガールの衣装を着た少女だとわかった。

　声が聞こえる。遠くからかすかに聞こえる。

　彼女は両手を広げ、一心に叫んでいる。懸けん命めいの声が切れ切れに届く。

「…………慎しん…………！　がんばれ、慎……！　来て、ここに……！」

　頭の中が白くなる。走る意志だけに体が支配される。

　慎は走った。走った。腕をふり足を上げ真まっ直すぐにゴールへ向かってただひたすらに。

　自分の名を呼ぶユイナの声が、両手を広げて待ちかまえる彼女の姿が、すぐそこに、

「慎─────────────ッ!!」
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　大きく跳ちよう躍やくするように飛びこむ───────────

　両手を広げるユイナごと慎しんは地面へ勢い余って倒れこんだ。

「いてぇ！」「きゃぁ！」

　転んだ痛みに顔をしかめつつ、慎は荒い息を吐いて目を開けた。

　ふと、柔らかい体が自分の下にあるのに気づく。驚おどろいて彼は飛び起きた。

「……ご、ごめ……は、あ、あの……おれ、あの、」

　うろたえあわてふためく慎に、ユイナが頰ほおを染めていった。

「おめでとう、慎。……一位だよ」

　え、と見下ろす慎の視界に、体に巻きつく白いテープが見えた。

　思わずユイナの顔を見つめ返す。ユイナが嬉うれしそうにほほ笑えんだ。

　その瞬しゆん間かん、慎の腹の底から激はげしい感情が噴ふき上げるようにこみ上げた。

「……あ、は、はは……はははは、は……や、やった、やったあああああっ！」

　慎は両手を広げ、嬉しさの余りユイナにわけもわからず抱きつこうと、

「てっめぇ慎！　天あま音ねさん押し倒してんじゃねーよやりすぎだぁ！」

　して、いきなり横から洋ひろしの強烈な飛びひざ蹴げりにぶっ飛ばされた。

「羽は立だてすごい、アホみたいだけどすごいぞ！」

「やった、やった赤組一位だよ、エライよ羽立君……」

　倒された慎の上に赤組の生徒たちが押し寄せ積つみ上がる。

　一年も二年も三年も、女子も男子もなく慎に抱きつき押さえこんで圧しかかった。ユイナが止めようとして一緒に引きずりこまれてやっぱりもみくちゃにされてしまった。




　少し離はなれた場所から、香か奈な未みがその光景を眺めていた。

「ほんと素直じゃないよね。羽立くんも、天音さんも。でも、まだ自分の気持ちをふたりとも認めてないなら……ちょっとは、わたしにも可能性あるって、信じていい、かな……」

　まぶしそうに目を細め、少女はかすかにほほ笑んだ。

　が、ふとけげんな顔になって彼女はあたりを見回した。

「あれ？　そういえば、沙さ耶やと美み佐さは……あれ、どこ？」




　祭りの日にふさわしい澄すんだ秋空に、陽ひ射ざしが静かに傾いていく。

　桜おう菱とう市し商店街のアーケードの下で、二人の制服姿の少女が手をつないで眠っているのを通行人が見つけたのは、ちょうどその時刻だった。
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　白く長い病院の廊下を、緋ひ色いろの髪の少女と制服姿の少女が並んで歩いていた。

　ヴィヴィとカナメだ。緋色の少女が歩きつつ、大きく伸びをしてつぶやいた。

「あぁ、二週間も入院するなンて思わなかった。リングをはめさせてもらえばすぐにも治ったかもなのに。手術のあとが長いのよねー。検査だのなンだの」

「否定。内ない臓ぞう損傷と骨折が重なっていたのです。合併症の危険もありました。リングの力で無理やり傷をふさいでも、元の体力がなければ無意味です」

「む、わかってます……うン。そうよね、ごめん……アナタには一番、心配かけた」

　素直に詫わびの言葉を口にするヴィヴィに、カナメは無表情で答えた。

「否定。お気づかいは無用です。わたくしには少しも負担ではありません」

「今日きよう体育祭だったンでしょ。終わってすぐ来なくても、ひとりで帰れたわよ」

「否定。暴ぼう走そうするあなたをとてもひとりにはできませんから」

　揶や揄ゆする返答に、ヴィヴィがすねて子どものように頰ほおをふくらませた。

「それより報告。先ほど苑そのさんが退院祝いを届けにお見えになりました。これです」

　カナメがケーキの箱を差し出した。ヴィヴィが受け取り紅あかい瞳ひとみを丸くする。

「珍しいこともあるわね。どうして彼女がアタシに？」

「補足。九く条じようさんの使いだと、おっしゃっておられました」

　ヴィヴィの足が止まる。箱を胸に、緋色の少女がわずかにうつむいた。

　──心の底に押し隠した、ひとつの想おもい。彼女にとって、深い渇望にも似た強い想い──

　ぎゅ、と箱を抱く手に力をこめ、ヴィヴィは顔を伏せた。

　カナメがそれを見つめる。黒い瞳に色はない。ただ静かに彼女は友人を見つめていた。

　不意にヴィヴィは顔を上げ、照れ隠しのようにカナメにほほ笑えんだ。

「アイツらしくない気づかいだけど、ケーキに罪はないわよね。帰って一緒に食べましょ」

　カナメが静かにうなずく。それを見てヴィヴィはいたずら心を起こしたのか、いきなりそのほっぺを指でつまんだ。むにょ、と無表情な少女のほっぺが軽く変形する。

　いたずらっぽく瞳を輝かがやかせ、ヴィヴィは訊きいた。

「ね、カナメ。二週間もアタシがいなくて……寂しかった？」

　ほっぺをつままれながらも、黒衣の少女は無表情だった。だが────

「……肯定。とても、寂しかったです」

　答える声にほんの少し、はにかむ響ひびきが、あった。
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　体育祭は今こ年としも無事、終了した。

　片付けを終え着替えを終えて、生徒たちは帰宅の途につく。祭りの興こう奮ふん冷めやらぬ様よう子すで、打ち上げに向かう生徒たちもいた。

　人ひと気けがなくなり、学校は静かになる。平常の日々がまた戻りつつある────




　誰だれもいない保健室に、慎しんとユイナ、千せん花かとリュウトは集まっていた。

「……赤組、優ゆう勝しようだってな。結構やるじゃねえか、慎」

　ベッドに腰かけたまま軽口を叩たたくリュウトを、慎は案ずる顔で見下ろした。

「それはいいから、おまえ痛みの具合はどうなんだよ。寝てた方がいいんじゃないのか」

「大したことねえッつうの。ほんとの怪け我がじゃねえし。黙だまってほっとけよ」

「おまえの方が黙りなさいよ。〝境界標〈テルミヌス〉〟には連絡したから、あとで医い療りよう班はんが迎えに来てくれるわ。それまで少しは大人おとなしくしてることね」

　保ほ護ご者しやのように命じる千花に、リュウトは一気に不ふ機き嫌げんな顔になる。

　ふっとその場に音がなくなる。言葉に出さなくても、誰だれもが同じことを考えているのは明白だった。沈ちん黙もくの中で、ユイナが少し目を伏せてぽつりと、いった。

「結局、あの〝璃り堂どう高たか尚ひさ〟も……〝影〈フィギュア〉〟だったってこと、かな」

「……ええ。あの〝璃堂高尚〟は、あたくしが心のどこかで抱いていた〝虚妄〟だと思うの。以前〝異い域いきの輩はい流りゆう〟どもと接触した際に、実体化されてしまったんだわ。だってあたくしと同じ考えを抱いていたもの……。あたくしが戦ったのは、あたくしの抱く歪ゆがみだったのね」

　少し恥じ入るような声で、千花が静かに答えた。

「父の事故も、〝異域の輩流〟と接触したせいかもしれない。その接触で、父が死の間際まで抱いていた〝願がん望ぼう〟……誰よりも近しくて、誰よりも理解していた相手の姿が、実体化されたんだわ。だからこそ虚妄の〝リン〟は、あの〝璃堂高尚〟が偽者だって気がついたのよ……やっぱり、最期まで父は、私心より自分の責務に忠実な人間だったんだわ」

　千花は淡々と説明した。声と同じ、静かな穏おだやかな横顔を見せて。

　だが慎はその横顔に、痛ましいまでの寂しげな悲哀を見た。

　リュウトがどこか遠くを見つつ、千花の言葉のあとを追って口を開いた。

「アイツ、若いときの母さんだったんだよな、虚妄でも……クソ、好き放題殴りやがって」

「けど、おまえ見て笑ってたよ。最期に、すごく優やさしくさ」

　慎の言葉に、リュウトは床に目め線せんを落とす。だがすぐに照れくさげに声を張り上げた。

「ハ、だったらやっぱ〝虚妄〟でしかねえよ。死んだ母さんはそんな風に笑わなかったぜ。なにかっつうとすぐオレのことげんこつでガンガン殴るような豪快な性格だったしな」

「……おまえ、ほんっと昔から〝ぐー〟で殴られる体質だったんだな……」

「オマエはほんっと学ばねーなだったらオマエも殴られる体質にしてやるぜいまここで！」

　慎しんはあわてて唇を引き結んだ。

　ふと千せん花かが慎をふり仰ぐ。彼女は少し笑えみを浮かべ、慎を見つめていった。

「羽は立だて君。あなたのこと……誤解してたわ、あたくし」

「え？　なにが？」

「以前、あなたを覚悟がない人だなんていってしまったけれど。でも、知ち識しきも覚悟もなかったごく普通の人が、ああやって逃げずに守しゆ護ご士しを受け入れ戦いを選ぶなんて……できないわよね。見直したわ。あ、でも、もちろんほんの少しだけだけど！」

「ええ？　いやあの、それってほめてんの？」

　あくまで強気な千花に慎は困惑する。それを見たリュウトが不ふ機き嫌げんな顔でいった。

「オイ、なんだよ。オレは？　オレは見直さないのかよ」

「はぁ？　どうしておまえを見直さないといけないのよ。そんな必要ないでしょ！」

　ふん、と千花はくるりとリュウトに背を向ける。

　と、かすかに頰ほおを染めうつむいて、小さな、小さな声でつぶやいた。

「……だって……最初から、認めてるんだもの……」

　だがそのつぶやきにリュウトは気づかず、明らかにふてくされてそっぽを向いた。

「なんだよ。〝死んじゃいや、リュウト〟とかいってたくせに」

「なっ！　なな、なにいい出すのよ。そんなことあたくしがいうわけないでしょ！」

「いった。確たしかにいった。オレがいなきゃ生きていけない～とかもな」

「いってない、いってないったらこの馬ば鹿か犬いぬ！　いいことそれ以上くだらないこというなら公衆の面前で三べん回ってワン、とかさせるわよしかも四つんばいで！」

「んなっ……テッメェ！　だったらオレはいってやるぜ校内放送で全校生徒にな、〝みんな良く聞け、璃り堂どう千花はぺったん、」

　こ。

　の音をリュウトが発した瞬しゆん間かん、全体重をかけた〝ぐーパンチ〟がその顔面に喰くらわされた。耳に痛い衝しよう撃げき音おんでリュウトが床にぶっ倒れる。

「……こ、こ……この、クソオンナッ！　泣かす、ぜってぇ泣かす！」

「あぁらなにかいった？　人語の話せない犬が吠ほえててもあたくし理解できないわ」

「黙だまれ、だったらもっぺんいってやる！　璃堂千花、テメェは宇宙で一番ぺっ、」

　リュウトは壁かべにぶっ飛んだ。と同時に壮絶な口と手を使った大おお喧げん嘩かが始まった。

　あっけに取られて見守る慎の袖そでを、誰だれかがつんつん、と引っ張る。

　視し線せんを向けるとユイナが〝ほっとこう〟と目配せしている。

　慎しんとユイナはそっとその場を離はなれ保健室を出た。閉まる扉の向こうで轟とどろく破は壊かい音おんがいくつもいくつも聞こえた気がしたが、あえて二人はふり返らない。

　連れ立って彼らは２─Ｂの教室に戻った。

　教室にはすでに誰だれの姿もなかった。机と椅い子すは元通りになっている。

　いつもの授業、いつもの生活を待つように。無人の教室に、人の気け配はいはとうにない。

「……終わっちゃったね」

　ぽつり、と静かにユイナがいった。寂しさがその美しい面おもてによぎる。

　その横顔を見つめて、慎は思い返した。怒ど濤とうのように始まり怒濤のようにすぎ去った時間を。たくさんのできごと、たくさんの想おもい、それらが交こう錯さくしたこの二週間を。

　慎は励ますように、明るい声でその横顔にいった。

「でも、すぐ文化祭だよ。お祭りが終わらないと、次のお祭りは来ないしさ」

　その声に、ユイナが目線を上げた。思いも寄らぬ言葉を聞いたというように。

「そっか。お祭りは……終わるから楽しいんだ」

　少女は不ふ思し議ぎな色に輝かがやく瞳ひとみで慎を見上げると、うん、と嬉うれしそうにうなずいた。

　二人は互いに視線を見交わし、ほほ笑えんだ。穏おだやかで温かな空気が、彼らを包む。

「……あの、さ。ユイナ」

　突然、少し照れくさげにうつむき加減で慎はいった。

「前、いってただろ。〝王〟と〝守しゆ護ご士し〟がどんな関係なのか、どんな風におれと接していいのか……わからないって。正直おれもそう思ってた。すごく不安定な関係だって。ユイナの気持ちもわからなくて、なにを信じていいのかどうしたらいいのか……悩んでた」

　抱く思いを表す言葉を必死に探しつつ、彼はユイナに話しつづけた。

「けどさ、〝王〟と〝守護士〟は、色々なパターンがあるんだよな。才さい木きさんとクリスさん。璃り堂どうさんとリュウト……って。当然か。だってそれぞれ違う人間なんだし。だから、」

　慎は、顔を上げた。

　ユイナの瞳をのぞきこみその心の底に届けるように、彼は真まっ直すぐに、告げた。

「ちゃんと二人で、一緒に見つけて作っていこう。誰かの真ま似ねじゃない、おれたちなりの〝関係〟を。おれ、ユイナとならそれができるって、思うよ」

　慎がその言葉を告げた瞬しゆん間かんだった。ユイナが大きな瞳をみはった。

　あふれそうな思いを必死に抑えるように、少女はぎゅっと胸を押さえる。

　ふるえる声がその唇からこぼれて、落ちた。

「……あ……あの…………あの、あのね。あの……」

　ユイナはうつむいた。うつむいて突然、彼女はいった。

「……ぎゅって、しても……いい？」

　────は？

　脈絡のない言葉に慎しんは凍った。思わずまじまじとユイナを見返した。

「え…………は!?　な、なに、ぎゅって……ナ、ナニを？　つかどこを？　じゃなくて誰だれを!?　って……あ、あの、もしかしてその………………おれ？」

　ユイナがうなずいた。小さく小さく身を縮ちぢめ、やっと、うなずいた。

　慎はうろたえる。困惑する。ユイナの言葉の意味を量りかねる。だが、

「……ど、どうぞ」

　彼は顔をそむけ、真まっ赤かになってユイナに向けて両手を広げた。

　ユイナがそれを見上げる。見上げて一歩、ふるえる足を踏み出した。

　おずおずと、細い腕を慎の背中に回す。そしてしがみついて抱きついて、瞳ひとみを、閉じた。

　ぎゅっと彼女は腕に力をこめる。どこか泣きそうな、切ない表情で。

　それに引きかえ慎は混乱の極みにいた。耳まで真っ赤に茹ゆで上がっていた。

　──ええとあのおれどうしたらいいんだてかなんか当たる当たる当たってる胸に胸が胸をいやそんな押しつけないで危険危険おれ危険血が上る上るつかその違うとこにも血が集──




　突如扉が開いた。脳天気な声が響ひびき渡った。

「おーい！　三年がさ、ファミレスに打ち上げ行こうって。慎と天あま音ねさんも一緒に行こ」

　教室をのぞきこんで洋ひろしが硬直した。抱き合っていた慎もユイナも動きが、止まった。

　静寂が訪れ空気が白くなり色もなくなり誰もが凍りついて声も動きもなくなって、




「いやあああああああああああああぁっ!!!!」

　いきなりユイナが全力で慎を突き飛ばした。

　ド派は手でな転倒音とともに並んだ机と椅い子すをひっくり返して慎はぶっ倒れる。

　それを見て、真っ赤な顔のユイナがおろおろする声で混乱しきった言葉を口走った。

「あ、あ、あの、あの……ごめん、ごめんなさい、あ、あたし、あたし…………帰るっ！」

　いきなりお辞じ儀ぎをすると彼女は鞄かばんをつかみ飛び出していった。

　バタバタバタ……という廊下を走る音が遠ざかる。その音が消えて、やっと洋が動いた。

　彼は倒れた机と椅子の中に沈んだ慎に近寄ると、おそるおそる声をかけた。

「え……っと、もしかして、邪じや魔ま……だった？　やだなあもう鍵かぎぐらいかけとけってば」

「…………………………ふは、……ふははははははははははははははははは、」

　がばぁ！　と慎は起き上がった。

　のぞきこんでいた洋が驚おどろいて身を引く前にその肩をがしりとつかんで、

「……ひぃーろぉーしぃいいいぃいい……おまえ、なあ、いい、度胸、だなあ……」

「え!?　いやあの、ご、ごめん、ごめん慎！　悪かったラブいシーンを邪魔して！」

　平ひら謝あやまりの洋ひろしにかまわず慎しんは無言で彼を窓際まで引きずり思いきり窓を開け放った。

「なに？　え、なにすんのちょっと慎くん？　なにするつもりあのちょっと！」

「黙だまれおれはもう決めたおまえを殺しておれも死ぬいいからおまえも黙って死ね」

　羞しゆう恥ちで真まっ赤かな顔の慎は洋を抱きかかえ窓の桟さんに足をかけた。

「まっ!?　待って慎待てってごめんごめん俺が悪かったってまだ死にたくないやああっ!!」

「うるっせえおまえに拒否権なんかないつーかもうどうでもいいもう死ぬおれが死ぬバッカやろ────────────────────────っ！」

　洋の恐怖の悲鳴と慎のヤケクソな絶叫が校内中に響ひびき渡る。

　宗そう司じが教室をのぞきこみ「馬ば鹿か×２、だな……」とつぶやき首を、ふった。







　ユイナは走っていた。全力で道路を走っていた。

　胸の鼓動は激はげしくなるばかり。抱えた鞄かばんを突き破るほどの動どう悸きが耳じ朶だを打つ。

　ぎゅっとユイナは目をつぶった。目をつぶり鞄を抱きしめ、必死に走った。

　思いがあふれる。気持ちがあふれる。少女の胸にこらえきれない想おもいがこみ上げる。

　どれだけ走ってもふりきれない想いに、壊こわれそうなほど胸が、痛い。




〝……おれ、ユイナとならそれができるって……思うよ〟




　──覚えていてくれた。

　自分のいった迷いの言葉を、彼はちゃんと覚えていてくれた。

　覚えていて、忘れないで、一いつ生しよう懸けん命めい悩んで考えてくれていた。

　そして、そして自分で答えを見つけて、いってくれた。

　どうしよう。どうしたらいいの。どうすればいいの。あたし、あたし…………、




　あたし、〝大好き〟が、止まらない────




　少女は走る。長い髪をなびかせスカートをひるがえし、ただ一心に真まっ直すぐに。

　その頭上に広がるのは、高く高くどこまでも遠い、胸のすくような青い秋の空。
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　静寂の夜。静寂の闇やみ。

　頭上には満天の星。虚こ空くう一面に散りばめられた、遥はるかな高みの無数の瞬またたき。

　真夜中の聖堂の庭を支配するのは、ただ厳おごそかなる静せい謐ひつ。




　ひとつの足音が響ひびく。キィ……と鉄の格子扉を押し開ける音が生まれる。

　星の光に照らされた芝しば生ふの上に、背の高い、猫背で細身の人物が現われた。

　男は一言も発しない。絡まる癖くせ毛げがその顔にかかり陰になり、表情が見えない。

　そのとき、視界を覆おおう昏くらい影かげの中から────二つの声が、した。

『……なぜ来た』『なぜ来たの……』

『……死を求めて？』『死を求めて、なの……？』

　声と同時に、星明かりの下に二つのか細い姿が見えた。

　ひとりの少年と、ひとりの少女だ。二人とも灰はい色いろの髪、灰色の子ども用の燕えん尾び服ふく。

　まなざしはいっそう昏く唇はいっそう赤く、ゆらぐようにその輪りん郭かくは頼りなく、折れそうなまでに細い肢体ははかなげで、いまにも闇へと消え入りそうだ。

　それを見る男の唇が開く。

「橋きよう頭とう堡ほたる傀かい儡らいの〝影〈フィギュア〉〟を失って消失寸前、てとこか。なのにまだ〝こちら側〟にいるとは、なかなか根性入ってる……でも、もうお帰りになっていただかないとね。禍わざわいなる〝神しん霊れい〟を送り返してそこで初めて〝祭り〟は終わるンだから。ゆえに」

　闇の中で男はにやりと、笑った。

　かすかな、天にまたたく星の光をつかまえて、その瞳ひとみが鋭するどい光を放つ。

「君らは大人おとなしくここでぶっ殺されろ。…………な？」

『……馬ば鹿かな世よ迷まい言ごと』『馬鹿な世迷言だね……』

　地を這はう響きがした。聞く者の背筋を凍らせ怖おじ気けづかせるおぞましい声音だ。

　周囲の闇がざわめいた。そこかしこにひそむ彼らの同類が、声に呼応しうごめいたのだ。

　だがその怖気立つ気け配はいにも、男の平静な態度は変わらない。

「では直じき々じきに、レッスンついでに試し験けんと行こうか。神の御み技わざを見せてやる。場など選ばず奇き蹟せきは起こせるってな……。さあ踊れ！　舞ぶ台たいに残りたいならばそれ相応のレベルがいるぜ。でなけりゃ即刻────開く奈な落らくに逆戻り、だ」

　彼はいきなりもったいぶった手つきで両手をポケットから出した。その指すべてに、

　──────不吉なまでに過剰に輝かがやく十のリングが、見える。

　突如おもむろに彼は高らかに両手を打ち鳴らした。

「アン、」

　響ひびき渡る爆ばく音おん！

　わだかまる暗がりの中で無形の衝しよう撃げき波はが広がった。吹き飛ぶ無数の闇やみの気け配はい、その中に悲鳴が二つ混じって消える。つづけて二打目の拍手、

「ドゥ、」

　さらに凄せい絶ぜつな衝撃音。二つの悲鳴がかき消される。さらに三打目、

「トロワ」

　大気を裂きすべてをふるわす轟ごう音おん!!　混じる悲鳴はひとつになった。

　怯おびえたようなふるえる声が闇から響く。それは少年の、声だ。

『……無む駄だだよ、』

『……無駄だよ、』

『……無駄で無益で無意義で無価値で無意味だよぉ君の行動は！　あは、ははは、はは！』

　狂える笑いに、芝しば生ふを踏むかすかな足音が近づいた。

『……神技者〈オールマイティ〉！　君がなにを、どれだけ画策しようとも』

『……〝嗣子〈ルイナ〉〟はもう、〝境界の王〈レクス・フィニス〉〟を選んだ』

『……そう、選ばれた〝彼〟が持つ〝意味〟こそがまさにある事象の象徴』

　絶叫のごとき少年の哄こう笑しようと勝ち誇る言葉が闇の中にこだました。

『……この〝領域〟でも、ボクらが、勝つよぉおおおっ!!』

「さっさとおっ死ちね」

　細めた冷たいまなざしで、短く鋭するどく刃やいばのごとく男は放った。

　死の、言葉を。

「──　神槌〈シンツイ〉　──」

　言葉と同時、彼がひときわ高らかに両手を打ち鳴らすその瞬しゆん間かん、




　天の崩落─────────────!!!!




　すべてが終わるがごとき大気も空もつんざく轟音が落下した。

　いつまでもいつまでも音は響き渡る。消えない轟音のこだまの中に、少年の声は、ない。

「レッスン終了、判定は不合格。百代生まれ変わっても──それじゃ袖そですら上がれンな」

　男は冷たく告げた。彼は両手をポケットに入れるとその場に背を向ける。

　ゆっくりと足音は遠ざかり、姿が消える。闇が戻り静寂が戻る。

　そしてすべてに─────────幕が、降りた。

[image: ]










　あとがき




　こんにちは。マサト真ま希きです。

　最近ハマっているのは、やっぱりiTunes Music Store、それとピリ辛チーかまです。

　新シリーズ開始で反応が心配だった第一巻は、デビュー後初めての増刷がかかり、なかなか好こう調ちような滑り出しとなりました。

　様々な方面に向けて感かん謝しや感謝です。ありがとうございます！




　著者校チェックと三巻執筆のための自主缶詰中に、このあとがきを書いています。

　なぜか缶詰で外泊しているときはジャンクな食事にハマりがち。前述のチーかまも、普ふ段だんは決して食べないのに、缶詰中は三食チーかまでもまったく苦になりません。

「たまには気の抜いた食事がしたい」

　というリュウトのせりふはもしや自分の本音だったりして。いや、別に普段、豪勢な食事をしているわけでは全然ありませんが。たまーに食べると美お味いしいんですねこれが。




　さて、以下は謝辞となります。

　担当の湯ゆ浅あさ様。二巻でも大変大変お世話になりました。全没[image: やじるし]中没[image: やじるし]直しと三度も大きな修正になってしまってすみません。でも、その甲か斐いはあったと思います。

　イラストの芳よし住ずみ様。今回も格好いいイラストをありがとうございます！　芳住様の素す敵てきなイラストを拝見するたびにやる気チャージが行われます。

　川かわ上かみ稔みのる様、円まる山やま夢む久く様、葉は山やま透とおる様、三み上かみ延えん様、有あり川かわ浩ひろ様、その他多くの作家様方。皆様からいただいた励ましやアドバイスのおかげで、今回も無事乗りきれました。本当にありがとうございました！

　出版に携わる、メディアワークスの関係者の皆様にも多大なる感謝を。

　友人の皆様と、身内と大事な家族。毎度毎度、お世話になってます。ありがとう。身近な大事な人たちと過ごす時間がすべて、私の作品の確たしかな血肉になっています。

　そして、この本を読んでくださった方々へ。今回も、本当にありがとうございます。楽しんでいただけたなら、それが私にとってなによりの代えがたい喜びです。




　ではまた、次巻でお目にかかれますことを願ねがって。





二〇〇六年　二月　　マサト真希
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マサト真ま希き

ゲーム会社勤務、フリーのＷｅｂデザイナーなどを経て、現在は小説のお仕事中。

家族を愛し美味しい物を愛し快適さを愛して、ときに黄昏れつつも、おおむねのほほんと生きてます。

途方に暮れる著者
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イラスト／芳よし住ずみ和かず之ゆき

１９７７年岡山県生まれ、埼玉県在住。某ゲームメーカー勤務を経てフリーのイラストレーター兼グラフィッカーに。趣味は散歩して風景写真を撮ること、コーヒーを淹れることなど。
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